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国土交通大臣指定第1 5号 確認検査機関・住宅性能評価機関
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株式会社国際確認検査センタ-

l  確認検査業務 |  

業務区域

業務内容

日本全域

①建築基準法に基づく建築確認

②建築基準法に基づく中間検査及び完了検査

③住宅金融公庫融資住宅の設計審査・現揚審査

④住宅金融公庫の証券化支援事業の適合証明業務

⑤ 国際業務部・・・外国の建築確認制度に関わる業務

全ての用途・規模の建築物

建築設備 ( 全ての昇降機類を含む〉 ・工作物

対象建築物

住宅性能評価業務

業務区域

業務内容

日本全域

住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく

①設計住宅性能評価

②建設住宅性能評価

あらゆる構造の全ての住宅

指定性能評価機関

申請中

東京本社 大阪本庖
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出版委員会企画

第30目<ブ口のノウハウ>講座

現場で学J3¥

住まいの雨仕舞い

[ 大阪府建築士会及的IAのC P Dj

対 象 (2単位)

盟主主剖

住まいの

雨仕舞い b

企 画 (社) 日本建築協会

著 者 玉 水 新 吾

発行所 (株)学芸出版社

発行日 2006年6月30日

体 裁 四 六 判 224頁

定 価 本 体2，000円+ 税

クロスタワー大阪ベイ

見学会

[ 大阪府建築士会 (3単位) 及び)

J I A(2単 位) のC P D対 象

クロス$1ワ一大阪ベイパース

日本建築協会

ゐ 邑

耳 目

日 時 2006年9月20日(水)

Ｑ ＸＺＰＰｾＲＰＺＰＰ＠

会 場 大 阪工業技術専門学校

6 号館 1 階セ ミナールーム

* 大阪市北区天満1-8・12

講 師 玉 水 新 吾

定 員 40人

受 講 料 会 員 2，000円、一般 2，500円

学生 1，000円 * 税込

テキスト I現 場 で 学 ぶ 住 ま い の 雨

ｦ 士舞ｾ ¥J  

テキス卜代特価1，8∞円 *t見込

* 当 日ご持参の方は不要。

申 込 先 着 順 で 受 講 票 を 送 付 し ま す。

D催し名「第30回プロのノウ

ハウ講座j

②氏名

③ 会員 ・一般の種別

④職場名 口「学校名

⑤ 受講票郵送先住所、郵便番

ロ

τョ

@ 重絡先電話番号

⑦ 大阪府建築士会または J I A

会員( 会員番号) であるか

どうか

をお知らせ下さ い。

申込先 干540- 6591

大阪市中央区大手前1-7・31

O MMビル7階

(社) 日本建築協会編集事業課

TEL.06- 6946- 6981  

FAX. 06・6946- 6984

e-mai l :  j i gyoka@aaj .or .jp 

弁天町駅とデ ッキで結ばれたク ロス タ

ワー大阪ベイは、ホテル、アミューズ

メント施設を有するオーク 2000に隣

接し、主要なビジネスエリアから 5k m

圏にあ りながら、海を望むことのでき

るロケーションが魅力とな っています。

ファッションテーザイナ一 、アニエス ・

べ一氏のデザ インによるス カイ ラウン

ジや多彩な コミ ュニテ ィ施設が設けら

れた 、高さ約200m、54階の日本一高

い分譲マンションです。

また、 365日オー プンする診療所と介

護サービスを備えた高齢者安心住宅 (監

修. 春山満氏) や商業施設も併設され

るなど、 すべての人々が快適に暮らせ

る都心永{主ライフを演出します。

クロスタワー大阪べイの建設には、 「ス

ーパー R Cフレーム構法」を採用。超

高層建築であ りながら、室内の柱 ・梁

の出が少なく、将来の リフ ォームに対

応した 自由度をもたせています。

( 仰訓 話 十/ 佐々木栄)

21 世紀の今、最先端の技術開発は目

覚ましいですね。 しかし、建設業界に

は、昔ながらの大きな問題カヲ支ってい

ます。 それは「雨仕舞いj のことです。

建築教育では「デザインは住宅に始ま

り住宅に終わる」とか「ティ テ ルの

勉強は水に始ま り水に終わる」とよく

言われます。

このたび「住ましづに限定し、雨仕舞

いの最新 ・詳細情報いっぱいのテキス

卜が出版されました。

日本建築協会の出版委員会が、最重要

課題解決のため「水にまつわるトラブ

ルの事例 ・解決策J (建築 ・設備編)

を世に送り出したのが12年 前。 とこ

ろが今も って、雨漏りのトラ ブルニ ュ

ースはi成らないのです。

著者は住宅メーカ に就職して 、30

年にわたり 、住宅現場の施工管理はも

ちろん、 品質保証、 技術研修教育に も

苦労してこられたへ・テランです。

いつも「楽しくて、為になる、得をす

る情報提供j をモ y 卜ーにしている玉

水さん。諸体験を、この一冊にまとめ

られました。

これから住宅をお建てになるかた、設

計や施工されるかたがたにも、信頼で

きる良書と思います。ぜひご一読くだ

さい。

(出版委員会委員長/ 上原正行)

日 日寺 2006年8月28日(月)

13  :  ＳＰｾ Ｑ Ｖ＠ :  20 

(13:  00より 受付開始)

講 師 言語十 ・佐々木栄/ 糊酔目指十

施工 ・片 山 豊 / 鹿 島 建 設欄

集 合 現 地 工 事 事 務 所

定 員 45名

※ 申込多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員1，500円

一般2，500円

学生は各半額

申込方法 8 月18日(金) までにF AXまた

はE メールで、

① 催し名「ク ロスタワー大阪

ベイJ

②氏名

. B! 築概i2l.
l

所 在 地 大阪市港区弁天町3- 1

建 築 主 オリックス 田リ7) レエステート(附

三ヲ|不 動 凶 問

阪急不動翻m

ii盟川坑1111 (附! 捌J; 没. 1"1

(側l村画像E築事務所

玉 水 新 吾 (たまみずしんご)

1953年京都市生まれ。名古屋工業大学建築

学科卒業後、 1976年から住宅会社にて、住

宅現1量の施工管理 ・品質 ・保証 ・工程・安全

衛生 ・環境 ・技術州事教育・知的財産など30

年住宅技術筋。

資格 : 一級建築士 ・一級建築絡エ管理技士 ・

級土木施工管理技士 ・ 級造園施工

管理技士・一級管工事施工管理技士・

インテ リアプランナー・インテ リアコ

ディネ ヲ ・コ ンク リー卜技士 ・

第H重衛生管理者・建築積算資格者・

宅地建物取引主任者等

議師木建作業主任者、足場作業主任者、職

長教育、事業主刑事、 R S百冊座 ・S MT

5講座、安全大会、石綿特別教育、各穏

技術研修、1級建築士学科講習(施工)等

特許・土台下パッキンおよびそれを含む建物

の換気装置、基礎型枠セパレ一歩一、

換気水切り 、減振装置、 小屋裏換気構

造、隅木取付周盛付け治具等

著書 r低層住宅施工現場のC ISJ (P HP研

究所)

所属. 日本建築協会、大阪住宅安全衛生協議

A  

"" 

モットー . 安全・ CS ' 環境 ・健康のビン コゲー

ムを考案し、3T (楽しい ・為になる ・

得をする) 研修を実践中。

③ 会員 ・一般の種別

④職場名または学校名

⑤参加証送付先

(住所、郵便番号)

@漣絡先電話番号

大阪府建築士会または J I A

会員 (会員番号) であるか

どうか

を明記の上、 下記へお申込み

下さい。

申込先 (社) 日本建築協会編集事業課

大阪市中央区大手前1ネ 31

O MMビル7階 (〒540・6591 )

T EL. 06・6946-6981

FAX.06- 6946- 6984 

E-mai l :  j i gyoka@aaj . or. jp 

桃足ｾｾ ，貨百 ｼ 脱 ｬ 斗 主 ｾ 初防

院 修 アニエス ・ベー : 住宅共用

{鵬ハンディネットワークインター

ナショナル高紛円安心住宅

施 工 脱l斗illi 秘術

建築と社会 -2006.8 1  



平 成 1 8年 度

日本建築協会委員

. 編集委員会

会誌 m築と 社会J の企i! lij 編集

。 設楽 良 樹 / 1 <Jlill 築設 J I-' I>務所

・特集小委員会

計画分科会

{計画系)

F反凹 匡/ 大阪大学大学院

鈴 木 克 彦 / );U$工芸繊維大学大学院

凹 中 直 人/ m州大" f :

向 精 剰Illi / 大阪 di:l t同訓務Jlll

辻 武之/ 阪急不動産

紅 芥 f l-' Iι / 三輩UFJ リサーチ&コンサルティング

総 凹条 純 子 / ) ; ( / $仁芸繊維大学大学院' 1:

ム三 宅 次郎/ 阪神司1気鉄道

森 Ｂ ｉｾ 郎 Ｏ竹中仁務府

守 井 辰 / Uill 設計

吉 村 英祐/ 大阪大学大学院

( 遺築計画系)

安部新 二 Ｏ大ｾｊＹＺ ｊ ｉ

荒 木 宏之/ 大成立. l ! ;没

江日IJ 敏史/ l lill 設J I

奥村 ｊｖｉ ｾＺＯ 摂 ｬ 池制 ｩ

佐 野 忠 司/ 腿M立l!設

事l'戸 郡 也/ 大林組

木 多 彩 子/ I l 州大' 芋

梢 敦 士 / 安JI 'ill 築設 J I事務所

ム小林 ｦ ｾ 子Ｏ設ル Ｑ ＾ 務所自営

所 千夏/ アトリエ C K

野 旧 ｼ 監止 ｾ Ｏ竹 Ｂ，仁 務自

枇 杷 fill 一 / 枇 抱i姐一主II 築設J I':: 巨

.fi: 森織江/ J l [ 到11立J!!IPI>務 所

(インテリア・住宅系)

阿 部 泰治/ 都市再生機構阿日本 '!dl

ｊｊｉ｝ｩｩｦ ｾ＠ カ / 宝塚治形芸術大学

やl' 谷 浩 司/ 大林剥l

県相l 死/ 竹 '1' 工務応

河 野 ｬ 立樹 Ｏ古川ｾ築設計事務所

日Irl' 治介/ 馴水ノ、ゥス

戸 J I'賢 一 郎 / 11主II スペースデザイン

ペリー史子/ 大阪産業大学

本 山 仁/ 松 F電 工

構造分科会

秋 凹 智 / : tO !'ill 築設計 '1>務 所

木下 降両日v 京両11辿築'1>務 所

� ｪ ｬ 本光 玉 Ｑ Ｇ ，Ｏ竹 ＧｉＧｊ Ｚ 加 ｬｾ

iffU!ll f  敦 夫/ 大阪大' 下大' 下院

￭ ｬＱ ｊ 凹 ｾＱ ＱＯ 11I出i加 |

ム "1"塚 光一 / 大林駈l

日fE波 尚 / 神戸大' 下

JIEiIl自 好 浩 /ZENi l l 築情造'1>務所

属 安 智 也/ ｾｴ 隙 ｩｬｬ 築構造研究所

向 井 洋 一 / ゴ吉良女子大学

安 野 郷 / 羽l池制l

設備分科会

ム 赤 滞 正 治 / 竹中二c初日?

石 井 ｊｉｾ 秋 Ｏ大阪 市 ｦｴ 屯 Ｑ ，Ｂ

梶ヲ| 宏 修 / 近畿大学

河チ| 康 人 / 1則i国大学

近J雌 国夫/ きんでん

谷 野 太志/ 新愛冷熱工業

2  

u) l'  i 1l 行 / 市 上ネオ C_X;

桝) l'  :l 'J:朕/ 総 令 制iIl コンサルF ント

村 七幸 三 郎 / 村上デザイン事務所

Ｈ ｾ ，定Ｉ ＯＧＦｊ ｴＭ主 ｬｬｾ 距 ｊｾｉ Ｑｴ Ｍ Ｇｊｾ 務所

Lll T  修/ 大阪市住宅! 日i

施工材料分科会

石 原 巾 也/ 竹中工務抗

平1[1  戊良/ 大和ハウス工業

ム平野 i削 / 峰山辿設

If似 L 碑ー / i o'l A<辿設

1111日J ｲＮｾ人Ｏ大林制 ｬ

，'j- ITI  iI 友 / 11本建築総合試験所

法令分科会

ム 赤) 1' ! A 捻/ 京都! 日述書5折持; 却

!t l刊 百二平n/ 大阪市m匹指浦部

ヒ''i:J: 元fij j l /W! ，li r.r; di 向指導依然謙

'I' )JJ m志/ 大阪I f: m築指導主

.Jim -;7之 / 神戸市立l ! 築指え阜市i

文 山 述1171/ );r r.r; diill 築指導部

111'-' 一 郎 Ｏ兵 ｝ＡＩｉｾ［ｾ 主 ｉｉ 築指滋諜

. 作品作風小委員会

赤 木 |経/ ll ill :lll JI

ィーi塚 な ぎ さ / 大 阪 府住宅まちづくり部

肘1)、l 市夫Ｏ徳 ｉｾｪ ハ克 ｭ 匹投 ｊｉ ＭＧ ｉ ＾ 務所

0 ) 1'  1ニ !ft州i/ 大林制l

稲 Jn 利 江 / イナガキ ' 0チクサンキュウショ

池l : 1り1 / ェー7イトキテヲトスタ ジオ

川 t 比 条 チ/ 1以川学院短)VI大学

P.-7X1f::lモ千 f- / UI N ヰ文総合ill 築研究所

神111 純 一 Ｏ兵 ｊｾｉＡｉ［ｾｾ［ｾ t 格制部

戸 川 勝 之 / Wl i l l 築設計・)i 務所

側 野 洋 司 / 竹"， c務的

'I' ，H  文K:G/ 東南u : 悠然1>務所

;7符 II，'r彦/ i ，'IA<m世

Wlrn 倣彦/ J I " I UI 敬彦一級建築けE務所

山UJ ｦ ｾ 旨 ｦ 己 ＯｉｉＡＡ 利投 ｊ ｉ

. 広告企画小委員会

ｏ￬Ｎ 皮溢治文 ＯＧＦｊｉ 弘ｬｬｾ 投 ｊｴＧｬ￯ 務所

荒 木 俊Ilf l / 湘湖u

今 )1' Ｉ求年 Ｏ竹 中 工務ａＱｾ

大 竹 賢 次/ 大J!i: ill 設

波 多 野 総 / 大 林 組1

，Ji 州1 f必ー / i o'休止. l ! JQ

IIIl IJI ｗ￯Ｏ日 他 ｾｊ ｉ

- 事業委員会

比学 " 時泌・ 説1り1- ｉｴ ｾ 示 懇思t会 I' i t、会

ｾｾのｊｬ＾いなどの企画および実施

。 瀬 戸川 イ係必/ 1附刻矧j'刊1珂可引i住主宅百品川lf油 '

ｏ Ａ［版 Ｑ瓜ｾｾ 凡 ￓ ｉｾμ Ｇｵ 」 ， ｴ忘 ｾＯ ｊ孟 ￫ Ｍ Ｚｴ安 ｻυｦ ゴ ｊ川ｼ主建 ｉｉ 築設 ｊ計 「川 、ｦ恨 Ｑ＾ 務所

0 1尚+精1 次刈郎i / 冗 t浅革鉛t沼f白i刷組

0 * ) 1ユ ｲ ｾ ＯＡ 刷ｬｉ ｩｬｬ 日 ｩｐｬ￭ 務所

・情報見学小委員会

0 総計I i 範191 / 大林組

ムる庁、総 千 州 Ｏ竹 中 Ｑ “ 初 ａｉ ｾ

ム伊 If点 tt!j / 元 総村制l

ム 大 将 多 ギJ品/ 大林組

ム '1' 西 絵 / '.i ェイ 7 ール両日本コンサルタンツ

ム 森閃 )'i 次/ ' &J I ' i l l 抑制 '1>務 所

|河本 隆 / n雄投計

平成18年 4 月26 日開催の常任理! 事会において、下記のとおり各委t--l会

委 lコを委嘱いたしました。

( 敏材、略 O向l委m長 ｏ ｉｾｉｉ ， ｜ＧＱ 委 ｯ 長 ｌ＾ｾ Ｑｬ併 Ｇ Ｑ ， Ｊｾｗ ｜ｪ＠ 戦j品名は略林を 111いました)

ぇci F  t: ;' / 泊池制l

川 Jお 1後/ l m:llli11

越; J < h
1
i- 191/  iO'I水ill 投

金ffi t1 f変至/ きんでん

佐々木栄Ｏ昭和 ｾｊｴ

!日曲者 祐 生/ 大阪成媛大学

福 山 隆/1. 庇助建設

術家 敬/ 元・大阪府

EE谷 通 夫/ 大成建設

・若い会員の集L、小委員会

O杉 本 兵 一 / 大阪主主術大' 下

ム石川 太 志/III! 利投;n

1引日イH 巳子/ i:d隆リHl ! 築研究所

i司令 哲夫/ 竹中工務時

Ｎｦ ｾ ｌｩ ｊ＠ 美納/ 点却lill 築 '1>務 所

樋 上 新治/ 1 : 1 1011プランナ- } ; ・オ 7 ィス

他l は る よ / 遡ハルヨ也築+ デザイン '1>萌所

J7川 !ft V アトリエ )I GS A W

- 出版委員会

ｾｾ距に附する ｼ 河 川 の企両編集 刊 行、なら

びに Ｂ持 地の ｾｬｬｬｩｪ ヌー施

。 |ニjJR 正 行/ u建築工]J)

) 1'上 ま る み / 住 ま t 明研究室

柏村 典 人/ 修成建設- l ，lj .I"J 学校

河口! 康 夫 / 竹 '1' 工務的

市1'111 暢 子/ 事|叩 挫築工房

!日 '1' 正吉] / 1血J斗辿設

J i ; J < 新吾 / エ ヌ パ イ エ J レ

谷 川 ｊ ， ｉ ｾ 伝Ｏ大阪工業技術抑 ＱＢＱ 学校

0 '1' 川 徹/ 治水位!JQ

当t松 秀吾/ マイン企阿

会 山 川 修 / 修ill 祭事務所

- 教育委員会

ｾｾ高教 ｦｩ についての訓査・研究、Ｑｉ ｾｾＢＧｴ 会の

企同 実胞ならびに工高生デザインコンヲ

ーんなどの: i t jHij および実施

。 iJ J 形 政 II l'. / 大阪芸術大学

・講習会小委員会

O有 光 利 治/1. 郎』建設

阪 :.11' 総/ 大林剥l

佐1-'-t 久/ 刊怯ill 投

(l 塚 )'i 郎/ 羽li 也組l

Ｈ ｾ ， ￭ とＩ / 松村組l

水 ｾＡｲ :l'J:夫/ i ，・1水主ll;l :盟

括経 ｬ 怖 と ｩ ιＯ 大成主 ｾｊ 宣

八 木 同紙v 竹中工務的

111内 巨，! i-記/ i.釘If組

・工高生教育小委員会

0 平IIIIi m由/ 大島li 立Z山 第二 E車両校

ム 仙 総 がi志/ 大阪人1111科学大' 下

大 jlcy 正 宜/ 大阪府立内野[日] 二泉両校

|河本 Ａ良好 Ｏ大阪 市 立吊 Ａ ｪ ［￰ 工ＤｾＺｾ校

小池 啓 夫 / Elill 投，11

判。汗 J 5t/ )非市立工業尚校

ｪ￭，ｾ回 総 二 / 愛知I i l E 泉大学

IJHJfi 隆 / 大阪市立工芸同校

7J<I ::; ［，放政 Ｑ ＱＯ安 ｭ ｬｬ 築 ｾｊｴＩ ｊ ｾ 務所

山|測 す11 / 緋市立工業高校

ｦｾ ｲ［ ｊｉＧ＠ 利 男/ 点知lill 然 '1>務 所

- 建材委員会

止l ! 材コンサルタント ・新ill 材の紹介

＼ｴ､Ａ Ｎｦ ｾ原 徹雄/ 日本建築総合試験所

上 原 俊一 / 1，'1本建設

河 津 fi'd.大/ 1 1本辿築総合試験所

Ｇ ￬ ｾ ｾ［＠ 知史/ 鹿M他 殺

阪本重信/ 大成立l ! 波

新 谷 英夫 / 附 凶l

回溢 IIll / 仰oInri' lo機H'f 阿 n本文 I1

徳 山 正 司/ 銭高組

西11'， 浩 / 大ill 投;n

総 問 俊幸/ 大林組l

絵 本 i ;i /  ｾＡ畑地策 、 Ｑ＾ 務所

森 川 務/ 竹中℃務4F，

安 江 広/ 目立rぷ JI

和田 克則1 / 元 日本立J ! 築センター
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「建築と社会j 平成 18年 1 2月号の

「第 1 3回会員作品特集号“ 私の空間作法" J  

「建築と社会J 12月号では会員作品発表の場として、 “第

13回会員作品特集号・私の空間作法" を企画しております。

対象は、建築、 ランドスケープデザイン、インテリアデザ

イン、まちづくり、アー ト等、建築に関わるすべてとし、

表現方法は、写真、 C G等の別を聞いません。

みなさまの個性あノ忘れる作品の応募をお待ちしております。

※  

- 提出資料

作品は、竣工作品、計画案を聞いません。下記要領に基づ

いてお送り下さい。

1. 写 真 外 観 内 観 デ ィ テーj レ- 模型写真等のブ リ

ン ト

(サイズはキャビネ判手自室、 ＵｾＶ 枚 Ｉ

2. C G等パース、コンセプト図等

(パースの写真撮影等は致しかねますので、

印刷原稿となる状態でお願いします)

3  概要作品名称、所在地、設計者、施土者名、建築

面積、延床面積、構造規模、工期など。

4  説明文 作品についての考えを300字程度にまとめて

下さい。

- 掲載に際しての補足

1. 掲載料は無料です。誌面は白黒ぺージとなります。

2  写真の撮影者名は必ず付記願います。

写真に著作権等が生ずる場合は、応募者にて処理願い

ます。

3. 掲載頁数は、原則として、 1社 ( 1人) 1頁とします。

また、 8月末までに強工予定の作品を掲載希望の場合、

写真等の原稿期日は菌i晴致しますので、ご連絡下さい。

4  建物の特徴や特殊な事柄については簡単な補足説明を

お願いする場合があります。

5. 作品の掲載順及び誌面レイアウ トを含む特集全体の構

成は、委員会にて担当致します。また、応募作品多数

の場合等は、編集の都合により掲載できないこともあ

りますのでご了承下さい。

. 原稿期 日及び送付先

1 期 日 2006年9月30日( 土) 必着

2  送付先社団法人日本建築協会編集委員会

「会員作品特集号J 係

〒540-6591 大阪市中央区大手前1丁目7番31号

大阪マーチャンダイズマ 卜ピル7階

TEL.  06-6946-6981  FAX.  06-6946-6984  

3  



4  

社団法人 日本建築協会

「日本建築協会80年史 19

増刷頒布申頒価 3，000円

1999年7 月に発刊した旧本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により、増刷頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 ・240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンパーと当時の大阪市長関 との交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズーマートビj レ7階B室

TEL  06- 6946- 6981  FAX 06- 6946- 6984 

頒 価 1部3，000円( 税・送料込み)

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

ＮＮＮ｟Ｎ叩崎 ＱＱＮＧＮ Ｂ め・ ｅ … Ｇ｟ｾＴＮＧ

仲町…Ｎ・・ Ｑ 山ＢＮＮＮ吋岨ｾ，，，，，，，，，，，，周‘川・

ー守口…. . …. .叩 a‘ …‘ ・ 』叩叫・・z

剛山風間抱一一一‘ <<1. " ' . ' … ιS 慣 れ

…・…叩- f ' ' ' ' 一一一一…}

，' ，-1河女

旧本建築協会80年史J

A4判・240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会j の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・議演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五ー・池田 賀・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助 ・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正 ・葛野佐一郎・繍漬 勉・

松本再象・宗 兵 蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古字国 賓・

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤ー・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貴・足立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林芳

郎・小西 岬・佐野正一・横尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦前

後の協会活動の証言一

*  

. 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

. 80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉日悦二

Ｎ岬・ＮｦｉＢｾＮｬ叫ＢＨＱＧＮＮＮＮＺ，Ｎ，ＮＮ山Ｇ .. 
叫。山崎情吋・・_..t.

同川ＮＮＮＢ剛司 ＧＱＱＧ ，Ｚ［ＧＮＢ ‘ ｭ ・・ ＧＧＧＧＢＧＧＧＧＧｾＧＧ ペ Ｔ 川‘附吟 ｴＮＮｈ
ｬ リＮＮ噌，Ｎ，，ｾ， .，.....)哨

山.. ….削何.，.11附.吻"一岬.岬咽

4‘‘‘ 司'，-伊"‘‘.‘
h  

判 ＧＢω ・ ｍ ・ ｾ｟ｾＱ｟｟

即日・・岨山

.. Ｂｾ，，，日酔帽 ｵ ‘Ｍ・‘田川

'.， . H，酌山…・円，日

' _8_"' "' ' ' ' …' ・4 叫
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酬" 剛一

刷、 M ・d剛山由.. . ' "山哨

一一一' ・一・‘

."・"

… 一 一 一

「日本建築協会の澄産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人々 J より片岡安の項

伸"・，日刊岬州閣・叫J 同Ｇ‘ー、・ＧＢｾ叩Ｇ…
・・企 Ｇ・ｾＮ "，，，輔ι M' 同伸 融制U. . '

“ ｈＮｾ 句 ， ＮＮ｡ｴ ，Ｂ｟， Ur'肺岡町 ルー刈制・. ，. . ，“叫山

川冒l:" U.国叫・r ・白川 U' . ｾｾＢ＠ 酌開閉山 H 同・.・.1: n  

M 川崎岨1 ・4岨"剛山相，，，，(，'of，.， . l t問刊.;ua'-c:，""_

・1陣''''，.:.:'，・叫・'曾輔情 l，III<"I"""・ M ・・.'"，仙川'岡
町田" 削晴山・ら山崎 "'.10.... ・・ 2 判町山. . ・

"，." I J III l酬。 U 川崎 圃'w.' ... . . . .間同マ同何日
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今月の表紙

企 画 中 村 文 紀

企画・写真・デザイン伊藤 彰

主主祭主と宇土壬き 1917年 創 刊 第87集 通巻 10 13

関口部を拒否する建物

の表象はいかにあるべ

きか。昼夜で表情が一

変する商業ビルのこの

閣は、暮れるのを待ち

わびる花火大会の空と

感じられなくもない。

( 中 村 文紀)

Ar chit ecture and Soci ety J OU州 Al Of  THE ARCHI TECTURAl  ASSOCI ATl ON Of J APAN 

建物名

アクロスビル

8  2006 

[ 総論]

建築物の安全 ・安心

建 築確 認 制 度 のあり方・巽 和夫

14  

特集・

. 特 集 予 告

9 月号/ 第53回青年技術者

10月号/ セキ ュ リティ

11 月号/ もしも

12月号/ 私の空間作法

[各論]

違 反対 策 から既 存 不 適 格 へ ~建 築 安 全 官の 構 想 ~・矯測昌利一一一一 17

建 築 基 準 法改 正 の 動 き ~ 建築 物 の 安全 性の確保を図るための

建 築 基 準 法 等の 一 部 を 改 正 す る 法 律 ~・中野義裕 2 1  
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法改正と耐混安全性 ~安全は神話~・角 彰

「すまし リ の安 全 安心を確保するために・岩見音岡1)

耐震改修のすすめ・野村 彰

民 間建 築物におけるアスベ スト対策・前回由佳

23 

25 

27 

29 

32 

d3』2C主E主コL  出版委員会企画⑩ < プロのノウハウ講座 > 現場で学ぶ住まいの雨仕舞

い. クロ スタワー大阪ベイ見学会. 平成18年度 日本建築協会常設委員

会委員名簿. 第12回会員作品特集号 “ 私の空間作法" 作品募集

作品作風 関 西 大学 総 合学 生 会 館 メ テゃイアノ レ ク涼 風 館
6  

宗 教 法 人 円 応 教 松 江会 館

8  

研究の風景 平尾和洋研究室 (立命館大学理工学部建築都市デザイン学科) 10  

gallery うるしのこれから (桐本泰一) ・川上比奈子 12  

法令コーナー 消 防 法改 正 に よ り 住 宅 用 火災 警報 器等 の設 置 義 務付-It ・中迫悟志 34 

設備の頁 学 校 環境 衛 生 の 基 準 と 測定 機 器 ・星野房助 35 

information 
「文化遺産としてのモダニズム建築 D OC OMOM0 1 0 0選 in大阪J. 連続講

36  

座「原 田の森の物語J .医療福祉建築賞2006募集. 1エコビルド賞J 作品募

集.1ノアの箱舟J をテーマにコンぺ.京都工芸繊維大学大学院博士後期課

程学生募集. 1夏から秋へ誘われる世界J 展.さよならナム・ジ‘ュン・バイク展.

2006イタリア・ボ口一二ヤ国際絵本原画展. 遠藤秀平・藤本壮介「ニュージ.

オメトリーの建築J 展. 1大熊喜英の建築 和のまなざしJ 展.彫刻家 ・大河内

久子展 .1アルベルト・ジ、ヤコメッティJ 展.1レプリカ展一真似るは学ぶーJ .札

幌スタイル2006 ・デザインコンペティション作品募集.ヒ.オトープ管理士資格

試験.日本インシュレーション展示会
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38 

月間の動き 平成18年 6 月分
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耐評

設 計 ・監 理・

竹 中 工 務l苫

施 工・

竹 中 工 務l苫

関西大学総合学生会館メディアパーク夏風館

関西大学創立12 0周年記念事業の中核として計画された当建物は、

部外活動スペースや大学生協の食堂・ J; ! i 舗などから成る学内最大の

厚生施設である 。千 里山キャンパスのほぼ中央に位也し、約27，000

人 もの学生や教戦貝に利 用 される 。 I自然の丘」であった敷地 を、

全体がコミュニケーションの坊となるような「建築の丘j へと再生

し、この場所に新しL 巾 Ij 値 を与えることを目指した。

屋上には、 ＱＲＰ 本のソメイヨ シノを 中心に様々な［ｦ｜ｗｬｾを施している 。

約 1，60 0 m' に及 ぶ 緑地 は自由に出入できるスペースとして開放され

ており、地」こから続く大階段や建物内部からスムーズなアクセスが

可能とな っている 。

泣かな緑とｾ物が混在する自然発生 的 景観のキャンパスの原形は、

建築家 村聖子I1告吾氏の手によって桝築された。建物ごとに色の紫な

る赤茶系タイルの外壁が一 つの特徴である 。l鈎閣の外壁は、既存建

物から抽出 した 4 色の二丁掛タイルをストライフ。状の縦貼とし、周

辺と淵和しながらも、これまでにない新しい表現を試みた。

また、この建物は様々なJJ; 1JJ6技術を導入し、学校として日本初とな

るCASBE E:.?H! ll iのS ランクを迷成している 。 (I BECへ時間i中)

( 大平勘l革命 . 浜谷月月之/ 竹中工務庖)

所 在 地 一一一 大 阪 府 吹 田 市 千 里 山 東3- 10-1

敷 地 面 積 一一一 132，472. 01凶

建 築 面 積 一一一 3，309. 26m 

延 床 面 積 一一一一 10，482. 07m

構 造 規 模 一一- R C造、 一 部 8 R C 造 - 8 造、 4 F

工 期一一一 2004年 4 月- 2 0 0 6年 2 月

最 寄 駅 一一一 阪 急 千 里 線 ・関 大 前 駅

1量 影 一一- i'll n事彰、スペースワン

K Uシンフォニーホール

(村野膝吾位計、同時改憧)

ーう

/  

厨 房

2 階 平 面 図 1 ・2000
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作Eヨ
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言宣言十圃

日百辛口言宣言十

施 工.

西 松 建 設中 国 支l吉

宗教法人円応教松江会館

当施設は、宍道湖lのほとり嫁白地区に主I f つ宗教法人円応教の，Q 根 県

における布教活動 の中心 となる礼 拝施設です。

外1況は宍道湖に浮かぶ嫁ぬをイメー ジし、水平ラインと、 円応教の

メタファとして桁 円 形 をモチーフとして梢成し、松江城や周辺の武

家 屋敷の欄! 食・瓦・格子を用い、松江らしさを感じられるように考慮、

しました。

平 面的 には トップライ トのある 桁 円の干し符箆と平屋根 部に諸室を配

しわかりやすい計画iとしています。

木を主体とした内装により索朴さ、親しみ易さ、 l床わい深さの中に

宗教建築としてのl蹴授さを表現しました。

礼拝堂の集成材とスチールルロッド張玄梁によるしなやかさと緊張

感ただよう空間が信仰 の一助 となればと願っています。

( 佐々木栄・田原阿11 / 11召剰1設計)

所 在 地 一一一 島 根 県 松江 市 嫁島 町

敷 地面 積 949. 55m 

建 築面積 一一- 468.48 m

延床面積 4 7 9. 93m 

構 造 規 模 一一一 R C 造 + 屋 根 部 木 造 及 びS 造、 1F

工 期 一一一 ＲＰＰＵ 年 Ｕ 月 ｾＲＰＰＵ 年 Ｑ Ｑ 月

最 寄 駅 一一一 J R山陰 本 線 「乃木j 駅

1最 影 一一一一 ウエドイカメラ

駐車場

道路

写 真上から

礼拝堂

エントランスホ ル

工ント ランスホ ール

玄関廻 り



今回は立命館大学平尾研究室の活動をご紹介させて頂きます。

. は じめに : 立命の建築学科

学外の建築関係の方から、 「立命に建築があるとは知りませんで

した」という言葉をよく 耳 にします。立命では土木学科カ昔、長い歴史

と伝統をも っていますが、建築系の方は来 だ浅く 、現在の「建築都

市デザイ ン学科」が開設から今年で 3 年 目、その前身である「環境

システム工学科 (都市計画 ・衛生環境工学 ・環境デザインの 3領域)J

「環境 ・デザイン・インスティテュー卜 ( マネジメント経営系とデ

ザイン系の文理融合)J が凡そ 10数年 目にあたります。

8 年前の 1998年に私が立命館のデザイン ・インスティテュー卜

に訟任した当時、建築出身の教員はト タルで 4 名しかおらず、設

計教育についても土木系の充実した実験環境を傍目に細々と演習を

行 っている、とい った程度のもので、学生レベルも決して満足でき

るものではありませんでした。京大建築で育 った私にと っては製図

室もカリキュラムも物足りなく 、赴任後し，; 1: ' らくは 、大学上層部と

交渉しながらその辺りの改善と学生意識の向上に格闘する 日々が数

年続きました 。結果的には学内に建築志望の学生が少しづっ増えて

くるようになり 、2004年に一定のカリキュラムを備えた70人規模

の建築学科カf 正式に創設され、現在に至 っています。ただし 、 これ

までに優秀な学生は一定数存在し 、ゼネコン設計部や大手設計事務

所、ハウスメーカ 一、アトリ工 、インテリア系企業に卒業生が巣立

ってきています。

1992年に京大大学院を修了、恩師である川崎清先生の元で助手を6

年勤めた後、1998年より立命館大学助教授。

写真01. 平尾和洋

- 研究室の基幹 コンセプト : 実践と設計プロセ ス理論

こうしたいまだ発展途上の学科にあ って、平尾研究室では 98年

当初から独自の活動を行 ってきました。簡潔にいうと①学生も参加

する初期的・実践的な設計と 、②設計プロセ スの理論 ・実験的研究、

の 2 つの軸による「実践と理論」の両立であり、これは恩師である

川 崎清先生のやり方を継続するものです 。 設計を志す学生カ ， ｾ Ｎ r手 を

動かす j ことのみならず、実践 ・作品をを支えている歴史 ・思想、を

学ぶこと、さらには「考える ・コミュニケーションする」力を身に

付けること 、これらがなければ.大学院を含めた研究室の存在意義も

ないのではないか? と考えています。

設計の方は 、 4 回生- M2 メンバーを中心 lこコンペやプロポーザ

ル、基本構想 ・計画レベルの仕事を行 っています (写真03一07) 。

また実務的環境でも っと力をつけたいという学生 (優秀であること

が‘条件となりますが. . . ) には、京都の協働事務所 (VI DZ/ ヴィズ

建築設計事務所) の設計者と一緒に実務に参加しながらそのスタデ

イー ・プロセ スやクライアン 卜との合意形成過程を経験してもら っ

ています。 さらに、そうした実手芸プロセ スを E里E命的にE里角卒するため

に、携わ ったマスター学生は修士論文として 、スケ ッチや言葉のや

り取りをデータベース化+ 設計の流れをタイポロジカルに体系化す

るというプロセス研究を行 っています。 こうした体系化は 、実務を

始めたば.かりの学生にと っては 、経験 ・知識や情報分析、状況理解、

現場経験が足りないために生じる プロセス ・口 ス (手戻り ) を反省

する良い機会とな っています。

写真03. ポンテザール (1999年) 写真04. 清水焼団地再生計画 (2000年) 写真05. 草津市駅前公園 (2001 ｾＲＰ ＰＴ 年 、建設 中 Ｉ

写真06. 青島ストー ンミュー ジアム 写真07. 青島ス トー ンミュ ージアム 写真08. ミーテインク 写真09. ミーテインタ

プロポーザルコンペ (2003年) プロポーザルコンペ (2003年)
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- その他の活動

① クリ工イティビティー向上のための方法論研究

実務型設計プロセス研究以外のもう 1 つの研究テ ーマは 、コンペ

などにおける発想力の強化を、如何に方法論化するか? というもの

です。経験の浅い設計者の場合 、設計初期に自案に固執する余り案

の展開が一方向的になり 、結果的にスタディーが貧困になりがちで

す。これに対して 、①多角的な状況分析、②他者の案を相互に育て

上げていく ( インタ ディペンディング ・ストラクチャーといいま

す) 、③情報収集→アイデアの発散→ひらめきと統合・収束→評価

を段階的 ・計画的に行う 、とい った設計環境をつくるために、 ① ど

のようなスケ ッチ ・シートを用いるか? 、②情報をどのように ・ど

こから集めるか λ ③他者のアイデアでも遠慮することなく良いも

のと思 ったら自案に取り込んでいく人的状況を如何につくるか? 、

などについて方法論的な実験を行 っています。よく採っている方法

は、コンペのアイデア発想段階で「ペア ・ミーテイング J rブレイ

ン・ライテインク J r類推的な情報収集j などとい った特殊なコミ

ュ二ケーション手法 (写真0 8、09) を導入し 、これを援用するメ

ンバーと 、全く援用しないメンバーを比較して 、最終的な評価がど

ちらが高いかを見るというものです。ほとんどの実験で 、ある方法

論を援用したメンバーの方が評価が高いという結果を得ています。

②適応指導教室における子どもの活動と施設利用に関する研究

また在籍する研究専念のドクタ ー学生が中心とな って、不登校児

童の学校生活への復帰支援のための施設である「適応指導教室」に

関する建築計画的調査 ・研究を行っています。2005年度までに大

写真10. 適応指導教室 写真11. 適応指導教室活動風景

写真14. S MC  写真15. サーベイ

写真02. 研究室メンバー

阪府の適応指導教室の実測や児童の行動観察を行い、現在どのよう

な空間設定カ昔、子供の適応力に有効なのかを分析的に探 っているとこ

ろです。外部の人間に対し過度に緊張する児童もいる中で 、学生が

彼らと一緒に活動し、人的関わり方に注意しなが、ら作業を進めてい

ます (写真10、11 ) 。

③S MC  (ソ イル・ミクス卜 ・コンクリー卜 ) の開発プロジ工ク ト

立命館大学土木 ・建築系は、文科省の競争的研究拠点、21 世 紀

C OEプロジェクト「歴史的都市の防災研究拠点j に指定されてい

ます。平尾研もこれに参画しており、その活動の一環として「歴史

的都市にふさわしい R C意匠壁体材料の開発J を材料系研究室と共

同で行 っています。具体的にはセメン卜に現場で排出される土、信

楽焼の廃棄物粉末などを骨材として混ぜ、左官壁のような風合いの

良さと 一定強度を両立する 、型枠打ち可能な R C壁体ができないか?

という試みです 。06年からはレンガや植木鉢の廃材・墨・左官色

粉なども用いつつ強度実験とテクスチャーの実験を行 っています。

(写真12- 14) 。

またこの材料が出来た場合、どのような場所で使うことが‘出来る

か? をシミュレートする意昧も踏まえ、京都の木造密集地域である

西陣を対象に 、サーベイと学生プロポーザル展覧会を昨年実施しま

した 。町家立替時の防火壁体利用や土木構築物の意匠化など、面白

い使われ方が提案されています (写真15- 1 7) 。

以上が手短な研究室紹介です。ご興味力、ある方は気軽に大学に遊

びにいらして下さし、。 (文責 ・編集 : 平尾、 0 3長谷川、M1 水谷)

写真12. S MC作成風景 1 写真13. S MC作成風景 2

写真16. S MCプロ ジェクト 写真17. S MCプロジェク卜展覧会



四方片口とぐい呑み す ぎ 備 ー中 溜

漆のタイニンデテーブル (傷が付きにくい蒔地扱法)
(漆はお酒との相性が良、、) (手やロに慢しし、)

島では、今でも拭き漆を施した柱や床、壁

面の住宅、商応力、建てられています。木を

保護すると同時に、暮 らしの中に優しく柔

らかな感触をもたらします。漆は和紙や麻

布、五島漢土などの天然素材との相性が良く

今の都市生活にも馴染むであろう様々な表

現か可能です。

日本の手作り品は混迷の一途をたど ってい

るように言われてます。 しかし、その一方

では、ほんものの良さを求めようとしてい

る世代が広がっている実感があるので‘ す。

日本人の手によるモノづくりはこれからな

のかもしれません。



建築物の安全・安心

戦後半世紀、日本における社会資本整備は、高度経済成長期の単調な基盤整備や

ニュータウ ンの開発など量的な整備を重視したものであ った。結果として、量的

な不足は解消し、スト ック が増加することになった。 10年余りに及ぶテ.フ レ経

済からようやく脱却できそうな気配は出てきたものの、今後はかつてのような高

度経済成長期を迎えることは考え難く、ましてや日本の人口が昨年度減少に転じ

たことから、量的整備の方針は終罵を迎えた。

このようなことから、都市計画に関しても「コ ンパク トシティ」がキ ワ ドと

なり、また、国の政策も「美しい国づくり政策大綱J に示されたように「量」か

ら「質」重視の政策へと変わろうとしている。

建物に関する情勢も例外ではなく、耐震性や景観を重視した良質な建築物の確保

や既存不適格建築物に対する耐震改修の促進や定期報告制度の活用等、スト ック

の良好な活用に関心が向けられる時代になりつつある。

このような大きな流れの転換期を迎えた時期に、建築物にかかわる社会的問題が

多く発生した。六本木ヒルズの回転ドア、建材として有害なアスベスト使用の問

題、宮城地震の際のスポーツ施設の天井落下、外壁タイルの落下事件、さらには

建築士の資質を問われるような姉歯元建築士構造偽装問題、加えて東横イ ンの検

査終了後の建築基準法違反の改装、また今年になっては、エレベーターによる人

身事故、等々。これらの問題が矢継ぎ早に起こ った。

このようなことから、今回の特集は「建築物の安全・安心」と題して、どのよう

にすれば良質な建築物の確保ができるのか、また、どのようにすれば既存建築物

の良好な活用ができるのかという観点から、関係法令の改正の動向を踏まえなが

ら、建築物の安全・安心を促進する方法等について検討する。

法令分科会. 溝上省二 ・野 村 彰

[総論]

建築確認制度のあり方/ 巽 和夫

違反対策から既存不適格へ~建築安全宮の構想" ' /増測昌利

[各論]

建築基準法改正の動き~建築物の安全性の確保を図るための建築基準法等の 部を改正する法律" ' / 中野義裕

指定確認検査機関の果たす役割/ 樫回 攻

法改正と耐震安全性~安全は神話" ' /角 彰

「すましリの安全安心を確保するために/ 岩見舌剛

耐震改修のすすめ/ 野村 彰

民間建築物におけるアスベスト対策/ 前田由佳

本特集企画砲当

野村 彩 ( 京都府) / 泌上省二 (京都市) / 宮本佳典 (大阪府) / 山線正利 (神戸市) / 赤井英俊 (京都府)

片問正和 (大|妓il l) / 中迫悟志 (大阪府) / 線岸芝之 (神戸市) / 文山迷lI ?f () 江都市) / ，1旧 一郎 ( 兵J nI県)



総論・ l

建築確認制度のあり方

巽

偽装された椛造計算書の不正が見過ごされて建築確認をパスし、

商担Z強度が法的基準に達しないマンションやホテルが建築され使用

されていたという事件は、世間に大きな衝2誌を与えた。発覚後しば

らくは特定の人物が引き起こした特異な事件かと思われたが、不正

行為が数年にわたって繰り返し行われ見過ごされていたとと、関連

者が増え類似の問題が各地で相次ぎ発覚したことから、問題の社会

的な深刻さをいっそう認識させた。

*111造計算書の審査は建築確認の基本的な重要任務で、あるが、複数

の指定確認検査機関も、そして多数の特定行政庁も同様に見過ごし

ていたことは、わが国の建築確認制度、ひいては建築行政システム

を根本からゆるがした。

建築の品質・性能を担保する制度

現在の建築行政の体制は、昭和25年に制定された建築基準法と建

築士法によって基礎づけられた。二つの法律の内部に建築士制度と

建築確認制度とが設けられ、両制度が相まって建築の品質と性能を

担保するという仕組みがつくられた。従来の建築行為にかかわる不

正は、手抜き工事、欠陥住宅、違反建築であったが、今回は「設計J

の偽装であり「確認j の見過ごしであるところに建築行政の根幹を

ゆるがす深刻さがある 。

建築士は、建築主の依頼を受けて建築設計を行い、建築主の立場

で工司刊誌理を行う業務である 。一級 ・二級・木造の別があり、資格

に応じて業務範囲が定められているが、業務独占が認められて、建

築行為に関して強い権能が与えられている。一方、建築確認は、地

方公共団体の首長から独立した権能を与えられた「建築主事」と L、

う独立人格が、建築士が責任を持って行った設計の法的な適合性を

確認する役割である。

第二次大戦前の市街地建築物法による建築行政は、警察行政とし

て建築規制を行っていた。戦後の二つの新法においては、原則的に

行為が禁止され特定の場合にのみ解除する「許可j ではなく、関係

法令に適合するかどうかを判定するだけで裁量の余地のな Lザ確認j

という緩やかな制度としてスター卜したのである。「許可J ではな

く「確認J としたのは、戦後の民主主義における「建築の自 由」と

いう理念のもとで活発な建築活動が期待されたものと思われる 。

建築基準法や建築士法が誕生した昭和25年とはどのようなH寺代

であったのだろうか。第二次大戦が終結したのが昭和20年、緊急的

施策のもとで、甚大な戦災被害から徐々に立ち直り始めた。各種の

建築的制限が解除され、 資材の統制もな くなった。昭和25年には両

法のほかに「住宅金融公庫法J 、翌26年には「公営住宅法」と p う

戦後の住宅政策の根幹を形成するこ法が制定されている 。ちなみに

14 建篤と社会 ・2∞6.8

和夫

「建設業法J も24年に発足している 。昭和25年は、戦後の建築 ・住

宅復興のスター トH寺点で、あったといえよう 。当時の着工建築床面棋

は約3，000万 rri 、建築主は個人が約 6 Lt v J 、用途は居住用が約 5 割、

構造は木造が約 9割。そして住宅は在来木造が約36万戸であった。

建築基準法や建築士法はある相変の将来展望を持って制定されたに

は違いないが、建築基準法や建築士法がこのような当時の社会的背

景のなかで施行されたととも事実である。以後現在に至る 50数年

間、わが国の建築社会は驚異的な成長変化を遂げている 。今日両制

度が制度疲労を起こしているのも、きわめて当然だといえるだろう 。

高度経済成長がもたらしたもの

昭和30年代後半以降の建築活動の発展は、量 ・質ともにきわめて

めざましい。着工床面積は、 H百和]25年を基準にとると、第一次のピ

ーク( 昭和48年) と第二次のピーク( 平成 2年) ではいずれも 9.2

倍に迷している( 図 1) 。一方、住宅戸数は昭和48年に約190万戸

で5.3倍となっている 。質的な面でみると、建築の高度化、 大規模化、

R C '  S R C造などへの重構造化が顕著に進んだ。超高層建築物の大

臣認定件数は平成 2年の124件をピークにその前後のパプル期に

100棟を超え、その後60棟程度で推移したが、平成12年以降は再び

130- 140棟の高い水準に推移している 。

急激な量的・質的な建築活動の発展により、建築行政は急速に対

応力を失っていった。まず量的な面での破綻。例えば指定fi 官認検査

機関がスター卜する直前の平成10年についてみると、年間の確認l事

訪件数約84万件に対して建築主事は約1，800人、建築行政職員は約

7，700人であるに過 ぎず、 主事一人当たり 467件/ 年、職員一人当た

り109件/人という 驚くべき実態である。これでは十分な確認審査が

できるはずがなく、違反建築が続出する結果とな った。建築基準法

がいわゆる「ザル法j として軽んじられる大きな原因をなしている。

こうした建築確認制度の行き詰まりを打開しようという試みが行

われた。良好な品質 ・性能を確保するために、建築士にもっと積極

的な取り組みを期待して、法律的な知識を身につけさせ確認業務の

一部を肩代わりさせる「法令建築士事務所j 制度が大阪府において

創設された( 昭和47年) 。民間に在職する建築士に建築主事の試験

を受けて資格を取らせたこの制度は、今日の指定確認検査制度の先

駆けともいうべき役割を果たし、現在の制度が発足する| 間|祭まで継

続されていた。指定確認J検査機関のスタートに際して武重な即戦力

を供給する結果となった。そのアイデアと実行力は高く評価 される 。

昭和25年から今日に至る建築活動の分析によって、貴重な事実が

明らかになった。図 2 は、着工建築物の建築主別床面積比率の推移

を示すとともに、用途別建築物の中で、居住専用の床面積比率を取
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図 1 着工建築物用途別床面積 国交省資料

り出している。この図から読みとれる著しい特徴のひとつは、建築

主の うち 「公共J (匡1. 府県 ・市町村) の床面積割合が明瞭に長期j

低落傾向にあり、これに対して、「会社 ・団体」に長期上昇傾向が

みられることである。昭和30年頃までは「公共」が大きな比率をし

めているが、この時代、公共建築はほとんど国- 地方公共団体の庁

内の営繕部門で設計 ・監理していたから、公共の建築技術の力量は

高く、建築行政においても優位な立場に立ち得ていたのである 。

「会社- 団体」が着実な上昇傾向にあるのは民営化H寺代を反映し

ているのであるが、 一方で 「個人」が昭和50年代以降下降傾向にあ

るのが、やや奇異に感じられるかも知れない。なぜなら円回人j は

大部分が「住宅j であり、減少傾向にあるとは考えられないからで

ある 。そこで用途区分の「居住専用j の比率を引いてきて、ようや

く納得することができた。平成年代初頭以降、 i1Jnl人」が低下し、「会

社・団体j と 「居住専用」が増加している理由は、 「居住専用J す

なわち「住宅」の中で個人 を建築主とする戸建住宅の割合が低下し、

「会社 ・団体」すなわちマン ション ・デベロッノ Tーを建築主として

建てられるマンションの割合が上昇していることを意味しているの

である。このことは、建築生産過程に変化が生じたことを示してお

り、建築士と建築確認のシステムに大きな影響を与えている 。今回

の偽装事件のひとつの背景ともなっている。

建築行政の破綻

高度経済成長に伴う建築活動の極端なまでの高揚は、建築行政を

成り立たせていた建築士制度と建築確認制度を無力なものにしてし

まった。建築技術捕としてオールマイティの権能を得ていたかにみ

えた建築士は、登録管; 理が不卜分で更新性もないままに数を増やし、

平成16年 3 月現在、 一級建築士31万 7千名、 二級建築士68万 4 千名、

木造建築士 l 万 5干名、合言十101万 6 干名と百万名を超える規模に

膨らんでいる。建築士は珍u玉、建築士法が想定していた設計 ・工事

監理業務のほかに、建設業における施工管理、地方公共団体での建

築行政、大学・工高での研究教育、さらには金融機関での不動産管

理など、建禦物にかかわる多種多様な職務に従事している。建築士

は、いまや建築技術者の基礎的な資格として有用に機能している 。

その反面において、特定の建築業務に従事するためには建築士試験

にパスした程度では問題にならず、専門化した分野での高度な技術

の修得と実務部験の蓄積が必要とされる 。例えば構造設計分野にお

いては、技術の進歩がめざましく高度な構造設計手法が相次いで、開

発されつつあるが、これを実務上に応用するためには、相当の技量

。
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図 2 着工建築物建築主別床面積比率 国交付資料より作成

が求められる 。超高層建築物に最先端の技術を駆使するのと、さほ

どのレベルを要しない中小建築物をルーチンワークで処理するのと

の聞には、格段の技術力ニーズの格差がある。 しかし現行の建築士

資格では両者が同等の扱いとされているところに建築士制度の形骸

化と破綻の原因が潜んで、いる 。

特定行政庁における建築主事は元来、申請者としての建築士より

も高い技量を持ち、建築士を「指導」する立場において確認業務を

成り立たせてきた。実際、昭和30年代頃まではこの関係は一般的に

成り立っていた。地方公共団体における「建築謀長j の地位は、そ

の地域における建築界のリーダーと認められていた|時代もあ った。

しかし、国- 地方公共団体営繕の業務量の減少、さらに設計 ・監理

業務の外注化によ って建築職員の技量は急激に低下し、営繕業務の

みならず確認業務にも深刻な影響を及ぼした。民間の建築活動の水

準が地方公共団体のそれを超える逆転現象が生ずると、建築行政は

形骸化してしまう 。今回、 多数の特定行政庁が耐震偽装を見過ごし

た原因は、こうした建築技量の低下によるところが大きい。

建築確認業務の民間開放が行われ、確認業務量は年々指定確認検

査機関に移行しつつある( 図 3 ) 。平成16年度における建築確認件

数約75万件のうち、特定行政庁約44%、指定雄認機関約56%の割

合とな っている 。民間の指定確認検査機関は“ 速く安く" 確認する

というセールスポイン卜を競って確認業務需要を集めている。当然

の成り行きとして、審査は簡略化に流れ、偽装の見過ごしを招L 、た

のである 。指定確認検査機関はもともと 、建築主から報酬を得なが

ら建築主に厳しい規律の要求をしなければならないというきわめて

矛盾 した立場にあり、業務の質が評価 されにくいという面もあ って

自律心を失わせる誘惑がある 。

特定行政庁も指定確認検査機関も共に耐震偽装を見過ごしたが、

その背景や原因はかなり呉なることが理解できるであろう 。

これからの建築確認制度のあり方

建築の品質 ・性能を担保する基本システムとして半世紀前に形成

された建築士制度と建築確認制度との組み合わせは、今日の社会で

は破綻を来しており、これからの健全な建築社会の構築に向か つて

早急に再整備する必要がある 。

まず建築士制度について。現代建築は大規模化、複雑化、高度化

しており、建築士個人が単独では対応できず、多様な専門分野の複

数の建築士からなるチームで取り組むほかはないプロ ジェク トが増

えている 。良好な品質 ・性能の建築を建てるためには、優れた設計
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を行い、きちんとした工事監理を実施する。こうしたプロセスを十

今に進めるためには、設言1・や工事院理に必要で十分なサービスコス

ト貨を支払うべきである 。lt没後の高度経済成長期に酌戎されたスク

ラップ ・アンド・ビルドの体質は、建築物の建設と運用の全生涯に

わたるトータルコストという観点からすればわずかな比重でしかな

いが、それの品質・性能に及ぼす効果がすごぶる大きいごうしたサ

ービス的業務を軽んじる傾向がある。

建築生産独特の性格として、設計サイドと施工サイドの聞の適度

の緊張関係は良質な建築行為を進める上で、必然のことであるが、マ

ンション事業に普遍的に1賞用されている安易な設計施工ー貰方式や

有名ゼネコンの名義借りを目的とする 一括下詰もまた、今回の耐震

偽装事件の原因をなしている。「設計胞工j の形態は、大工・棟梁

による伝統的な生産システムとして木造住宅工事において重要な役

割を果たしてきており、また殴れたゼネコンによるそれは、 一定の

合主II性を発揮して良好な実績を上げていることは陥かである 。 しか

しこの機会に、現代の建築主1: 会において、多様化 している建築生産

形態のそれぞ守れの性絡を整理d しておくとともに、それらを選択し利

用するための条件を明確に規定しておかなければならない。

建築限認制度についてはどうであろうか。国土交一通省は所、I震偽装

事件への対策として直ちに「建築基準法」ゃ「建築士法」などの改正に

ふみきり、今国会で、パスさせた。改正法によると、 一定の高さ 以上

の建築物について構造審査を専門とする第三者機関による構造計算

審査の義務づけを行うことになった。組| 部は今後の検討に委ねられ

ているが、現段階でも差 し当たり次のような問題点が指摘できるの

ではないか。①構造審査が第三者機関に義務づけられることにより、

指定確認検査機関の構造審査とのダブルチェックになるのはよいと

しても、「屋上屋を架すJ 結果となり、次第に指定限認検査機関の

審査が形i核化することにならないか① もし構造審査を第三者機関に

すべて委ねてよいことになるとすれば、指定機認検査機関は構造審

査に関してはトンネルを通過させるだけになり、意匠・構造 ・設備

など総合的な建築確認業務の一体性が担保できにくくなるのではな

いか①第三者機関の審査対象が木造及びR C造について法に指定さ

れている範囲だとすると、建築件数は相当に多量に上ることが予想

されるが、審査を担当する柿造技術者の確保が可能なのかどうか。

私の提案は次のようなものである 。まず重要なことは、特定行政

庁、指定磁器、検査機関のいずれについても、構造審査を行う資格を

整備して積極的に建築確認業務を行おうという意欲のある機関には

取り組ませることである。乙れまで高さ 60mをJ囲える超高層建築物

は特定の確認機関で審査してきたが、これは乙れまで通りとする。

60m未満の建築物については、例えば31m未満、 31m以上60m未満の
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2 ランクに分けて資格づけを行い、特定行政庁と指定確認検査機関

に、どのランクの審査機関となるのかを選択させるのである。両ラ

ンクともに構造技術1者の一定数の保有を義務づ、けるが、特に、高い

ランクの機関には「構造専攻建築士J といった高度の資格者の配置

を求める。第三者機関に対しては、特定行政庁や指定確認検査機関

の責任において、 必要に応じて任意にコンサルテイングを行わせる、

という考え方である 。

今回の事件が構造設計にかかわるものであったため、構造問題に

関心が集まっている 。構造は安全性にかかわっているため、社会の

注目を集めるのは当然だが、建築行政という面では、容積、高さ 、

用途、日彩、按道など構造以外の問題がはるかに多く、日常的な解

決を迫られている 。建築基準法は単体規定と集団規定とに分けられ

る。単体規定は建築物そのものの技術的内容を扱い、構造はその重

要な部分である。集団規定は建築物相互間や環境とのかかわりを扱

っている。建築確認機関との対応関係でみると、単体規定への対応

は建築活動の動態や技術的変化に機敏に反応しやすい指定確認検査

機|刻に向いており、集団規定への対応は相|燐関係や地域のまちづく

りにかかわることから 、特定行政庁とのなじみが良いといえるので

はないか。建築設計事務所の中には、プロジェク 卜の内容や性格に

応じて特定行政庁と指定確認検査機関を使い分けているところもあ

る。建築確認は特定行政庁と指定確認検査機関とがうまく連携して

進められることが望ましく、そうしたシステムの構築を期待したい。

特定行政庁が建築設計・監理の実務の機会が少なくなっているこ

とから 、建築確認の技量が低下しているので、これを補うための方

法を二つ提案したい。そのひとつは、特定行政庁が、民間において

建築実務経験の豊富な建築家 ・建築技術者を一定期間、特別職とし

て採用する方法である。 もうひとつは、どの地域にも設置されてい

る大学の建築 ・者11市 ・環境 ・住居などの諸学科のスタッフの協力を求

めるというアイデアである。特定行政庁にとっても専門的な学術分

野からの応援が得られるという利益があり、大学にとっても研究教

育に役立つとともに地元地域に貢献できるというメリットがある 。

もともと建築確認業務を民間開放した理由は、特定行政庁が、先

端的な民間建築への対応が困難になってきた乙ととともに、量は多

いが定型的な建築の確認業務の負担をjl霊減して、そのエネルギーを

行政でなければできない違反対策、さらにはまちづくりの指導など

に業務に振り向けたいためである 。近年建築行政が自治事務に移管

されたという趣旨からも、 地方分権化をいっそう発展させるべきこ

れからの方向からしても、地方公共団体が独自に条例や計画を策定

して、相極的に建築 ・まちづくりを推進する乙とこそが今日の課題

である。 ( たつみかずお京都大学名誉教授)



重量論・2

違反対策から既存不適格ヘ

~建築安全官の構想~

増淵 昌利

6，434人の犠牲者の約 8 剖が、倒壊した建物 ・家具による圧迫死

だ。1999年 4 月の建設省通達「建築物安全安心推進計画j に国の

認識が示さ れている。「阪和l' ・淡路大震災では、鉄骨造の溶接部の

不良、木造住宅の耐力壁の不足や明らかな違反が原因とみられる被

害が多数発生した。また、最近では、住宅における床のたわみや傾

き等の発生によるトラブルが増加し、いわゆる欠陥住宅問題として

社会問題化 している 。(1'1略〉本来 この制度が適切に運用されていれ

ば、建築物の安全 性等は雌保されるはずであるが、工事監理や完了

検査が十分に実施されておらず、違反建築物発生の大きな原因と な

って いる 」。乙の文書は、「主務官庁である建設省自らが、 rfll !J JJ!'の

運用の不適切j が原因で阪神 ・淡路大震災による被害や欠陥住宅問

題が生じたことを認めている点できわめて重要で、ある J ( 日弁連

2005年人権擁護大会報告書) 。

工事監理の実質化、中間検査 - 完了検査の完全実施、総合的な違

反対策等からなる「建築物J安全安心実施計画」が始まった。

「神戸市建築物安全安心実施計画」 違反対策のモデルに

被災者11市・ 神戸は違反対策のリトマス試l仇紙と 言われている 。神

戸で成功しなければ、ほかでは難しい。違反対策室を創設し、確認

申請の約半数をノ T トロールするなどにより、違反建築を減少させた。
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実質 中間検査率は99%、新築工事の実質完了検査率は96%を超

えた。数値目標は「概ね 5年以内( 平成20年度まで) に完全実施j 。

サプライサイドは100%に近く、「完了検査を受けるのは常識や。済

証が無かったら違反と間違われる」と建売業者が変わった。低いの

はデマ ンドサ イド で、個人建築主に督促すると 、「自分の家を好き

なよう に建てて何が惑い。完了検査を受けろと言うが、検査を受け

たら市が保証するのか ｪ と反駁する 。 増築の実施率は、 ＲＰｾＳＰ ポ

イン卜低下する 。 2項道路後退などがマイナス要因だ。完了検査の

全国平均値は73% (2004年度) である。

神戸の「実施計画」は内容が具体的であると評価され、 今後の 日

本の違反対策のモデルとされた( 日本建築行政会議平成16年度部会

報告) 。神戸市建築物安全安心推進協議会に対し、日本計画行政学

会から第10回計画'1= 1 ' が授与されている 。

違反建築の実態と違反対策

偽装事件の直後に、「述反建築、半数が放置。強度不足 5 年で

2，700件。行政指導、強制力 なく 。大半の違反が放置されている 。

造り逃げがまかり通っているのが実態J ( 朝日新聞2005年12月3 日)

と報道された。H百羽]44年国会議事録には、「一つの違反を見逃すこ

とは、全部見逃すのと同じです。つまり、 一つの逃反を見逃して、

二つ自の違反者に対して行政代報L行をやろうとしても、あれを見逃

して何故俺をやるのだという文句が必ず出ます。そうしているうち

に第三、第四の述反が出てくる。結局は公平という原則lから言って、

全部の違反を見逃さざるを得な Lリとある 。“ 取り締まり" という

見方は変わらない。

違反対策を変えたい。違反の源が建築主の無理な建築要求にある

例、構造をｾＡ｜ｾ視した施工 者 。 違反対策に流柏Ｚくのはシステム落伍

者だ。建築規*!J の最下流を守っていると、日本の弱点が見えてくる 。

制度や行政の至らない点も身に染みる。違反建築の研究者がいない。

横浜市が違反対策を監査 した。行政の裁量行為に監査が入り、マ

スコ ミに報道された( 日経アーキテクチュア2006年 6 月) 。

違反対策の行政マンは苦しんで、きた。違反は近隣からの通報で発

見することが多い。義務者は、「なんで俺のところに来た、あっち

の違反を是正してから来Lリと怒鳴る 。蹄路すれば、通報者から、 r1  

円の泥棒も千円の泥棒も犯罪に変わりはない。違反を止めさせろ」

と追及される。担当者は板ばさみになり苦しむ。“ ほどほどが良い"

とL 寸 風iiiQI さえあ った。

大震災が市民意識を変えた。「構造違反のままでは、地震で人の

命を奪うことになる J r歌舛伎110 ビル火災では'14人の命が奪われた。

ビル所有者は逮捕され、 26億円の民事訴訟に訴えられた」と説得 し、

是正案を教示する 。同時に、水道・電気 ・ガス供給保留を要話する 。

黙秘を買いていた建築主が「おおせのとおり致しますj と従う 。 し

かし、違反の多い地域で、あれば、 100%是正を期待できないことも

ある 。違反の事実を文書通知して指導、済みもある 。幼い兄弟でも親

が公平に扱わないと収まらない。不作為が違法性を帯びないか、裁

建築と社会 ・20侃 8 17 



量権収縮論を忘れない。2005年に建築監察部を設置し違反対策を

強化した横浜市は、均衡性・公平性を保つために、「横浜市違反建

築物等処分判定委員会」を設置した。除去j J 命令か、使用禁止命令か、

違反の l怪重を市として決める。外部から弁護士を入れることもでき

る。「民開通報者保護法J が施行され、組織的な対応が強化される

のではないかと思われる 0

・罰則 違反は、手続き違反と笑態違反に分かれる。口頭指導で

是正完了もある 。文書行為が大切で、指示蓄や勧告書で是正を促す。

重大違反には、法第 9条により措置命令を発する 。是正の見込みが

ない ・期日に間に合わない ・不十分な是正の場合、代執行できる 。

行政代報ぱ子法の特則を定めたものと言われる 。 しかし、代彰ぱ子によ

るIf J l f 決は、特定行政庁の負担が大きく、全国で年間数件しか実施さ

れていない。建基法違反で告発するが、警察 ・検察は慎重だ。京都

では、 2005年 3 月、大1隔に建ペイ率と容m率をオーバーして建て

られた木 3 住宅の行政代執行に入った。T Vに詳しく放映 されてい

る。義務者が是正を始めた。

ところで、 ドイツは日倉市リ

金、フランスはアストラン

ト、アメリカはシビj レぺナ

ルティーを設け、効果的か

っ経済的な自主的違反是正

を実現している 。パリ大答

裁判所は、仮設許可を得て

コンコルド広場に設置され

た大観覧車に、複数の法違

反のかどで、 l 万 5千ユー コンコルド広場の観覧車

ロ/ 日の戒告をした。売上額を上回るアストラン卜に音をあげた義

務者が自主的に撤去した。わが国でも議論になり、建築審議会答申

に「違反是正対策の効果ある方法をとるようにという趣旨から、執

行罰等についても研究するよう j とある 。昭和44年、 51年国会議

事録にも残っている。戦前にあった報ぱ子罰を人権侵害にならないよ

う商白官、し、復活できないか。

違反の責任は建築主に重い。欠陥住宅は建基法上、違反建築とし

て現れ、法第 9条により是正対象になる 。構造偽装マンシ ョンの入

居者に退去勧告が出されたのは、この規程による。また、建売の購

入者が、欠陥住宅の救済を行政に求めることがある 。神戸市すまい

の安心支援センターや、欠陥住宅神戸NE T と連携して当たる。是

正命令は業者ではなく現所有者が対象だから、 戸惑い、怒り、苦悩

を生む。 9条命令が士法・業法に連動することを知って、「私に命

令を出せJ となることもある 。夢の住まいが不安材料に転化する。「欠
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陥住宅の購入者は決して幸せになれな L リ( 兵庫弁護士会N弁諮士) 。

ノイローセ寸前の被害者が現れる 。

構造計算書偽装事件と構造設計者

「日本の住宅は、確認申請時は100点でも、工事監理、メンテナ

ンスに進むにつれ、どんどん悪くなる J ( 金沢工業大学名誉教授 ・

鈴木有) 、「阪神・淡路大震災の倒嬢原因は、管理と保全システムの

欠落、建築行政の違反対策だJ ( 室崎議輝所長; Iマルチハザード時

代の住まいまちづくり J) 。違反対策はセーフティーネットと認識し

ていたので、偽装事件にはがっかりした。

改正基準法など 4 法案が成立し、重大違反に対する罰則が強化さ

れた。一定規模以上の建築物について、ピアチェックが導入された。

一方、構造計算書偽装問題に関する緊急調査委員会( 巽和夫座長)

は 4 月6 日に最t封殺告を大臣に提出 した。「偽装事件は氷山の一角、

建築社会の体質劣化であると捉え、とれからのいえづくりにとって、

ストック重視社会への着実なステップ・品質性能確保のシステム ・

地域に根ざすいえづくりが重要で、ある j とする包括的な論文であり 、

「斬新な構想、を練り、 政策化を期待した L リと結んでいる 。 4 月18

日には、国土交通大臣の私的諮問機関である住宅罪j蹴担保保障研究

会が、「 故意・重過失に起因する ｊｉｾｾ 庇による損 害に対する 仕組み 」

などの検討に入った。当初、普察 ・検察は、特殊な集団が起とした

「け しからん」事件という見方で共同謀議立件に向け捜査体制を敷

いた。 しかし、 「捜査が終わり、建築基準法違反の罪で起訴された

のは姉歯元設計士だけだ。工費を安く、 仕事を早くこなせば注文が

増える 。それが偽装の動機だった。他に詐欺罪 ・建設業法 ・建築士

法など様々な法律により建設会社、販売業者、確認検査機構の社長

ら5 人を起訴した。その結果明らかになったのは、日本の建築制度

は設計、確認、施工、販売の全ての商で住民の安全を図るにはほど

速いという実態だったJ ( 朝日新聞2006年 6 月30日) 。類似の事件

が発生し、“ 非姉歯物件" というマスコミ用語も生まれ、事態の深

刻さを物語った。

一方で、偽装事件は、建築に対する国民の関心を高める議の効果

を見せた。村のお寺の建て替えに当面していた住職が、 2項道E告後

退や限界耐力計算、木造の耐火告示を学び、文化財登録を目指す事

例も生まれた。

. J SCA関西 偽装事件に関し、構造学の発言が見当たらない。

学会で も構造系が目立つのに、現実社会の構造設計者の地位は低い。

「たとえば、販売会社に賠償保険への加入を義務付ける 。保険会社

が建物の偽装や手抜きがないか確かめることになる J ( 朝日新聞)

という提案もある 。「フィ ナン シャルア ナリストに比しでもひけを



とらない級車 ｦｦｾ な要素を判断する構造設計者なら、建築社会をマネジ

メン 卜できるのではないかJ ( 京都大学小林正美教授談) 。

(初日本建築桝造技術者協会 (J S CA) 関西支部のマンション梢造

計算書レビューは高い評価を得た。J SCA倫理規定に、「国民の中

に入って活動する」と追記してはどうか。欠陥住宅ネットと連携し

て、被害者を救済してほしい。県立市川工業高校は、構造学者の支

援を受けて“ 町ごと市、l震化" に取り組んで、いる 。アスベス トも一般

構造だ。

構造不安が広がった今、 J S C Aが目立つことは国民の利益につな

がる。2006年 5 月31日、 J S C A関西が開催したシンポジウムには定

員を超過する参加者があった。|時機を捉えて「ブロック塀、倒嬢防

止へ検査体制確立を( 根井浩2006年 6 月17EI、朝日新聞)J という

発信を続けてほしい。

既存建築物の問題

フロー対策で節目をつけた神戸市は、ストックの安全対策を進め

ている 。重点は⑬住居ビル等の防火 ・避難面での違反是正①耐震化、

アスベスト等の既存不適格①老朽危険家屋ーの 3 つだ。2006年に

は、既存不適格担当ラインを新設している 。

・既存ビル違反と 、既存不適格 2001年 9 月の歌舞伎町雑居ビ

ル火災事故の教訓|から、事1
1
戸はビル監察係を新設し、「概ね 5年以

内( 平成20年度まで) に約半数の来ft居ビルについて主に防災面から

調査と是正指導を行う J という数値目標を設定した。「消防が来た

ばかりなのに、何しに来た」と反発もあったが、歌舞伎町火災事故

と安全安心実施計画を説明し、理解してもらう 。そもそも、違反ビ

ルがどこにあるのか分からない。消防局と tl，z定を結び、消防査察の

折に建基法違反の疑いを発見した場合、通報が来る 。消防法 ・建基

法の双方に違反する場合は、合同査察や、合わせ文書行為により深

刻さを伝える 。「日本- {I :I:Iの良い神戸市消防局j は大きな力を発揮

する 。粘り強く是正指導を繰り返すと、是正が進む。

現行の安全基準に合致しないのに、既存不適格には強制力を発揮

できない。既存不適格建築の違反増築工事について、竪穴区画を新

設させ“ 階安全検証法" で是正させた事例がある。歌舞伎町火災事

故では階段室が煙道になり、短時間のうちに窒息死している 。既存
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14年度 15年度 16年度

ロ協議中

・是正中

ロ是正完了

既存違反建築物の

是正状況

17年度 平成18年 3 月末現在

不適格を見てみぬふりはできない。違反是正の中で、 「既存不適格

の解消について( お願L、)J という文書を渡している。

日本の建築ス トック 340万株( 非住宅) のうち 、約120万棟が既

存不適格とされている 。 2 月に改正さ れた建基法では、飛散の恐れ

のあるアスベスト含有建材の使用が禁止され、既存不適格の仲間入

りをした。アスベスト含有建材の劣化が見られる建築物に特定行政

庁が飛散防止を勧告し、是正命令できる。「解決の困難性を考えると、

アスベスト問題はまさに人類史上最悪の災害 ・公害となる可能性が

ありますJ ( F宇土パンフレット) 。

安全性確保という視点で見ると、国民的課題 (2005年防災白書)

と言われる前様化に加え、アスベスト対策、竪穴区画の形成が 3大

テーマではないかと思われる。

・耐震化 なかなか進まぬ住まいの同捜化を促進すべく、 神戸は、

住宅が瞬時に倒壊に至らない程度( 死傷者が発生しな L、) :  r  Is値が

0.7 - 1. 0J でも工事費を補助する「小規模型」を追加 した。実効性

を高める目的で、“ ダブルスタンダード" を導入した意義は大きい。

いざ、「小規模型」を始めると、「キッチンも締腿にしたい。風目も

徽くさい。0. 7も1 も、 リフォーム工事費・にくらべると高くないなJ

と、 l 補助メニューに移行すると L寸 。

・老朽危険家屋 朽ちるがままに放置された危険家屋が存在す

る。ホテル廃屋や空き庖舗が犯罪の舞台になった。家屋の管理責任

は言 うまでもなく所有者にある 。 しかし、会社倒産で未清算の場合

や、借地 権 - 相続の争いなど民事上の課題が背景にあり、 地域が立

ちすくむ。安全安心は自治体の基本。いきなり首長に持ち込まれか

ねない。消防 ・笹察でも強制できず、建物の落下により第三者に被

害が及ぶ恐れのある危険家屋に対し、 神戸では、建基法第10条( 著

しく保安上危険) を運用 して、4 件の代彰ぱ子を実施した。法第 8 条

( 維持管理) で解決させた例 も含め、解消率は約 4剖だ。全国的に

内家が12. 5%に達し、今後増大する恐れがある。民間の力を活用し

たミニ区画整理事業のような仕組みをつくらないと大変な行政負担

になりかねない。人口減少社会にあって、都市計画の観点、から「逆

線引き」も必要になっている。

. ア スベスト対策 今までのアスベス ト総輸入量は約1，000万ト

ン。その約 9t1J が建材に使われた。アスベストは身の回りに大量に

存在する 。「法律にもとづき吹き付けたのに、撤去l時は持ち主が費

用負担するのはおかし L リという声もある。アスベストをどのよう

にコン トロールして健康被害を予防するか、英知を発揮したい。解

体工事に伴うアスベストの飛散防止は、大気汚染防止法と労働基準

行政に頼っている。6 月の I L O総会は、アスベストの新たな使用禁

止と現在使われている石綿の適切な把握と管理を加盟諸国に求める
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ことを決議した。石綿除去や解体工事による疾病予防の枠組みが求

められる 。骨材として地球に戻す技術開発を進める企業も現れた。

練馬区はアスベス ト条例にもとづき、公共性の高い民間建築物を対

象に l次付け材のアスベスト含有調査と除去状況を調査する 。アスベ

ス ト地図情報を保有している自治体もあり、活用が望まれる。すま

いのアスベスト調査ｾＱＨ・や吹付けアスベスト除去 等 補助 制 度が始まり

( 神戸市など) 、対策が進むことを期待したい。

広報、地域連携、予防指導

「行政だけの違反対策では限界がある 。良いことをしているのだ

から P Rせよ。違反通報を促すポスターを市内に貼り出せj と土木

職の上司に言われた。「密告社会だ」という反発もあったが、正論

には逆らえない。「安全安心は地域の課題。地域と連携して違反の

未然防止をせよ」と杭L、た。 3 カ年計画で区ごとにモデル地区を選

定した。ワークショ ップを 開催し、新築が多いか、高齢者が多いか、

地域の特性に合わせた活動計画を実践してもら っている 。

また、市庁舎玄関ホールには、医: w 産業者1¥市桝必、・神戸空港とな

らんで、「神戸市建築物安全安心実施計画」常設コーナーを設けて

いる。市内巡回パネルJBi と合わせ、長期にわたる広報は、住教育の

機会に もな っていると思う 。

違反是正は利益を生まない建築投資だ。行政効率も低い。予防指

導を始めた。「内装工事の手引き」を消防署に置き、署から寄せら

れる建築相談には文書回答する。2004年法改正により、 一定期間

内に現行基準に合致する条件のもとで、既存不適格の段階改修計画

が認められるようになったので、古い建築の多い“ トアウエス卜地

区" で、建築物の安全性向上とリンクした都心活性化の支援を始め

た。まちづくり協議会の設立を促し、建築基準法を使った“ 建物を

; 峻さない再開発 ・街ごと耐様化" の試みだ。

十勝を励ます

発起人代表の山田建設社長からの電話は感動的だった。「神戸の

話を帯広市から聞いた。零下20度の厳冬期lこ、十JI券平野を大地震が

襲ったと仮定し、 24時間以内に衣食住を調えるという趣旨をも っ

て、 卜JI券建築災害対策協議会を設立する。設立総会で、北方で働く

建設人のあり方を聞きたしづというものであった。

違反対策だけでは、狭い。巽手[ 吠京大名誉教授、北海道工業大学、

北方建築総合研究所の助言 を得て、ロジックを構築した。

①大震災では、 40年の歴史を誇る“ 神戸市建築協力会" が活躍し、

被災した市民の難儀を救った。一方で、、「一 日でも早く住まいを復

興した L リという被災者心理に付け込んだ悪質業者が他から入り込

20  

んでいた。史上最悪の欠陥住宅としてT V朝 日に取り上げら れた被

害者がいた②住まいは現場一品生産の“ やや乙しい" 生産物だ。欠

陥住宅でも是正命令は建築主に出す①サギまがいの リフォーム工事

が増えている。そもそも リフォームは付け込ま れやすい特性を持っ

ている①地域住宅産業は、地域の安全を支える基礎体力だ⑤嘗業を

しないのに成績の上がりつづける富山の今村設計士、京の杉を使っ

た家づくりを進める“ もえぎ設計" 、からまつの家と O Mソーラ一、

(附ゼロコーポレーションの徹底した工事情報公開などに学んで欲し

。、

L

 

建築安全官の構想

違反対策を通じ、「一般市民= 建築弱者。違反はシステムの落伍

者では? J と考えるに至った。落伍者は、完全でなくとも手直しの

t で市場に返せばよい。どうにもならなければ市場から駆逐する 。

巽和夫先生は、古希のお祝いの席で「建築と社会という視点で考え

た場合、最も可動、ところに光を当てるのが学問である 。違反建築を

ｾ Ａ 民 くしたい 。 違反を無くすことができずに 何 が建築学か」とお話し

されていた。若い職員が「違反対策は厳しい仕事だが、やりがいの

ある面白い仕事だJ と言って くれた。

大阪府 - 兵庫県などの「建築物安全安心実施計画」に、市: 鹿化促

進、アスベス ト対策、リフォーム問題など、ストック対策が加わっ

た。違反対策から始まった行政計画が「安全安心j に関する総合計

画になりつつある 。阪事l' . 淡路大震災の犠牲者の戸を忘れない。大

震災では述反建築で命を失うのも 、既存不適格で、命を失うのも、閉

じこと( 近畿弁護士会連合会震災10周年シンポジウム) 。

安全性の高い建築を社会が望んでいる 。危機管理の限界を超え、

建築社会を能動的にコントロールする“ 建築安全官" を置いてはど

うか 。 建築安全官は、建築ｾの安全について実施計画を持ち、建築

社会を変えていく 一定の責任 と権限を持つ、 一部管理者と考 える。

強制力を持つ権F即干であること 。建築工事や技術情報を持つ乙と 。

市民、設計士、 施工者、 NPO、研究者と本音で話ができること 。

安全性をしつこく追求する訓練を受けていること 。

建築システムに立ち入ることで、安全の実効性を高めてきた違反

対策の品型験を生かす|侍ではないか。

( ますぶち まさとし 神戸市1':; 1境問1J ; 1J : i i 保全指耳7fi:l!アスベスト公害規制担当)



&論・1

建築基準法改正の動き

~建築物の安全性の確保を図るための建築基準法等の一部を改正する法律~

中野義裕

昨 年11月 に 構 造 計 算 書 の 偽 装 が 発 覚 し た こ と を 契 機 に 、 建 築 物 の

安 全 性 の 確 保 を 図 る た め 、 建 築 基 準 法 ・建 築 土 法 ・ 建 設 業 法 及 び 宅

地 建 物 取 引 業 法 の一 部 が 先 の 通 常 国 会 で 改 正 さ れ 、 平 成18年 6 月

21日 に 公 布 さ れ た。 主 要 な 部 分 は l 年 以 内 ( 一 部 は 6 カ 月 以 内 及 び

9 カ 月 以 内 ) に 施 行 さ れ る こ と と な っ て い る 。

こ こ で は 、 今 回 の 改 正 法 の 概 要 を 紹 介 す る が 、 政 省 令 等 は 今 後 順

次 制 定 さ れ る た め 、 詳 細 に つ い て は い ま だ 定 め ら れ て い な い こ と を

お 断 り し て お く 。

建築確認 ・検査の厳格化

こ れ ま で 建 築 確 認 に つ い て は 、 建 築 主 か ら 特 定 行 政 庁 ま た は 指 定

確 認 検 査 機 関 に 確 認 申請 が 提出 さ れ 、 特 定 行 政 庁 の 建 築 主 事 ま た は

指 定 確 認 検 査 機 関 の 審 査 を 経 て 建築 確 認 が な さ れ て い た が 、 改 正 後

F  
耐震偽装事件の再発を防止し、法令遵守を徹底することにより、

建築物の安全性に対する国民の信頼を回復

1 建築! i i 認・償資の厳格化

- 一定の高さ以上等の建築物援について指 ( 一 定の高さ以上 等 の 建 築 物〉

定機関による備造計算審査の義務付け
申請 | 建築主 事 品

※ 木造高さ 13m超又は軒の高さ9 m超 巨E 建築確認 指定確認検

鉄筋コンクリー卜造高さ20m超 等 等

↓ ↑ 審査方に塁づき審査

- 指定機関は審査に要する賛同を建築
今回創設

主事ヌは指定確認検査機関に請求 I  指定構造計算適合性判定機関 [新設1 I  

キ確認手数料の引き上げが必要 ( 知事指定)

- 建築確認の審査方法及び中間検査、完了 専門家による審査内ピアチエツヲ)

倹査の検査方法の指針の策定及び公表
※大臣認定プログラムを用いた湯合、

再入力。再計算を行い密査を効率化

= 令指針に雲づく厳裕な密査、検査の実施

- 建築確認の審査期間の延長
(上記 以 外 の建 築 物)

21 日→3 5日 ( 愚大70日まで延長可) 直ヨ 申請 | 建築主 事 品 |

. 3 階建て以上の共同住宅について中間

た←桝一一w医一師9 指定確認検

審査方活の指針

機査を法律で義務付け L 墨づき密査

2 指定確認績査機関の業務の適正化 |

- 指定要件の強化( 損害賠償能力、公正申立要件、人員体制等)

は、 一 定 の 高 さ 以 上 等 の 建 築 物 に つ い て 審 査 に 当 た り 、 知 事 ま た は

知 事 が 今 回 新 た に 指 定 す る 「 構 造 計 算 適 合 性 判 定 機 関 」 に お い て 構

造 計 算 審 査 を す る こ と が 義 務 付 け ら れ た。 こ の い わ ゆ る ピ ア チ ェ ッ

ク が 必 要 な 建 築 物 は 木 造 で 高 さ 13m超 ま た は 軒 の 高 さ 901超 、 鉄 骨

造 で 4階 以 上 超 等 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜造 で 高 さ 20m超等で、ある 。

こ れ ま で 、 構 造 関 係 図 書 の 提 出 義 務 が な か っ た 国 や 特 定 行 政 庁 等 の

建 築 物 の 場 合 の 計 画 通 知 に つ い て も 、 構 造 計 算 適 合 性 判 定 が 必 要 と

さ れ た。

こ の た め 、 構 造 判 定 審 査 に 要 す る 費 用 は 確 認 手 数 料 の ヲ | き 上 げ が

必 要 に な る と と も に 、 建築 確 認 の 審 査 期 間 も 21日 か ら 35日 ( 最 大

70 日 ) に 延長 さ れ て い る 。

ま た 、 建 築 確 認 の 審 査 方 法 及 び 中 間 検 査 、 完 了 検 査 の 検 査 方 法 の

指 針 が 固 に お い て 策 定 さ れ 、 指 針 に 基 づ き 厳 格 な 審 査 - 検 査 が実 施

- 建築士等の業務の適正化

- 建築士が備造計算によって建築物の安全性を確かめた場合におけるその旨の証閉唇交

付を義務付け

- 建築士による名義貸し、違反行為の指示、信用失墜行為の禁止を法定し、これらの違反者

に対する処分を強化

- 設計・工事監理の下請け契約締結時に包菌の交付を義務付け

- 建築士事務所の開設者による名義貸しの禁止

- 建築士等に対する罰則の大幅な強化

違反内容 現行 改正後

懲役3 年/ 罰金300万円

耐震基準など重大な実体違反( 建築基準法) 罰金5 0万円

( ; 去人の場合罰金1億円)

建築確認の手続き違反( 建築基準法) 罰金5 0万円 懲役 1年/ 罰金100万円

建築士建築士事務所の名義貸し、建築士に

なし 懲役 1年/罰金100万円

よる偶造安全性の虚偽証日月( 建築士法)

不動産取引の際に重要事項の不実告知等 懲役 1年 懲 役2年/ 罰金3 0 0万円

( 宅建業法) / 罰金5 0万円 ( 法人の場合罰金1億円)

- 確認申請唇等に担当したすべての建築士の名前等の記載を義務付け( 省令事項)

- 建築士の免許取り消し後、免許を与えない期間の延長 2 年間→5年間

.  ( 建築基準法違反により罰金刑を受けた者等については更なる延長可能)

|  ・建築士事務所の登録取り消し後、畳録を受け付けない期間の延長 2 年間→5 年間

11 5. 建築士、建築士事務所及び指定確認候査機関の情報開示

. 指定取り消し、建築基準適合判定資格者の登録取り消し等の後、指定を受けられない期間の 11

延長 2 年間→5 年間 I  I  . 建築士及び建築士事務所に関する情報開示の徹底

- 指定に当たって業務区減内の特定行政庁の意見を聴取 今回拡充

・特定行政庁による指導監督の強化 「一一一一一寸報告回室主歪茎]

・特定行政庁に立入検査権限を付与 川寺田守政 庁| 石 京 王 語 読 百

・指定確認検査機関に不正行為があった I 一一一一一一一怪

」 一 一 一寸 J 立入検査 | 指定確認

場合、特定行政庁からの報告に基づき、 違亙重茎笠 I - - I  

品 | 倹査機関

指定権者による業務停止命令等の実施 皇韮主 ，

・確認審査報告笛等の作成及び当該報告 い旨定権者 ｾｉｈ ＵｾｾＧ ナ
等の特定行政庁への提出を義務付け 日大臣又は知事 )

の保存を義務付け

・指定確認検査機関及び建築士事務所の図醤保存期間の延長(省令事項)

- 国土交通大臣、都道府県知事からの処分を受けた建築士の氏名及び建築士事務所の名称

等を公表

・建築士事務所に所属するすべての建築士の氏名、業務実績等を毎年度知事に報告、都道

府県知事によるこれらに係る包類の閲覧を義務付け

- 指定確認検査機関に関する情報開示の徹底

• t旨; 主権者からの監督命令を受けた指定確認検査機関の名称等を公表

・業務実績、財務状況、復害賠償能力に関する情報等に係る醤類の閲覧を義務付け

6. 住宅の売主等の理'i 1i lE担保責任の履行に関する情報開示

- 宅建業者に対し、契約締結前に保険加入の有無等について相手方に説閉することを義務付け

・宅建業者、 一戸建て住宅等の工事請負業者に対し、契約締結時に加入している保険等の内

容を記裁した書面を貫主に交付することを義務付け

建 築 基 準 法 ・ 建 築士 法 等 の 改正 の 概 要
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されることとなる 。 さらに、これまで特定行政庁がそれぞれ定めて

いた中間検査は、 3 階建て以上の共同住宅が法で義務付けとなった。

指定確認検査機関の業務の適正化

指定確認検査機関について、保有する財産奇利回額等損害賠償能力、

親会社や職員等公正中立要{ 牛及び人員体制等の指定要件が強化 され

るとともに、指定取り消しゃ、建築基準適合判定資格者の登録取り

消し後に再び指定等を受ける場合に、これまで 2年間であった指定

を受けられない期間が、 5年間に延長された。

また、特定行政庁と指定確認検査機関との関係についても改正さ

れた。まず、指定確認検査機関を指定する場合、業務区域内の特定

行政庁の意見を聴取することとされた。 さらに指定権者にしかなか

った立入検査権限が特定行政庁にも付与され、検査の結果不適切な

行為があった場合、特定行政庁からの報告を受けた指定権者は業務

停止等の措置を講ずることとされた。指定確認検査機関が建築確認

や検査を行った場合に特定行政庁への建築計画概要の報告が、建築

確認報告書や完了検査報告書の提出の義務付けとなり、報告内容が

充実されている 。

図書保存の義務付け等

これまで特定行政庁は、それぞれが定める文書保存規定等によっ

て建築昨認関係図書を保存していたが、その保存期間は数年程度と

比較的短期間が多く、構造計算書の再審査に当たり関係図書を保有

していないケースも多くみられた。このため特定行政庁にも図書保

存を法で義務付けるとともに、指定確認検査機関及び建築士事務所

に義務 付け られていた Ｕ 年間の図書保存期間も ＱＰ 年 ｾ Ｑ Ｕ 年程度に

延長される見込みである 。

建築士等の業務の適正化及び罰則の強化

構造計算によ って建築物の安全性を確かめた場合、建築士がその

旨の証明書を設言十の委託者に交付することが義務付けられるほか、

建築士の非建築士への名義貸し、関係法令等に違反する指示等及び

建築士の信用失墜行為がそれそ守れ禁止 された。合わせて、建築士等

に対し罰則が大きく強化された。

建築士、建築士事務所及び指定確認検査機関の情報開示

処分を受けた場合、その建築士の氏名及び建築士事務所の名称、等

を公告することとされた。

また、建築士事務所の開設者は毎年事業実績等の報告書を作成し

知事に提出する乙とが義務付けられ、知事は提出された報告書を一
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般の閲覧に供することが義務付けられた。

指定確認検査機関についても指定権者が監督上必要な命令をした

場合、指定権者にその旨を公示することが義務付けられたほか、指

定確認検査機関の事務所に業務実績や財務状況、損害賠償能力に関

する情報等を記載した書類等の備え置きと、関係人の求めに応じ閲

覧に応じる乙とが義務付けられた。

住宅の売主等の ｦｾｾ 庇担保責任の履行に関する情報開示

宅地建物取引業者に対し、売買契約締結前に、 T隈庇担保責任の履

行に関する保証保険に加入しているかどうか等について、取引主任

者ーから相手方に説明すること、及び契約締結後には、乙れらの情報

を書面で交付することが義務付-けられた。

また、建設工事の請負業者に対し、請負契約時に保証保険等に関

する定めをする場合も、 書面化が義務づけられた。

引き続き検討すべき課題

このように今回の改正は、建築物の安全性に対する国民の信頼を

回復するため、関係法令の広範囲にわたる大幅な改正である 。ただ

し、市擦偽装問題をふまえ、匡|の社会資本整備審議会建築分科会に

おいて今年の 2 月24日に取りまとめられた中間報告のうち、早急に

講ずべき施策とされたものが今回の法改正となったものであり、引

き続き検討すべき謀題とされた専門分野別建築士制度の導入など建

築士制度の根本的な見直し等の課題について、同分科会で 8 月中に

も方針が取りまとめられ、必要な改正措置がなされる予定とな って

いる。

|1 建築士制度の銀本的見直し

・専門分野別の建築士制度の導入

. 建築士の資質、能力の向上

・建築士事務所の業務の適正化

- 建築士会及び建築士事務所協会等への加入の義務付け

- 工事監理業務の適正化

. 報酬基準の見直し

|2 住宅の売主等の糊担保責任の更なる充実 |

3. 国及び都道府県、特定行政庁における監督体制、審査体制の強化と

建築物のストック情報の充実等

- 国及び都道府県、特定行政庁における監督体制、審査体制の強化

・建築物ストック情報に関するデータベース整備、行政機関の相互連携の強化 等

施策の実現に向けて引き続き検討すべき課題

( なかの よしひろ 大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築企画課長)



名 ｾ ・ ｺ

指定確認検査機関の果たす役割

樫田

平成17年11月17日、何チャンネルか忘れたがテレビの画面に、

姉歯建築士が自宅玄関前で、報道各社のインタビューに答えているの

を見た。それが、その後の建築界を揺るがせた「両様偽装事件J の

始まりであった。

この日、国土交通省が首都圏のマンション 2私自の実名を公表し、

これらについて「震度 5 強の地震で倒壊の恐れがある j と、市，m偽

装事件を公表した。この中で、完成済みの建築物が14棟、工事中 4

棟、着工前 3棟ということが明らかにされた。

姉歯建築士の供述によれば、建設会社から圧力をかけられ、やむ

にやまれず、計算書の偽造を行ったということであったが、逮捕後の

荷主察の取り調べの結果によると、「中層建築物の設計が初めてで、

何度計算しでもうまくできなかった。失敗したら次の仕事が来なく

なると思ったj と話しており、捜査本部も、元請け側の要求に応え

られない建築士としての能力の低さが偽装につながったと見ている

ようである。

構造計算書偽造の結果は・.. 

専門知識をもった投手| : 諸である建築士が、建禦J勿の安全上一番大

事な梢造部分で「偽装j を行っていたという事実に大変驚くととも

に、「偽装」の事実を平然と話していた姉歯建築士の態度℃、同じ

技術者として激しい憤りを感じた。多くの建築士も同じ思いである

と思う 。誰もまさか構造計算書を「偽造」するとは思ってもいない

し、いわゆる「性善説」のもとに日常業務を行っているわけで、な

おさらである。

1級建築士が設計( 偽造) した構造計算書を、当社と同じ、民間

の確認検査機関がそれを見過ごし、 ffif股強度が大幅に不足する建築

物ＨマンションやホテルＩが全国で何事ｾも建築されていたのである 。

構造計算書が偽造されて建築されたマンションの住人からは「怖

くて夜も眠れな Lリ「どこヘヲ |っ越せばよいのかJ 1住宅ローンはど

うなるのかj など、また、建築物の解体までしなければならなくな

ったり、あるいは百四補強工事によって休業を余儀なくされたホテ

ル経営者からも、その「保障をどこに請求すればよいのかJ といっ

た切実な声が出された。

これらのマンションの建て替えも、偽装にかかわった建設会社や

販売会社が倒産したり破産宣告を受け、その工事費の捻出もできな

L 、状況である 。国も、阪神 ・淡路大震災時、住宅等の建て替えに当

たって工事費の補助をしなかったので、今回の場合もできないとい

う立場である。乙のような事態が今後あってはならないが、絶対に

起乙らないという保証はど乙にもない。 したがって国も保険制度等

被害者救済の制度を早急に検討していく必要があろう 。

攻

平成10年、確認・検査の民間開放ヘ

司王成10年、建築基準法が改正され、 ①権認 ・検査の充実・効率化

と、官民の役割分担として確認 ・検査の民間開放①建築基準の性能

規定化③建築規制の実効性の確保としての中間検査制度の導入一等

が行われた。

①の確認・検査の民間開放について、当時、国は改正の効果とし

て「建築主のニーズに即した建築確認 ・検査サービスの提供が可能

となる J 1指定確認検査機関の活用に伴い、行政は監査、違反是正、

処分等の間接コントロールを中心とすることによって、制度の実効

性を確保するJ と説明されていた。

法改正後、いくつかの都道府県で、県や市が出資している住宅供

給公社等を主体とする第三セクタ一方式の確認検査機関が、都道府

県知事の指定を受け「民間J 機関として設立された。一方で、全国

i期実で確認 ・検査の事業を展開しようとする会社等が、国土交通大

臣の指定を受け設立された。

このような中で京都確認検査機構は、平成11年 9月に全国で初め

て、大手ハウスメーカーやその他の民間企業から 一切の出資を受け

ない「民間j の確認 ・検査を行う機関として京都府知事の指定を受

け、同年11月から業務を開始した。

民間の確認検査機関は法改正後の20数社から全国的に増え、現

在は120余の機関が全固または都道府県単位で業務を行っている 。

民間確認検査機関の自戒

今回の面協偽装事例二後マスコ ミを 中心に一部の人々の間で、従来、

行政でしか行えなかった確認 ・検査の業務を「民間j に開放したの

がそもそもの間違いである、といった指摘や発言がされている 。「建

築物の安全を確認しなければならない業務が、金儲けの手段にな っ

てしまったJ 等々 。とのような指摘に対して私は、それが一番の原

因だとは思っていない。

確かに一部には、他社に仕事を取られたくないという意識のもと

に法解釈や検査が甘司、( * 晶、) と L 寸機関があるようである 。10

0 会社( 機関) ではなんでも O Kになる j といった設計者の声も耳

にする 。

当社は、 Ki nd ( 親切) 、 Open ( 明快) 、 C ertai n ( 確実) 、 I mmedi at e

( 迅速) をモットーに確認 ・検査業務を行っている。 この中でも特

にOpen ( 明快) 一設計者からの質問に対する 明快な回答、 Cert ai n

( 確実) 一正確な法解釈と検査、について力点を置いている。私は、

当社でこの業務に携わった時から、民間会社( 機関) とはいえ、物

を安く売って儲ける会社( 機関) ではなく、あくまでも建築基準法
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や関係法令に基づいて日 l演の業務を行っていかなければならないと

肝に銘じている。社員にも ; 常日頃か らこの ζ とを言って いる。こう

いう民間機関( 会社) として守らなければならない最低のことを怠

って、単に事業としてのみと らえると、お金儲けの一手段とな って

しまうのである。

今回の耐震偽装事件以降、国民( 市民) や建築主( 事業者) から

は、大変厳しい目で見られるようになった。これも当然のことであ

ると受け止めている。むしろ、建築確認とはなにか、設計者と工事

施工者の関係はどのようなものか、確認 ・検査の民問機関とはどの

ようなものか等々 、今まで多くの国民 (市民) には分からなかった

ことが明らかにな ったこと は、よいことであ ったと，思っている 。

今回の事件を機に、従来は民間J確認検査機関に申請していた建築

主の中で、 今後は行政庁に申請してもらいたいということでいくつ

かの特定行政庁で申請件数が増えているというところもあるようで

ある 。

しかし、近畿地方の各府県で、は顕著にそういう動きは見受けられ

ない。近畿地方の中でも大阪、兵庫、京都の各府県では民間確認検

査機関の受ける申請の比率は当初から高く、そうい う状況か らも民

間確認検査機関の果たす役割は高いし、その責任も重い。

基準法改正でピアチ工ツク制度の導入

耐擢偽装事件を受けて、国は「桝 町一，-算偽装問題に関する緊急調

査委員会J ( 座長 : 巽 和夫/ 京都大学名誉教授) を設置し、延べ

9 巨lの委員会が聞かれ、平成18年 4 月に報告書が出された。

この報告書に基づき、匡l会に建築基準法、建築士法等の「改正J

案が提出され、衆議院、参議院の議を経て平成18年 6 月21日に公布、

l 年以内に施行される予定である 。

改正された法律の構造に関する部分の主な内容は、建築協の安全

面のチ ェックである構造計算について、 特定行政庁の建築主事は一

定の7品模の建築物( 木造、コンクリーフゃロック造等で高さが13mま

たは軒の高さが 9mを超えるもの、鉄骨造で地階を除く階数が 4以

上、 鉄筋 コンクリー卜造ま たは鉄骨鉄筋コンク リー 卜造で高さが

20m超えるもの) で、当該建築物の安全上必要な桝造方法に関して

政令で定める技術的基準に適合するかどうかを審査するときは、都

道府県知事または指定構造計算適合性判定機関( 都道府県知事が指

定する機関) の構造適合性判定を求めなければな らな い。建築主事

は知事または梢造計算適合性判定機関の 「当該建築物の構造計算が

適正に行われたものであるとの判定がされた」場合に限り、確認を

することができるＨ固ま たは建築主事を置く 市 町 村の 建築 物 Ｍ ｾミわ

ゆる 「計画通知」 も同様である一) 。国土交通大臣等の指定を受け
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た確認検査機関( 民間の確認検査機関) も同様の手続きを経なけれ

ば、建築確認をしてはならないとされた。

いわゆる、ピアチェック 制度が導入された。制度が発足する前に

言 うのは早計かもしれないが、仮に、構造計算適合性判定機関のチ

ェックに間違いがあった場合、それをもとに建築確認をした場合の

責任は、確認をした建築主事、 民問機認検査機関が負うこ とになる

ということである 。

今回の両探偽装について、そ れを見過ごしたのは民間確認検査機

関だけでなく、いくつかの特定行政庁も含ま れている 。建 築 士 ( 1  

級、 2級、木造) の中で構造を専門としている者は、そのうち l 割

強と 言われている 。このような専門技術者を系統的に育成する 制度

を、匡|が主体になって考えなければならないのではないだろうか。

「確認J という制度を聞い直す

建築基準法は昭和25年11月に施行されて、すでに56年の歳月が

経っている 。この間今 日まで、いろいろな事故や事件の度に法律や

政令 ( 告示) が改正されてきた。 しかし、今回のような事件は誰も

予想できなかった。事件をき っかけに法律が一部改正され、構造計

算の適合性判定機関の設置や、 特定行政庁の民間確認検査機関に対

する指導監督権限の強化がされようとしている 。今回のこのような

改正が、問題解決の本質に迫ることができるのかは疑問である 。

私たち民間の確認検査機関は、 今回の事件を契機に、法が求めて

いる{ 確認 ・検査の意義を改めて問い直す必要があるのではないか。

また現在のような 「確認」と L、う制度でよ いのかどうか、改めて建

築確認 ・検査に携わるすべての者が考える 必要があるし、 建築基準

法、建築士法を抜本的に改正する必要があるのではな いだろうか。

(かしだ おさむ i株式会社京都fr' f l ! 認検査機構代表取締役)



名論・3

法改正と耐震安全性

~安全は神話~

角

「建築物の安全性の確保を図るための基準法等の改正」が、来年

の施行を控えている 。一人の桝造設苦情として、 耐捜安全性と法の

関係について述べてみたい。

安全は神話

「安全J を辞書でヲ 1ｾ、てみると、 「危険がなく、安 心なこと ｊ とあ

る。乙の意味では、建築の同捜設計に安全はない。あり得ない状態

を求めると神話となる 。

地震に対する設計とは、ある建物に入る地震入力エネルギーより

その建物の l吸収エネルギーが大きいようにものを決めることであ

る。地震入力エネルギーをどう決めるか。それは地震の発生頻度、

地震の大きさ、 地震の特性に関係する 。発生の確率が極端に低く、

極大の地震を考えても仕方がない。建物が存在する聞に来る可能性

のある地震でないと意味がない。ところが発生する椛率は低くても、

発生する可能性はある 。でも 、どこかで手を打つ必要がある。

地震の大きさを最大加速度で決めたとしても、建物にとって共振

の可能性があるかどうかで、 地震の大きさの意味が違う 。建物の固

有周知j に近い周波数のパワーが大きければ、最大加速度が小 さくて

も、その建物には大きな地震である 。

地震の特性は、地盤の状態で大きな影響を受ける。同じ断層から

発生した地震でも 、場所によ って特性も強さも大きく変わる。建物

の嬬れ方も、建物の特徴によって大きく遣う 。建物をつくっている

材料の特性はバラツキがあるもので、 強度も 剛性もひとつの11車で、決

められるものではない。設計ーでは無理やりひとつの値に決めてしま

うだけである。また、建物が地震を受けたとき の挙動を言十算により

求めているが、乙れは建物を力学的なモデルに理想化 して、計算し

やすい形に置き換えているに過ぎない。計算方法が変われば設計結

果も大きく変わる 。さらに建物は振動するにつれて損傷を受け、 H寺々

刻々、その特性も変わってL、く 。特性が変われば揺れ方も変わる 。

地震に遭遇 したとき、どんな状態を安全と いうのかも、人によ っ

てバラバラである。阪神大震災で も紘13会したように、 専門家に は健

全であった状態も、 一般人には大被害であった。従って被害の判断

もバラツキの世界にある 。

このように耐震設計とは、さまざまなバラツキのあるものを含ん

で、ある確率で推定できる状態をもとに、ある基準で而探 Ｇ Ｑ 生の有 ｪＡＡｾ

を判断 しているに過ぎない。「危険がな L 、j ことを目指しているの

ではなく 、「ある確率で危険な状態である j ととを目指しているの

である。ましてや安全率がl. 0未満になると、すぐ倒壊するなどと

騒ぐのは無意味なことである 。これは、 地震が不確定な 自然現象で

あるため特に顕著ではあるが、その他の現象も 同じこ とである。わ

彰

れわれの世界に安全などなく、危険を減らすだけを認識しないと、

真に有効な方策は立てら れない。

耐震設計に関する法の変遷

耐震設計の法律は、 地震が発生し被害を受ける度に変わってきた。

1891年の濃尾地震を受けて1892年、震災予防調査会がつくら れ、

耐震設計の研究が始ま った。1919年には市街地建築物法がつくら

れる。1923年関東大地震、翌年、 市街地建築物法に耐震用強度計

算規 定 が 入 札 水 平震度0.1が導入さ れた。戦後の1948年には福井

地震に より福井市が大被害を受け、1950年に建築基準法が施行さ

れる 。計算が長期、短期に分けられ、それそとれに許容応、力度が定め

られ、水平震度0.2の現在の l 次設計に相当する 設計法が定めら れ

た。 その後、 1964年新潟地震、1968年 卜勝沖地震においてR C建物

の大被害を受けて、 1971年には柱帯筋の間隔を組| かくする仕様規

定が加 えられ、大地震を受けた ときの終局強度、動的挙動の研究が

活発に進んで、L 、く 。1978年には宮城県沖地震が起こり 、1981年耐

震設計の大改定が行われる 。

建物が数J宣組験する 地震に対して l 次設計を、建物が一度遭遇す

るかもしれない巨大地震に対して 2次設計を行 う新しい体系の新耐

震設計法が施行された。それまでの法律では l 次設計クラスの設計

をしていただけであるから、突然その日から、建物は危険な状態に

変わってしまった。法を守れば安全という 神話はこのときすでに、

崩れているのである。

新聞1鹿 設計は巨大地震に対して建物の保有水平耐力を算定すると

いう新しい考えを導入したため、 より多くの設計詳細11について事細

かに法のなかで規定することとなった。また、非常に複雑で大量な

計算を必要としたため、大臣が認定する一貫構造計算プログラムが

急速に普及した。同時に、建築学会の各種計算規準が設計の中心で

あった時代から、建築センターが発行する「梢造技術基準j が実務

の中心となった。最新の研究に中心を置いた建築学会と官が主導す

る実務設計との聞に溝が生まれていくきっかけとなった。

1995年には兵庫県南部地震が発生 し、新耐震設計の効果が明確

に現れた が、 一方、 旧恥I震設計建物の危険性がクロ ーズアップ され

同年、耐震改修促進法が施行されることとな った。

2000年には性能設計の掛け声の下、 限界耐力吾|算法が導入さ れ、

2005年にはエネルギー法が施行されることにな った。従来の方法で

ある許容応力度等計算と 地震応答解析による方法を合わせて、 4 種

類の耐震設計方法が法的に認めら れていることにな った。今回の偽

装問題に絡んで、このことがマスコミに取り上げられ、市: 既設計の

ダブル ・スタンダードとして批判 を受けたのである。 しかし、

守 ?

' - ' -

建築と社会 ・2∞6.8 25 



に昨l震設計と法規制の関係を聞い直す重要な視点が隠されてL 唱 。

新しい方法は、 地震応答解析を用いた動的な設計を、静的な方法

で等価に得ようとするものである 。もちろん適用範囲はあるが、従

来の方法よりもより精織な計算を行い、最近の研究をできるだけ取

り入れた、精度の高い計算を行おうとするものである 。その結果は

当然、従来と大きな違いがあり、より無駄のない設計結果を得られ

ることとなる 。従来の方法では同摺性なし」となる場合も、新し

p 方法では「耐震性あり j となることも当然起こる 。

法律とは絶対正しく、判断の基準を与えるものであると考えると、

技術が進歩したからといって判断の遣うものを並列させることは馴

染まない。限界耐力計算が悪者のように報道されるのは、技術の進

歩と法とは相容れない側面を持つことを示す良い例である 。

このように、耐震設計は発生頻度の低い地震に よる震災の苦い経

験を受けて地道に石i)f究を重ね、その内容をレベルアップさせてきた。

地震そのものは変わらず繰り返しているけれども、社会が変化 して、

被害は常に新しい現象を生じている。社会が樹屯に、さらに巨大に

なるにつれて予想できない被害の可能性はますます深まって Lパ 。

危険の少ない社会の到来は、まだまだ容易なことではない。

構造計算書偽装問題の本質

昨年末からの計算書偽装問題は、マスコミを中心にして真犯人捜

しの様相を呈して、大いに |立聞を騒がせている 。不動産業者、建設

業者が構造設計者に圧力をかけ、かつ民間確認機関が怠慢で、あった、

との論調が中心であるが、本質はそんなところにはない。スーパー

で野菜を買うときでも、産地を調べるではないか。ましてや高価な

ものを、誰が設計したかも考えずに買うのが問題である 。

私は以下の 4点だと考えている 。

① ｬ ［ｦｪ ｬｾ 造設計は建築設計の下で、名前も出ない状態で設計してきた 。

① 一 貰計算プログラムでやれば、ｾ ｉｦ がやっても同じと思っていた 。

①難しいことは専門家に任しておけば大丈夫と信じていた。

①耐震設計の遣いは、地震が来るまでわからない。申請さえ通れば

。

、
a

L

 

、a
L

 

① を信じる建築主は建築設計者にすべてを任せ、 C] XDを信じる建

築設計者は安い費用で仕事を発注し、 ①の状態の構造設言陥ーは責任

を感じることなく、モラルを低下させ、 ①の誘惑に心を任せ、設言|

時間を極端に短くし、売上を伸ばすことを第一に考えた。民間審査

機関も①を信じて効率を上げるサービスを第ーに考えた。その結果

がこの ｾ ｊｗ ｉ 二である 。 ① の誘惑に負けず頑張っている多くの構造設計

者のことを考えると、任沼XIDを解決する社会システムをつくる乙と

が、今回の法改正に求められていることである 。
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いま法改正に求め5れていること

法改正の詳細が、来年 6 月施行を目処に精力的に進められている 。

確認審査の厳格化、審査機関の監督の強化、建築士の罰則の強化な

どと、強化や厳格化の言葉が散りばめられている 。一人の建築士の

破廉恥な行為が、建築業界全体の不信につながり、強化、強化へま

っしぐらであ る。

前章で述べたように、この問題から見えてくる最優先の対策は、

「構造設計者の権限と 責任の明確化」である。より大規模に、より

複 ｾ｜ｦￋ になって ｌ ぺ建築物を考えれば、今後とも構造設計者には 一層

の専門性と高度な判断力が必要になってくることは明白で、ある 。専

門家の能力を高めるためには、現状のような、消費者に見えない存

在では不可能である 。責任も厳しいが、 i権限も強く、安全を守る技

術者として高く評価されなければ、その力は十分に発揮できない。

いま、建築士制度を考えている段階で、いわゆる、建築家が全体

を総括し、その権限を強め、専門家に指示するような案がえ且上に載

せられていると聞く 。専門的知識のない者に、指示できるはずがな

Lミ。同捜設計とは、そんな生やさしいものではない。現実を見ない

暴論である 。結局、安全を求める消費者に、危険なものを提供する

システムになるのは明白で、ある 。

もちろん審査も厳しくなければならない。 しかし、主審査する人間

の能力が高くなければ、すむ伏のように形骸化してしまう 。コストの

高い社会をつくりながら、所期の目的は何ら達成できない。 コスト

を最小限にして効果を発揮するには、専門家がお互いを審査するピ

アチェックしかありえない。 しかし少ない専門家で、効果を発揮す

るには、その運用にいろいろの問題を抱えていることは事実であ

る。専門家を交えた精力的な議論が待たれると乙ろである 。

一方、標準プログラムの設定や、より細かい計算基準の規定も検

討されている 。現状、設計者の裁量に任されている部分に不適切な

内容があることは事実である。それを規定する必要も確かにある 。

働時者が技外商として処遇されずに、モラルの低L、J鮒 7者が交じっ

ていることも事実である。 しかし、細かに法律を決めれば決めるほ

ど、技術諸は思考停止となり、消賞者も法律を絶対のように信じて

しまう 。結局、最新の研究成果を取り入れ、柔軟にJ封町の進歩を活

用できる道を阻んでしまう 。

安全を得る道はまだまだ速い。 しかし安全は簡単に得られない。

両側で、非常な努力が必要で、あることを社会全体で知ることが、必

要不可欠で、あると信じている 。

(すみ あきら 株式会主l竹中工務庖大阪本庖

専門役プリンシパルエンジニア、工学博士
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「すまいJ の安全安心を確保するために

岩見吉剛

平成 7年の阪神・淡路大震災では、死者6，400人あまりの、約 8割

が倒壊家屋による圧死であった。緊急車両の通行を妨げ救助活動を

困難にしたのも、倒壊建築物であった。生活する上での基本単位で

あり、精神的支えである「すま Lリは、凶器に変わってしまった。

建築物、特に「すま Lリは人と人との束中や結びつきを構築する拠

点であるとともに、生活が営まれる地域社会の核であることを震災

により再確認した。

兵庫県建築物安全安心実施計画策定へ

兵庫県では平成11年、県民生活にかかわる官民の機関を横断的に

つなぐ兵庫県ー建築物安全安心推進協議会( 以下、協議会という) を

設立した。 この協議会で、建築規制の実効性を高め建築物の安全性

を確保するため、平成11年度から平成13年度までを計画期間とす

る第 l 次、平成14年度から平成16年度までを第 2 次と する「兵庫

県建築物安全安心実施計画J ( 以下、実施計画という) を策定した。

との聞の実施計画で、は完了検査率の向上のために数値目標を定め

るとともに、工事監理業務の適正化 とその徹底、中間検査及び完了

検査の的確な実施、違反建築物対策の総合的な推進、消費者に対す

る確認検査、工事監理等に関する情報の開示及び建築手続き 等の広

報 ・普及啓発などの施策を推進した。具体的施策としては、設計及

び工事監理者を定めなければならない対象工事の拡大、中間検査や

完了検査申請時における工事監理英約書等の活用や完了検査督促状

の送付、完了検査合格プレートの発行や違反防止週間での完了検査

啓発活動などである 。

これらの展開の結果、建築確認件数に対する完了検査の割合であ

る完了検査率は約50%から約80%にアップするなど、それぞれの

計画期間で完了検査率の目標を上回った。また、全国平均を上回る

完了検査率を確保し、新築建築物への安全性は向上した。

. 建築物を取り巻く状況の変化

当初の実施計画策定から平成17年度までの間に、建築物を取り巻

く状況は大きく変化した。

・地震等災害 平成 7 年以降、兵庫県では大きな地震は発生して

いないが、全国レベルでは、平成12年以降、毎年、 震度 5以上の地

震が発生している 。

これらの地震の発生に伴い、建物の倒壊のみならず外壁落下や天

井落下、エレベーターの誤作動などによる被害も発生した。

表 1 東海地震、東南海 ・南海地震の被害想定 中央防災会議資料等より

東南海，南海地震

発 生 予 測

被害 ｾｴ 定

嬬れによる全峻

東海地震

切迫性はきわめて高い |今後初年以内に40- 50%

約6，700人 | 約6，600人

約17万棟 |  約17万棟

今後発生確率が高いとされる東海地震、東南海 ・南海地震では、

表 1 のとおり阪神・淡路大震災を上回る被害想定が出ている。

また兵庫県の災害では、平成16年の相次ぐ台風上陸による被害、

とりわけ10月20日台風23号による県内各地での浸水及び土砂被害

等があげられる 。

. 事件事故 平成13年 9 月、新宿歌舞伎町雑居ビル火災により 44

名の死者が発生。平成14年、静岡県でモルタル外壁落下による死亡

事放。平成16年 3 月には六本木で子どもが自動回転ドアに挟まれ死

亡するなど、社会的問題となるような大きな事故が頻発している 。

. 体制・制度 建築確認検査業務の民間開放は、兵庫県における

建築行政の朝市: 体制に大きな変化を及ぼした。

全国の指定確認検査機関の建築確認は、改正法が施行された平成

11年度末では約 2万件弱、全件数に占める割合は 2 %であ った が、

平成16年度末には約42万件、 56%となった。兵庫県では平成11年

度末には約 300件、 1 %であ ったが、平成16年度末には約 25，000

件、 80%とな っており、全国に比べ、民間開放が進んで、いる( 図 1) 。

1 0 0 % 

目

指定確認検査機関

8 0 % • 
特定行政庁( 県除く)

ロ

兵 庫 県
6 0 % 

4 0 % 

2 0 % 

0 %  

H11 H12 H1 3  H1 4  H15 H16 H1 7年度

図 1 兵庫県における建築確認割合 ( 機関別)

平成11年度からの 6年間で、指定確認検査機関の建築確認の割合

は飛躍的にのび、特定行政庁は違反建染物対応に、指定確認検査機

関は確認検査業務にと、建築行政の報ぱ子体制の役割分担が社会に定

着してきたことがうかがえる 。

一方、ストックの有効活用の重要性や、災害による被害や事故が

既存不適格建築物や維持管理が適切になされない既存建築物などに

多く起乙っていることを踏まえて、平成16年 6 月には、建築基準法

の既存建紫物にかかる報告 ・立入検査、予防的勧告・命令等に係る

部分が改正された。

・ 「兵庫県建築物安全安心実施計画 (第 3 次)J の概要

計画期間を平成17年度から平成19年度とする「兵庫県建築物安全

安心実施計画( 第 3次) J  ( 以下第 3 次計画という) は、「ひょうど

の安全と安心の確保j を推進するために、それまでの実施計画を検

証し、状況の変化 を踏まえて平成17年 3 月に改訂したものである 。

①適法で、安全に建てられた新築建築物も、維持管理を怠ると H寺聞

とともに劣化 し、危険性が増す。そのような王尉子基準を満たさない
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建築物が多く残る今、既存建築物の安全対策の強化が必要である 。

②新築建築物の実効性の確保は、 一定の成果をあげたとはいえ、

違反建築物は後を絶たない。 l 棟の違反建染物が、 地域の安全な居

住環境を破壊し、危険を招くことは周知のとおりであり、違反建築

物の解消に向けて、さらなる建築規制の実効'11のli 正保が必要で、ある。

①悪質リフォームは、建設業者の質の問題ではあるが、所有者ら

へ建築物に関する 知識 ・情報が伝わっていないことにも問題があ

り、所有者らへ建築物に関する知識 ・情報の提供が必要で、ある 。

これらの認識のもとに、第 3次計画では、①既存建築協の防災性

能向上②違反建築物の[ ば消①安全 - 安心なすまい ・まちづくりのサ

ポー ト①完了検査の完全実施ー の 4 つの目標を定めた。

また、安全安心を実現するために諦ずべき具体的施策として、 ①

既存建穀物対策の充実①違反建築物対策の総合的な推進①完了検査

率の向上と中間検査の的確な実施@ 工事監理業務のf憾 ⑤安全 ・安

心へのきめ細やかな取り組み の 5本の柱を設定した。

そして、指定限認精査機関が建築基準法の報ぱ子に重要な役割を果

たすととになった乙とから、施策とその推進主体をよりわかりやす

くするよう椛成を変更したことも第 3次計画の特徴と言 える 。

兵庫県では、 地震への備えとして、 震災を教訓|に平成15年度に創

設した、既存民間住宅を対象とする「わが家の耐震改修促進事業j

を推進し、既存建築物の防災' 性能の向上を図っている。

また、第 3 次計画の l 年目である平成17年度は、地域ごとに、そ

の特性に応じた取り組みを推進するため、特定行政庁の区域も含め

た県民局の所管区域を単位として、県民局や県民生活にかかわる地

域の各種団体等を桃成員とする 協議会等の立ち上げと、安全安心を

推進する行動計画の策定に取り組んだ。

「すまいJ の安全への兵庫県の取り組み

. 構造計算書偽装事件への取り組み

兵庫県では、構造計算告の偽装事件による住宅所有者らの建築物

の両様性への不安の解t肖、建築行政への県民の信頼回復のため、昭

和]56年 6 月以降靖工の建築物について、 表 2の対応、を行って L 唱 。

兵庫県が建築確認した建物を対象とする、過去 3 カ年分の大臣認

定構造計算プログラムを使った桃造計算の再計算を含めた再チェッ

クでは、問題のあるものはなかった。 ζ の取り組みには、平成17年

度以降のものに対象を移し、再チェックを行っているところである 0

・吹付けアスベスト等使用建築物への兵庫県の取り組み

民間建築物での露出し たl次付けアスベストによる健康被害- を 防止

するため、兵庫県では使用建築物の実態把握や台帳整備に努めると

ともに、専門アドバイザ一派遣なと、の相談体制の充実や、住宅に対

28 

表 2 耐震強度不足に対する県の取り組み

構造百I.t:t 碍古I.t?: 耐震診断

対象区分 県が建築確認を所管する区域 県が建築確認を所管する区域

Ａ ｾ確認分 民|削機|品川町立分 県確認、分 民11¥1機側1'(1 認分

- 過去 3カ年

平成14"1三4月 . l!it-直核実jj I!i

1日~平成17 (県民負担なし)

年 3 J'131日

耐震強度不安建築物診断補助

- 改正以準法 Ｍ 耐，ｾ強度不安
民間l機|品lで突胞 事業を実施

施行 - 建築物安全性
(D県民 1/ 3負担)

-民11¥1IJf. 1放 U昨日記事業を実施

平成11年 5 月 ( 県民負担なし)

l 日~平成13 ( 住建センターに

正1'- 3月31日 委託)

- 改正基準法

- 耐ru強度不安

・並新立耐ｾ｜ｦ［ｬ［ｬｩ ￬ Ｎｷ - 建築物診断補

H師 1156年 6 月

助事業を実施 対象物件なし 対象物件なし

( 県民 1/ 3負

l 日一平成11

担)

壬ド4 月30日

する低利融資制度の創設により、吹付けアスベス トの適切な処理を

促進している 。

「すまいJ を守るために

昨年度の事件・問題は「すま pJ に対する県民の関心を高める一

方、建築行政への信頼を失わせた。事件・問題の背景、原因を真撃

に受け止め、関心の高まりをチャンスととらえ、安全・安心活動の

展開に結びつけていく乙とが重要だと考える 。

具体的には、第 3 次計画の施策である、 地域が主体となったきめ

細やかな取り組みをとれまで以上に推進し信頼を回復するととも

に、関心を一過性のものとして風化させるのでなく、意識・知識とし

て定着させる仕組みづくりが必要であろう 。また、建築関係者と県

民とがともに共通の課題に対応する体制づくりも重要と思われる。

①既存建築物対策一 一ノ、ザードマップや倒壊率などの危険情報

提供による所有者の意識啓発と市探改修補助の有効活用のアピール

②違反建築物対策一 一違反建築物があることにより、そのまち

の社会 - 経済的価値が下がることについての周知活動や、経済社会

における違反を許さない仕組みづくり

①住まい - ま ちづくりのサポート 一 一県民局の相談体制の強化

や住み良いまちづくりのため関係法令の有効活用に関する 出前部座

などにより、住民が都市計画法、建築基準法に対する理解を深め、

情報を共有できる仕組みづくりや、建築基準法の運用にかかる関係

団体聞の仕組みづくり

しかし、まずなによりも建築に携わる人々が「すま L リの大切さ

を心に刻み、 一人ひとりが社会的責任を果たすことが重要で、あ ろ

つ。

そして、建築行政に携わるわれわれは、 地域ネットワークの要と

して県民と手を携え、法の精神に思いをはせ、原点に立ち戻り、安

ふ安心の確保に向けて真撃に努力することが必要なのだろう 。

(¥、わみ よしたけ兵庫県県土整備部住宅建築局建築指導課主査)



名Me・tヲ

耐震改修のすすめ

野村

地震は、広範囲に人々や建築物に多大な被害を生じさ せる 。阪神 ・

淡路大震災では、 6，433名の尊い命を奪った。死者のうち約 8 割が

住宅家屋等の倒壊による圧迫死の犠牲者である。建物や家具の倒壊

を防げたら、多くの人命が助かっていただろう 。

日本は、 全国いたるところに活断層があり、 震度 6強程度の地震

が、いつどこで発生しでもおかしくない。発生の切迫性が指摘され

る東海地震、東南海・南海地震など、 ひとたび地震が発生すると被

害 は甚大なものになると想定されている。阪神 ・淡路大震災以後、

表 1 のとおり、全国各地で大きな地震が相次いで発生している。

表 1 参考気象庁資料

人的被害( 人数)

物的被害

最大発生

M 地震名
({主家線数)

震度年月日

死者 不明 負傷 全機 半島理

2000 

7.3 

鳥取県西部

182 435  3.101  6 強

10. 6  地震

2001 

6.7  芸予地震 2  288  70 288 6 司自

3.24 

2003 

7.1 

宮城県沖

174 2  21 6  ｾｾＩ＠
5.26 地震

2003 

6.4 

宮城県北部

677 1，276 3，809 6 強

7.26  地震

2003  

8.0 十勝沖地震 l  1  849 116 368  6弱

9. 26 

2004 

6.8  

新潟県中越

59  4，805  3，175  13，722 7  

10. 23  地震

2005  

7.0 

福岡県西方

l  1，087 133 244 6 弱

3.20 沖地震

一方、耐震性が不十分な住宅・建築物は、住宅総数4700万戸の

うち 1150万戸 (25%) 、住宅以外の建築物の総数340万株のうち 120

万株 ( 35%) で、阪神・淡路大震災から 11年が経過しながら、既

存建築物の市慌化はいまだ十分とはいえない。

耐震化促進の枠組み

建築物の耐震化は、固においては、全国的に取り組むべき「社会

全体の国家的な緊急課題j とし、東海、東南海 ・南海地震に関する

地震防災戦 11路( 平成17年 3 月) において、 10年後に死者数及び経

済被害額を被害想定から半減させると p う具体的な減災目標を定め

た。建築物の耐震化は、最も重要な謀題とされ、緊急かつ最優- 先に

取り組むべきものとして位置づけられた。

この目標を踏まえ、両捜改修を積極的に促進するために、既存建

築物対策として関係法の改正が行われ、法的な枠組みが3割前された。

(1 ) 建築基準法

建築物の安全性および市街地の防災機能の確保等を図るために一

部改正( 平成17年 6 月施行) が行われ、不適格建築物への勧告 ・是

正命令制度創設、既存建築物への報告・検査制度の強化 ・充実及び

既存不適絡建築物への規制合理化など、ストック対策の措置強化が

コ邑.:/. :

彰

行われた。

( 2  ) 建築物の耐震改修の促進に関する法律 (以下 「耐促法J)

阪神・淡路大震災を受けて、既存建物の耐震化を進めようと平成

7年に公布・施行されたが、既存建物の耐震化は、前述のとおり進

んでいない。師協化の一層の促進を図るため、既存建築物の規制強

化などを主眼として、改正( 平成18年 1 月施行)さ れた。今後10年

の聞に住宅・特定建築物の市f震化率を 9割に引き上げるという目標

を、法の適切な運用により、その達成を目指す。主な改正点は、

量淫ｾ亙室温藍 ｡ ・

《現行》

学校、病院、劇場、

百貨居、事務所、老

人ホーム、賃貸住

宅等多数の者が利

用する建築物

用途にかかわらず

一 律

3階 . 1000m'以上

《改正》

[特定建築物の( 用途に応じた) 規模の引き下げ]

. 避難弱者の利用する建築物の規模を引き下げ

. 一般体育館は実態にあわせて 1階建てでも対象

。幼稚園・保育所。 2 階 500併以上

0 小・中学校等 2 階。 1000m' 以上

O 老人ホーム等 2 階 1000所以上

0 一般体育館・ 1000m'以上( 階数要件なし)

Oその他の多数利用の建築物 3階 1000m'以上

( 現行どおり)

[法改正により追加した特定建築物]

0 道路閉塞させる住宅・建築物 (政令により一定

の高さ以上のものと規定)※下図参照

0 危険物を取り扱う建築物(政令により危険物の

穫類量を規定)

道路閉塞させる住宅・建築物

※多数の者の円滑な避難を困難とするおそれがある住宅建築物

①前面道路幅員が12mを超える場合

幅員の 1/2の高さを超える建築物

②前面道路幅員が12m以下の場合

6 mの高さを超える建築物

重量盃蓋望日E盗霊童亙ヨ・

前面道路 (L)

[法改正により追加した指示等の対象となる特定

建築物]

. 避難弱者の利用する建築物については小規模

なものも対象

0 幼稚園・保育所・ 2 階・ 7 5 0 m'以上

C 小・中学校等 2 階 1500m' 以上

O 老人ホーム等 。2 階 2000m'以上

O危険物を取り扱う建築物 5 0 0 m'以上

図 1 耐震改修促進法に基づく特定建築物の範囲の鉱大

《現行》

病院、劇場、百貨后

等不特定多数の者

が刺用する建築物

ず

上

ら

以

わ

，M

か

律

泊

か

一

α

に

2

途

出

自

用

訓

《改正》

[特定建築物の( 用途に応じた) 規様の引き下げ1

. 一般体育館は実態にあわせて 1階建てでも対象

。一般体育館 2000m' 以上( 階数要件なし)

0 その他の不特定多数の者が利用する建築物

3階・ 2000m'以上( 現行どおり)
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① 国による基本方針の策定。都道府県に対しては、同様 診断や耐

詰改修の数値目標を盛り 込んだ師、. j J . J i 改修促進計画J を作成する よ

う規定した。市町村には、計画策定の努力義務を規定した。

①地方公共団体による指導・助言 や指示 ・立 入検査の対象となる

特定建築物の範囲の拡大と、倒壊により道路をふさぐ恐れのある住

宅 ・建築物や危険物を扱う建築物を新たに規制対 象 に 加 え た ( 図

1  ) 。学校 や 老 人 ホ ー ム な ど を 指示 ・立 入検査の対象としたほか、

規制対象とする建物の規牒要件を用途 ご とに拡大。所有者が指示に

従わなか った場合は、建物名などの公表 を 可能とした。

規制強化策の一方で、建築確認手続きの簡略化 などの特例が認め

られる両様改修計画の認定対象に、 一定 要件を満たした増改築 工 事

を追加するなど、の 規制緩和措置も 合 わせて講じている 。

①i耐H

{保泉5証i正fの実!施施等の1規J品1定や国予3算平による 支 援制及度2 も充実された。

聞は、耐促法に基 づいて地方自治体が策定する耐震改修促進計画

について、すべての都道府県と市町村の策定状況や耐震 診断 " i ti!f 

改修の支援策を定期的に公表して Lぺ 方 針 で あ る 。都道府県には早

期の策定を要請し、市町村には計画策定が義 務付け られていないが、

住宅などのilu1震 化率を 9 割に高める目標に 向け、 公表を通じて取り

組みを促す。少なくとも年に 1 l E ほ表する方針で、耐震改修促進計

画の有無tをはじめ、公的な助成制度などを使 って住民の前協診断 ・

改修に対する支援制度の整備状況も 公表する 予定である 。

法的な枠組みの整備を踏まえ、住民の防災に |刻して最も身近な市

表 2 助成制度等の概要 (平成18年3 月現在)

補 助 率・地方公共団体が尖純する場合、国112

IIQ"村が、同托霊診断や耐担主改修の必要性の理解を得るためにも、積極

的な計画策定や支援制度等の取り組みが必要である 。

( 3  ) 公的 な助 成制 度

地 方公共団体の多くは、 岡弘t診断に関して補助する支援制度を設

けており、両慣改修については、制度が整備されつつある 。航 Z診

断に閲しては診断費用の 3 分の l か ら 2分の l の補助を、改修百冊

は戸あたりの限度額を定めて ｉ ｾ 考 古 者に 補助している 。 これらは、耐

促法の改正に併せて充実 された国の支援制度( 表 2 ) を利用している 。

現在、 制度を持たない市IIQ"村 が新たに制度を創設することや、 独

自の支援制度の創設など、 地方公共団体の取り組み強化が見込まれ

る。

耐震化への取り組み事例

京都府では耐促法改正を受け、「建築物耐震改修促進計画j を早

期に策定 し、府内の建築物 のff ii'li.Ji診断及ひ1 I，t震改修を言j"rrm的に進め

ることとしている 。一方、支援制度の充実により、師、出計じの- J'自の

促進を図ることとし 、新i t震 基 準以前 (昭和56年以前) に建築さ れ

たマンションの耐震 診断経費を助成する制度を、 18年 度 に創 設 す

る。支援を実施する市町村 との述般により耐震診断を行う 。 また、

従来の木造住宅i 躍診断制度も拡充し、市町村の『品目i化支援を進め

ていく 。

新制度は、老朽化 が著しいマンションの市援事業に取り組む市11町

村を 支援するのが目 的である 。助成額はマン ション l 棟150万円を

参 与: IJil上交通省資料 上限とし、所有者や管理組合が実施する両t段

マンション

地方公共団体以外が実施する均合、国1/3+ 地Ji 公共同体1/3

診断経'1Ji ( 1戸 3万円) のうち 、利用者と国

の負但分の 2万円を除く経費を府と市町村が

半額ず、つ助成する乙ととして いる 。同線な制

度は、すでに、他府県でも始めている 。

ￍￎ ｾ ［［ＡＮＱ診 断

建築物

iHlJH J  

マンション

耐 ｾ 改修ｾ ［

建築物

その他住宅 ・建築物の耐

i!{ 化の促進にi刻する事業

l融司資交;11 攻 修

マン、ンョン

建築物

改 修

税制

( 1刻述)
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補 助 率 :J 血) j 公共団体が実施する場合、国113、凶112 ＨｾｾＺＮ，Ｚ ｜輸送道路沿線建築

物の湯合)

地方公共団体以外が尖純する助合、 [IDII 3+地方公共団体113

地域安件等全国の人口集中地区等

補助対象: 耐i2改修工事1'1 (擁壁の耐震改修工事費を合む)

補 助 率: 15.2%(国7.6%+地方公共団体7.6%)

ＶＶ Ｎ Ｖ Ｅ Ｈ ｾｾｦ｜ 輸送道路沿線建築物の場合 、 ｬ 玉 Ｑ Ｓ ＳＮ Ｓ ＥＫ 地 ｊ￮ 公 共同体 ＳＳ Ｎ Ｓ Ｅ Ｉ

補 助 率: 地) 1 公共団体が笑施するILj 合、|王11/2

地方公共闘体以外が実施する場合、国113+ 地方公共団体113

住宅金融公庫自由資 融 資 額 工 事 費 の80 %以内 (一戸当 たり 150万円を上限)

(耐災改修工'I"il 金 利ー 2.94 % (平成18年 l 月101: 1  JJUEl 

日本政策投資銀行融Eヨ融資比率 50%

(環境配慮型社会形成促進事業) 金 利。政策金不11I

住宅ローン減税 10{ Jo! 1目、ローン残高の 1%を所得税制から彼除

一定の区域内において、耐震改修に要した

7 ンション

質問の10%相当額 (20万11:fを」ニ限) を所得

税傾から控除

耐b! { 改修促進税rlill 固定資産税を 一定JUIII¥I 、1/2に減額

事業川雄築物

Ｍ事 業者が行う特定建築物 の 耐ｾ改修工 事 の

質問について10%の特別償却l

中占住宅11，'4入の|探 築後年数 ｾ ｦ Ｇ ｉ ＧＨ Ｗ ンション ＲＵ 年以内 Ｉ を胤 ｬ 必 し 、新耐 震 基準

のローン減税 へ の 適 合 をｾ件化仰げより Ｉ

また、木造住宅市慎診断ff jリ度の拡充につい

ては、従来は対象外だった密集市街地以外の

地 域や、長屋タイプの住宅など一戸建て以外

の市花Z診断も 助成対象に加えた。対象はマン

ショ ン称即詰刻:析と同様、昭和156年以前に着

された床面fi'1240ni 以 下 の 木 造 住 宅 で、ある 。

との制度を利用すれば 2千円の自己負担で耐

震診 断が 受けら れる 。 耐 震診 断制度は、 ｾ ￚ ｴ

で実施する京都市と宇治市を |徐く 17市 111]が 現

在、実施している 。

方、木造住宅の師、鹿診断の普及 - 啓発と

して、市IIrJ



庖舗などの集客施設においてパネルや模型の展示、 Ｑ ＱＡｾ料耐震相談、

起混車による 地震体験ができる耐震フェアを開催してきた。また、

一般木造住宅の耐克診断や前提改修の工法例を紹介した普及ノ Tンフ

レッ卜も作成している。

さらに小学生、中学生や高校生など、次の世代を担う若者を対象

に、模型をもちいた耐力実験、 耐捜 診断演習や地震の基礎知識など、

安心・安全なまちづくりの促進を図るため、 地域のイベントや学校

の授業等において出前講座を開催し、積極的な普及 ・啓発に努めて

L 、る 。

。亀広明暗純金tt fl5"ヲ0・.1.... ＱＱＭＱＧ日 ｾ＿ ｉ 貨闘争 ＧＢ 胡阻岬岡崎 Ｂ

普及パンフレット 出前講座の募集チラシ

わが家は地震に対してどれくらい強いのか。自己診断と耐震補強を l

!4E 今;士三ク
しっかりした

頑文な基礎に

取り笛えよう

玉石墨砲などの場合は、鉄

筋コンヲリ ト遣の布墨磁

に笛え、土台にアンカーボ

ルトで鈎め付けます.

土 台 住 は り 筋 か い な

どの接合部は、金物などを

使って堅固にします。

金物で

しっかり

宙定しよう

こ

-

つ

ぷ

を

よ

賦

断

胤

用

修

筋力、いを入れたり、構道用

合板を張って強い壁を i曽や

します。また、関口部を減

らして壁の量を i由やし、つ

りあいのよい配置にします。

腐ったり、シロアリに食わ

れた部材は取り笛え、柱は

恨継ぎします。

丈夫な壁を

増やそう

被害ゼ口へ

消防庁は、平成18年 5 月19日に、阪神・淡路大震災 の;被害件数

が確定したことを公表した。被災住宅は言'-63万9，686椋にのぼる 。

発生から 11年が経過し、ようやく ji在定したことに、改めて被害の大

きさを感じる 。同，j震 化を進めるためには、犠牲者の重さを娠り返り、

その重さを忘れないことが、すべての出発点である 。震災の教訓を

生かすことが強く求められる 。

耐震化が進まなければ、発生が指摘される東海地震では、死者が

約9，200人( うち建物倒壊約6，700人) 、そして、東南海・南海地震

では、約17，800人( うち建物倒壊約6，600人) と L 寸 阪 神 ・淡路大

震災を超える被害対t模となる 。

また、各地での地震災害報道を認知しなが ら、 所有者の耐震改修

への意識がいまだ十分ではない 。 ｲｾ 、つ起きるかわからな ｰｊ r自分

だけは死なな ｌ リ 「 効果がわからなｾ 'J ｲ ｾ 当つかは建て替えるからよ

L リなどの考え方が板強い。 これらは、耐震改修工事によ って、ど

れくらいの災害対策( 減災対策) ・改修効果( 費用対効果) がある

のか、わかりにくいという点がある。

所有者などが安心し て耐震化をすすめるため には、行政 ・建築関

係者などによる相談窓口の充実や、多様な手段と機会による情報提

供などの体制整備を強化する必要がある 。また、防災意識向上のた

めには、まちづくり( 地域防災対策) として、地域が共同して取り

組むことが必要である 。所有者などが、自らの問題と認識し、 地域

での自主的な取り組みが行えるよう、行政は普及啓発の取り組み改

善も踏まえ、拠続的かつ効果的に行う乙とが不可欠で、ある 。

安全・安心な建築物を促進するためには、支援制度の充実や意識

啓発などと併せ、冊、打主化の簡易な工法等の技術開発、建築関係者の

減災意識を基礎とした住宅供給など、各自の責務により、 地震災害

による被害を死者 O人になるまで強力に建築物の市様化を押しすす

めていく必要がある。

( のむら あきら 京都府山城北上木'1ト務所担当係長)
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名 ｾ ・ ｢

民間建築物におけるアスベスト対策

前田由佳

昨年 6月末の工場周辺住民等のアスベスト健康被害への対応公表

に端を発し、建築物に対するアスベスト対策が急速に進められてき

た。今後の求めら れる方向性についてお伝えするとともに、大阪市

での対応を紹介する。

民間建築物における吹付けアスベストに関する調査結果

平成17年度に国土交通省が各地方公共団体を通じて行った「民間

建築物における吹付けアスベストに関する調査j では、吹付けアス

ベス ト及びアスベスト含有q欠付けロ ック ウールを調査対象建材と

し、昭和]31年~平成元年施工の民間建築物のうち概ね1000ni 以上

の建築物を調査対象としている 。平成18年 3 月にとりまとめられた

結果は、 表 1 のとおりである。

表 1 既存建築物における吹付けアスベストに関する調査

調査対象の建築物の数 256，025 

調査報告のあった建築物の数 202，779 

露出してアスベストの吹付けがされている建築物の数 16，401 

指導により対応済みの建築物の数引 4 ，546 

未対応の建築物の数 11 ，8 51  

指導により対応予定の建築物の数 2，546 

指導中の建築物の数 8 ，140 

指導予定の建築物の数 1，165 

(' jl- I.Ii: Ｑ Ｘ 年 Ｓ ｲＱ 折滞状況、 ｉ ｾ ｉ 上 交 通行 公 表資料より抜粋 Ｉ

※ 1  r指導により対応済みの建築物の数」

原則として、本調査により対応した数である

本調査の実施に当たっては、関係者のこ守協力にあらためてお礼を

申し上げるとともに、今後継続的に行われる対策実施状況調査等に

ついても引き続きこ。協力下さるようお願いする 。

アスベスト関連の法等の改正

平成18年 2 月10 日に、アスベスト対策に関連する 4 法令( 大気

汚染防止法、地方財政法、建築基準法、廃安物処理法) の改正が公

平Hさオ1 た。

執筆11寺点での建築基準法のアスベストに関する改正は、今夏の関

係政令等のパブリックコメント手続きを経て、公布から 8 カ月以内

である 10月 9 日までに施行される予定である 。乙の改正概要は、健

康被害が生じないよう l次付けアスベスト等を「著しく衛生上有害な

ものJ と位置づけ、建築物におけるアスベストの使用を規制するも

のであり、その期待される規制効果は次の 4つである 。

①増改築時等における除去等を義務づけ

32 建築と社会 ・2∞6.8

※ 政令で規模に応じて、工法の制限を設ける模様である。

①アスベストの飛散のおそれのある場合に、使用中止等の必要な

措置をとることを、建物の所有者 ・管理者等に対して勧告・命令等

を実施

①報告聴取・立入検査を実施

①定期j報告制度による閲覧の劉j包

※広く 一般に、アスベスト含有等の情報が閲覧に供される。

なお、建築基準法では、飛散のおそれあるアスベストを石綿障害

予防規則のようにアスベスト含有l次付け材すべてとはしておらず、

吹付ーけアスベストとアスベス トを含有する I次付けロックウールの 2

っとしている。ひる石l次付けやパーライ トI次付けについては飛散性

を引き続き調査研究中であるというのが国土交通省の見解である 。

石綿障害予防規則の改正等、今後の動向

平成18年 6 月26日に厚生労働省は、労働安全衛生法施行令及び

石綿障害予防規則のー音15を今年 9 月 l 日改正の方向で、案を公表し

ている。主な改正内容案は、 ①一部の除外品以外、石綿等の製造等

の禁止①規制対象となる石綿を含有するものを、その重量の 1 1 %

を超えて含有するもの」から 10.1 % を超えて含有するもの」への

基準変更①封じ込め、固い込み等作業時の作業の厳絡化①記録の保

存期間の30年から 40年への延長ーである。

皆様がこれをお読みの頃には、各政令等詳細が具体化しているか

と思う 。従来よりもさらに安全性を高める取り扱いが求められてい

く方向で間違いはないかと思う 。アスベスト対策される際には、関

係法令の変更H寺点も含めて、ご注意いただきたい。

市民の関心と専門家の役割

今年度に入ってもエレベー夕、防火シャッターによる死亡事故な

ど、建物に関連する事故等が報道され、これまで以上に建物等につ

いて不安を感じている利用者としての市民が多数見られる。

一方、所有者の一部の方は、意外と当事者意識の薄いことも事実

である 。テレビ東京系のワールドビジネスサテライト土曜版 6 月24

日放送分の特集「暮らしの中の保守点検」では、電気・ガスなどを

はじめとする配管類の責任分解点の話や、宅内部分での建物設備に

不具合があった;場合の費用負担( 責任所在) が所有者になることが

紹介されたが、キャスター、コメンテーターが共に所有者責任とな

ることをはじめて知ったとコメントしていたととからも、これら建

物所有者等の責任範囲についての社会的認識の程がうかがえる 。

住宅の所有者など一般市民にとって、 「建物」やその付属する「設

備」などは、非常に専門的なものであり、 I1当分たちでは理解でき



ない」という思いが強く、図面に書かれている情報を読み取ること

など難しいのは事実である 。 だからといって、放置して よいも ので

なく、専門家に相談するなどして、きちんと状況把握することが所

有者には求められている 。

このようなH寺、専門家は依頼主の所有者ーなどに対して、建物等の

状況と問題点、考え られる解決手段とそれらの メ リッ ト・デメリッ

トをいかに噛み砕いてわかり やすく伝えるか、所有者に十分な判 断

材料を与え た上で、共に対応していく乙とが当たり前ながら 必要で

ある。

先日、ある工法でのアスベス ト対策工事をするという 所 有者に、

その工法の選択理由を尋ねたところ、「業者が言っ たから 」 としか

返答 がなか った。 どうしてその工法がその事例に適当なのか、その

後どんな管理が必要になるかなど適切な情報を所有者等に説明せず

に進めると、後々のトラブルに発展することも考えられる 。専門家

の皆様の真撃な対応が期待されるところである。

新大阪市建築物安全安心実施計画

昨年度はアス ベス ト以外にも、外壁タ イルの歩行者への崩落、大

空間天升ニ崩落、 そして構造偽装などこ れま でにないほ ど建築物に関

する市民の不安を増大させる事象が多発した。

大阪市では平成12年に制定された「大阪市建築物安全安心実施 計

画 ｪ の検証結果及び社 会 情勢を踏まえ、「新大阪市建築ｾ安全安心

実施計画J を平成18年 3 月に 策 定 し ( 図 1) 、平成21年度までを新

たな重点実施期間と位置付 け、引き続き新築建築物対策及び既存建

禦物対策をより ー用Ht 進するとともに、市民への情報提供や市民か

らの情報収集に関する積極的な取り組みなど、市民との協働を図る

視点に立った施策を充実し、検査済証交付率の更なる 向上な ど「住

まい・建築物の安全 ・安心の確保j を目指している 。

l  新築建築物の違反を防止し、検査済証交付率80 %以上の達成を目指す。

H  雑居ピルをはじめ、不特定多数の市民が利用する既存建築物の安全性の

向上を図る。

川 構造等の安全性を確保し、市民の不安を解消する。

IV 民間建築物におけるアスベス ト対策を推進する。

V  市民とともに計画の推進に取り組む。

図 1 新大阪市建築物安全安心実施計画

大阪市民間建築物欧付けアスベスト除去等補助制度

上記計画の目標の一つであ る 「民間建築物におけるアス ベス ト対

策を推進する」ため、また、平成17年 12月策定の 「大阪市アスベ

スト対策基本方針」での支援具体策- として、「大阪市民間建築物吹

大阪市民間建築物喰付l寸? スペスト

除去等補助制慮

補助事件 Ｑ ￫ｊＺ、建物にぶつ ｾｩｾＨ［Ｉ ｊ［ うに大別され参 ｅ 章。

戸建住宅 分譲共同住宅

所有者が住民登録を行つ 管理組合が存在するもの 地下奄隙いて 3 階建以上

ているもの 且つ J OOOnl 以上

近隣に対して影留を与 共同卸分 日常的に多数の者が常

える部分 (機偏重・ 電気宣含む ) 時利用する部分

管理組合の代表者によ

る申繍

(所有者等全員の同意

が必裏 )

個人又は中小企雛等に

( 区分所有者建物の渇

合は管理組合代表者)

による申嫡

補助金額: 補助対象賛同(;)3分 (;)J かつ上限金額肉

円

円

Z

百

万

戸ヨ

E

A

H

V

A

H

V

住

1

0

同

:

:

共

宣

事

譲

調

工

分

図 2

付 け アスベス ト除去 等 補助 制度J を平成18年 6 月より平成20年 度

までの期間限定で創設した。

本市内に存する要件を満たす補助対象建物に露出している l次付け

材に対する アスベス ト含有調査及び吹付けアス ベス ト等の対策工事

( 除去 ・封じ込め ・囲い込み) について、 対象費用の 3 分の 1 (上

限金額あり) を補助するものである 。 (図 2 参照)

建物を 3 タイプにわけているが、分譲共同住宅、 一般建築物につ

いては、匡|土交通省のアスベスト改修型優良建築物等整備事業を利

用し たものであり、戸建住宅については、本市独自の施策となって

いる。解体工事を前提とした調査・対策工事は補助対 象外で、ある 。

協議の上、申請 ・交付決定を受けた上で対策等 を 実施していただ

くものとしており、既に行われた対策等については対象とならない。

本市内に対策が必要な物件をお持ちの方は、ぜひこの機会を利用

するなどして、早期に対策を実施していただきたい。

なお、本市の助成制度としてはほかに、中小事業者向けの「大阪

市環境保全設備 資金融資J がある。

• 
例 日本建築センターが11首相]63年に編集発行した「既存建築物のl次付けアス

ベス ト粉 じん防止処迎f;/(ii lij 指針 ・|百l解説」は、現在平成18年 5 月暫定j振が出

ており、さらに秋には同改訂版が出版されると 聞いている。

アスベスト対策実施の|努には向指針等最新情報を参考にされ、 |期係法令等

遵守はもとより、建物周辺の方々へ必妥以上の不安感を与えないような個々

の条件に適絡な対策実施をしていただきたい。

主l : 本稿は平成18年6 J =1末時点ての記述

( まえだ ゆか 大阪市住宅局主ｉＡ築指導部航空言語 ｾ Ｉ
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消防法改正により

住宅用火災警報器等の設置義務付け

中迫悟志

大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築企画課

428  

行令( 第 5 条の 7) 及び総務省令( 住宅用防災機器の設置及び維持

に閲する条例の制定に|刻する事凶皇を定める省令第 4条、第 7条) に

より、以下のとおり規定している。

[住宅の部分1

5取室

②自室がある階( 避難| 溜を除く) の階段鐘外のものを|徐く)

① Ｓ Ｑ ｾ 謝Ａ住宅で、寝室が Ｓ Ｑ 溜のみにある場合の Ｑ 階の階段

① Ｓ Ｑ ｾ 品主住宅で、寝室が Ｑ Ｑ ｾｾ のみにある場合の ＳＱ 箱の階段

① l つの階に、 一定規模以上の居室が 5室主Uニある階(①から①に

該当する階を除く) の廊下 など

[設置位置1 (図 3)

- 天井( 壁等から O. 6m以上向性れた屋内部分) 又は壁(

方O. 15m以上O. 5m以内の屋内部分)

・換気口等のl次出し口から、1 . 5m以上離れた部分

平成16年 6 月2 日公布の 11消防法及ひち石油コンビナー卜等災害

|抑止法の一部を改正する法律」により、住宅火災によるF陸f数を低

減させるため、消防法の一部改正が行われた。

これにより、住宅の用途に供される建物で、平成18年 6 月1 日

以降に着工する住宅については、住宅用防災横目告を設置及び維持す

ることが義務付けられた。また、既存廷撒l についても、 IlilU]判が条

例で定める日までに設置げることが必要となる。

この消防法の斑Eを中心に紹介する。

升ーから下

l 住宅用防災機器に関する法体系

住宅防災に関する今回の消防法改正は、住宅周防災J機器の 「種類

及び胤格」並びに「設置及び品ft持の基準等( 市11町村条例に委任)J

の2つの事項が政省令において定められている。(図 1 )  

など

法

令

コ

ー

ナ

ー

壁掛け型

※ 建築確認申請ガイダンスより抜粋

( 大阪府下消防長会)

天井取付け型

住宅用防災機器の設置

及び維持の基準など

住宅周防災機器の種類及び規格

住宅用防災機器の設置及び維持に

関する条例の制定に関する

基準を定める省令

住宅用防災重量報器及び住宅用防災

報知設備に係る

技術i上の規格を定める省令

図 3

l 建築基準法施行規則等の一部改正

この消防法等の改正を受け、自操主主準法施行令の一部が改正さ札

断堪準関係規定に消防法第 9条の 2が追加された。これに伴い、

建築基準法施仕規則の一部が改正さ札次のような延諜附記及ひ涜

了検査における提出主瀕の吉田制噸が追加された。

・建築M認における提出空欄である 「各| 溜平面図j に、住宅周防災

機器の位置及ひ電E類を記載すること。

「完了検査申請書第 4而( 工事院理の状況)J の備考欄に、住宅

周防災機ｾの位置及ひ弔問担を百自戒する乙と 。

また、特定行政庁及び指定確認検査機関においては、乱喋遠出主関

係規定に適合するかどうかを確認し、消防法第 9条の 2 に適合して

いない場合などは、適正な対応が図られるよう消防部局と調整を行

うこととなる。

( 1  ) 種類及び規格

住宅周防災機i * f とは、火災の予防に資する機械器具又は設備を言

い( 消防法第 9条の 2第 1項) 、火災感知機能と響報機能が一体と

なった住宅周防災笹報器や、感知器や受信機を配線でつないだ住宅

周防災報知設備がある( 消防法施行令第 5 条の 6) 。また、住宅周

防災普報器には、 天井取付け型や壁掛け型のタイ プがあるほか、電

源供給方式として電池式や交流屯源がある。

f対向上の規絡につL、てはt釘労省令( 住宅用防災笹報苦言及lf 住宅用

Il J j 災報知般備に係る技術上の鋤絡を定める省令) で定められており、

困の定める技術上の規格に適合している機鴇には、目指削f検定協

会の鑑定に合格したことを示す問淀 ( NS) マーク j を貼付した

ものなどがある。(図 2 )

図 1

*  

自らの、そして近隣住民の生命・財産を守るためにも、 今回の法

改正の趣旨を遵守し、住宅火災の米然防止を図り、万一火災が発生

した場合でも最小限に被害をとどめるため、住宅用 ｼ 妨災機ｲＮｾの設置

など、適切な対応が求められる。

( なかさこ さとし)

図 2

( 2  ) 設置及び維持の基準等

ｩＺ￬Ｚ宅用 ｉ ｾｪ 災機器を設置」すべき住宅の部分や設置位置は、消防法施

建築と社会 ・2∞6.8

ｾ＠
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学校環境衛生の基準と測定機器

360 設備の頁
ラ>|

星野房助

制ガステック営業部営業 2課課長

l 学校環境衛生の基準

厚生労働省から室内空気の濃度指針値が発表されており、現在ホ

ルムアルデヒドをはじめとするトルエンやキシレンなど13種類の

有害化学物質に濃度指針値が示されてL唱 。 このうち学校環境衛生

の基準( 学校保佐怯) におし、て指定されている物質はホルムアルデ

ヒド、 トルエ ン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼ

ン、スチレンの Ｖ 物質があり、検査を劃 ｾするよ う定められて ｌ 唱 。

検 知l 管 名 91P 91PL 

iJIII 定 ガ ス ホj レムアj レデf ヒド ホJ レムアj レデヒド

iJ!l I 定 範 囲 0.02- 0Appm 0.02- 0.20ppm 

試料採取流iu 200mel min 200mel mi n 

淵11 定 H寺 11¥] 30分 30分

訓タιて
色 Ａ ｩ ｾ 色→桃色 f白色→桃色

使用沼ll f [ 範囲 5- 35.C  5- 35.C  

使用浪度範囲 20- 90%RH  20- 90%RH  

a  

設

備

の

頁

自動力、ス採取器 (GS P- 羽 OFT- 2) とホルムアルデヒド検知管の仕様

これらの検知管は専用の自動ガス採取装置 ( GSP- 300FT- 2) を

用いて測定を行う 。

使用可能なホルムアルデヒド樹羽管は測定範囲に応じて 2樹J i あ

り、 ｎｯ Ｎ Ｙ Ｑｐｌ は ＰＮＰＲ ｾ Ｐ Ｎ ＲＰｰｰｭ 、 ｎｯ Ｎ ＹＱｐ は ＰＮＰ Ｒｾ Ｐ ＮＴ ｰｰｭ の範囲で 、

測定できる。No. 91 P LはO.l ppm以下を精度良く測定するのに適し

ている。No. 91Pはホルム アルデヒドが高めに発生している可能性

があるとき( 特に夏季) に適している。ホルムアルデヒド検知管は

ホルムアルデヒドと反応すると検知 l剤の中でr . 1: r 問( 倒的物質を生

成し、検知剤に含浸した指示薬が黄色から桃色に変色する仕組みを

利用している。

毒性指標と室内濃度

判i発性有機化合物 毒性指紋 室 内討［品交指 ｾｴｦ［ 也

ホルムアルデヒド

ヒト l吸入l曝露における必l咽頭粘膜への 100μg/rrI 

刺激 (0.08ppm)  

トルエン

ヒト l吸入曝露における神経行動機能及 260μg/ぱ

び生殖発生への影響 (0.07ppm)  

キシレン

妊娠ラ ットl吸入曝露における出生児の 870μg/rrI 

中枢神経系発達への影響 (0. 20ppm)  

ノTラジクロロベンゼン

ピーグル犬経口l曝露における肝臓及び 240μg/ni  

腎l臓等への影響 (0.04ppm)  

エチルベンゼン

マウス及びラ ッ ト ｬ 吸入 ｬ 爆ｾｾにおける ｈ 干
3(，080808μp g/ nf 

臓及び腎 ｬ 搬への ｊｾ 響

スチレン

ラy 卜l吸入l曝露におけるl脳やm臓への 220μg/ rrI 

影響 (0.05ppm)  

l  測定機器ーホルムアルデヒド‘簡易分析セットー

l 測定機器- vocモニター
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ビル衛生管理法でも使用が

討さオt ている4- アミノー3ヒド

ラジノ ー5- メj レカフ。トー1，2，4-

トリアゾール法 ( AHM T法)

を利 用 した簡易分析法であ

る。I吸収液をミニチュアt!tl.孜

スクラノ Tーにセ ッ トし、サン

プリングポンプを使用して空

気を通気する。

通気した空気中のホルムア ホルムアルテ・ヒド・簡易分析セット

ルデヒドは|吸収液におI i 集され (MDS- l 00)  

るため回収後に発色液を加 えて比色言1によ って討期支を測定する。 こ

のセ ットの特長は、 l吸収液を少量に抑 えることができたため高感)支

化 が実現し、 Ｐ Ｎ ＰＰＲｾｏ Ｎｬ Ｖ ｰ ｰ ｭ の ｦｩｩ￟ 囲で Ｂ￬ｗ ｉ 定がで、き、 小 型・軽量の

ため現場への持ち運びが簡単で短時間での分析が可能である。

半導体式ガスセンサを使用した連続モニタリング装置でVOC濃

度( トルエ ン換算値) をリアルタイムに討すl ¥I lするととができる。

検知濃度範聞は 1 ｾ ＱＰＰＰμｧＯ ｮ［ と Ｑ Ｍ Ｑ ＰＰＰＰ

μg/rri の 2 レンジから選択可能。小型 ・峰量の

ため場所を選ばす、 (l 1! 1人に装着して測定するこ

ともでき、) 弘k : TG241時間のモニタリングが可能で、

ある。VOC濃度のほか、 WiA度 - 温度のデータ

を記録し、取得したデータは付属ソフトウェア

を使用しPCにより処理が可能。発生源の特定

や行動パターンによる| 曝露調査が可能で、ある。

(ほしの ふさすけ)

*文印刷学省「学校.f)，'!.Ift1! f泊:管理[7 ニュアJ り より

学校保(札結では、ホルムアルデヒドとトルエンについて検査が必

須になっていて、検査場所を普通教室、 音楽室、図工室、コンピュ

ータ教室、体育館等としている。ホルムアルデヒドの測定方法は原

則 として2，4- ジニ トロフ ェニル ヒド ラジン (DNPH) を利用し た

精密測定法となっている。乙の方法はl吸引方式( アクティブ法) と

掛拭Ｈパッシブ法Ｉに分かれており、空気を捕集した後、浴 ｾ､ ｬￌｊ

出を行い、液体クロマトグラフで分析を行う必要がある 。

さらに、ホルムアルデヒドはl吸引方式と相関の高い信頒性が靴保

できる測定器として文部刑学省の通知 「学校における室内空気汚染

対策についてJ ( 平成15年 7 月) によりスクリーニング法として使

用しても差 し支えない測定器として検知管 (91P 、91PL ) などが

示された。

近年、室内化学物質濃度は「学校環境待I生の基準」が恥壬された

とともあり、年々私制》する傾向にあるが、新築や噌改築さらに備品

のJI品入など、まだまだ高濃度になる可能性があるので、その者11度濃

度を測定する必要が残っている。

次に紹介する測定器は、だれでも簡単に低コストでまJ l Jl 寺聞のうち

に測定が可能なため、濃度測定や発生源調査にせV 活用していただ

きたL ミ。

強策と社会 ・2006.8

V OC モニタ (GVC- l 000)

l 測定機器一検知管一

1剣'ill 管は簡易測定擦の一つで、 一定内径のガラス管に特定の機能

を有する薬剤が充填されている。 この薬剤の中には、測定ガスと反

応して変色する砂d日剤があり、検知剤の変色した部分をガラス管に

印刷された澗支目儲から読み取ることで測定値が得られる。

作業環境や工程管理などの用途に数多くの種類の検知管があり、

最近は大安協 境 ・室内環境における測定の要望が高ま っており 、数

程診'J i の検知管が開発された。室内諒i境用検知管ではホルムア j レデヒ

ドのほかに、 トルエ ンやパラジクロロベンゼンなどが測定できる 。



[ お知ら せ] n f o r ma l i o n  

「文化遺産としてのモダニズム建築DOCOMOM0100選展 in 大阪J

国際訴E織OOCOMOMO(THE Oocumentat i on and 

Conservati on of buildings. sites and nei ghbor-

hoods of the Modern Movement ) は1988年にオラ

ンダで設立された。近代建築が無造作に取り壊されて

いくことへの危機感と 、その意味を次世代へ伝えたい

という共通の思いで、世界40カ国を超える国や地域

が参加している。

2003年、OOCOMOMOJ apanと日本建築学会は100

の近代建築を選定した。これら 100選の近代建築を紹

介する展覧会が、今秋再び開雀される。大阪で開崖さ

れるため、今回は関西ヱリアに所在する作品について

は、関連資料も出品される。

・f OOCOMOM0100選展J

会 期 2006年 9 月23日(土)【斗 1月 5 日( 日)

10  :  ＰＰｾ Ｑ Ｗ＠ :  00 火曜日休館

会 場 大 阪 市 立 住 ま い の ミ ュ ー ジ ア ム 企 画 展 示 室

大阪市北区天神橋筋6-4-20

最寄り. ! I R / 地下鉄谷町隷 ・I界自針。望及び瓶急電

車「天神橋筋六丁目」駅下車 3号出口

後 援 (u) 日本建築協会ほかの建築団体

医療福祉建築賞2006募集

建築として質力唱く 、利用者並びに職員にと って快適

で使い勝手のよい医療福祉建築を、(紛日本医療福祉1主

築協会か募集中。詳細はh社p:l /www. j iha.jpへ。

応募対象 ＲＰＰＳ 年 Ｔ 月 Ｑ 日 ｾＲＰＰＵ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日に新築 、

増改築、改修をした医療 ・福祉 ・倒逮施設

応 募 資 格 開 設 者、管玉里者、設計者、施工者のいずれか。

陀募期日 ＲＰＰＶ 年 Ｘ 月 Ｑ 日 ｾＸ 月 ＲＵ 日 Ｈ 当日消印有効 Ｉ

応 募 料 1作品につき 5 万円。応募時に納入。

提出資料 ①応募申込書、建築概要窃 第十主旨母潤 面

- A3判大G淳 真15葉一周辺環境がわかる

もの、家具・ 4鰐告が設置されているもの。

提 出 先 制 日本医療福祉1童築協会 (〒108-0014 東

京都港区芝5-26-20、TEL 03-3453-9904)  

選 考 委 員 上 野 淳 (首都大学東京大学院初受) 一委

員長一、 芦原太郎 (芦原太郎建築事務所)、

市川種子 (尼崎老人福祉会)、 井部俊子 (聖

路加看護大学)、 梅里良正 ( 日本大学医学

部)、 園田員理子 (日胎大朝里工学部)、 中

山茂樹 (千葉大学工学部)

観覧料 200円

展 示 ・OOCOMOM010Oi 翠の写真+ 図面のパネル

1  ＹＲＰｾ＠ 1  929/  Ｙ 作品 、 ＱＹＳＰｾＱＹＴＴ Ｏ ＲＰ 作品

1  ＹＴＵｾ＠ 1  ＹＵＹ Ｏ ＲＸ 作品 、 ＱＹＶＰｾＱＹＷＰ Ｏ ＴＳ 作品

. 建期莫型や映像資料

- 関西の20作品の関連資料

. 講 演 会 性 場/ 大阪市立住まい備Eセンタ - 3 階ホ

ール、参加費/ 無料、申込み/ 当日先着順240名)

9 月23日(土) 講 師 鈴 木 博 之DOCOMOMOJ a間 代 表

10月 1 日( 日) 笠原一人「モダニスム建築の先駆ー

本野精吾自邸 (1924)J

中嶋節子「モダン都市の大動目時一大

阪市営地下鉄御堂筋線 Ｈ ＱＹＳＳｾＳＵ Ｉ ｊ

10月22日( 日) 梅宮弘光「残照の1950年代モダン

日本真珠会館 (1952)J

花田佳明「新しいまちづくりに託した

夢 一 千里ニュータウン Ｈ ＱＹＶ Ｑ ｾＷＰＩｊ

. 見学会 (詳細は未定)

会期中、大阪・京都 ・神戸に所在する 100選の近代建

築を中心に、市民や学生を対象とした見学会を行う。

「工コビルド賞」作品募集

「地球環境・建築憲章J (2000年 6 月、建築関連 5団

体で制定) が掲げる 5 つのテーマ (長寿命) ( 自然共生〉

〈省エネルギー> <省資源・環境〉係勘京〉に沿った建築、

都市計画、これに類する優れた作品を表彰する「エコ

ビルド賞j の 5回目の募集が始ま っている。

募集対象 ＱＹＹＰ 年 Ｑ 月 Ｑ 日 ｾＲＰＰＶ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日に日本

圏内で竣工したもの。用途・規模は問わず。

応募登録 ＲＰＰＶ 年 Ｘ 月 Ｑ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾＹ 月 ＱＵ 日 Ｈ 金 Ｉ

http:/ /www.ecobui l d.jp/syou-0. 5. htm 

より申込書 をダウンロード。

作品提出 ＲＰＰＶ 年 Ｘ 月 ＲＱ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾＹ 月 ＲＹ 日 Ｈ 金 Ｉ

提出先ヱコビルド事務局「エコビルド賞j 係

干112-0014 東京都文京区関口ト24- 8  

TEL 03-5261 -4551 

審 査 員 仙 田 満一委 員 長一、芦原太郎、岩 田 街、

岩村和夫、村上周三

審査方法東京ピ ッ クサイトで ＱＱ 月 ＲＲ 日 ｾＲＵ 日に開

催する recobui  Id 2006J 展会場内に作品

を展示し、11 月24日に公開審査を行う。

京都工芸繊維大学大学院博士後期課程学生募集

平 成19年度の同大学院工芸科学研究科博士後期課程

で、→生選抜と社会人特別選抜に分けて学生を募集し

ている 。 出願期間は ＲＰＰＶ 年 Ｙ 月 Ｔ 日 ｾＹ 月 Ｘ 日まで Ｐ

・一 般 選 抜 計46名

読十工学事支10名、造形科学専攻 8名ほか

- 社会人特別選抜若干名

生命物質科学専攻、設計工学専攻、造形科学専攻、先

端ファイブ口科学専攻

学力試験(筆記+ 口述) 2006年 9 月27日(水)10: ＳＰｾ＠

誠 鰯/ 京 都 工 芸 繊 駄 学

連続講座「原田の森の物語J

現在の王子公園を主会場に1950年に (神戸博覧会〉

力澗催された。計画は置塩章、 2度漫節らが、パヴィリ

オンの設計は丹下健三、山口文象、池辺陽らが担当し、

小磯良平ら幸蹄リ作協会の芸術家によ って博覧会のポス

ターや会場内の装飾などがデザイン ・制作された。

旧関西学院チャペルとして創建された「神戸市立王子

市民ギャラリーj を会場に、この講演会は開催される。

講演 「よみがえる 1950年 〈神戸博覧会〉 その会場

計画とパヴィリオンj

一一物宮弘光 (神戸大学発達科学部助紺受)

「原因の森界隈についてj

一 一中尾嘉孝 (f港まち通信」編集長)

日時 2006年 8 月12日(土) ＱＴＺＰＰｾＱＶＺＳＰ＠

会場神戸市立王子市民ギャラリー

神戸市灘区王子町3ート2 TEL  078-882-2028 

定員 70名( 先着順)

参 加 → 宣1.500円、 ( 旧乾邸〉活用問鴇楽部と港ま

ち神戸を愛する会会員と学生1.000円

申込氏名・住所・ TEL . e-mai l を記入して、 8 月

9 日までにFAX (078-261 -0775) で申し込み。

主催 (旧乾邸〉活用応援倶楽部 (事務局/ 遊空間工

房内、TEL 078-261 -0337)  

「ノアの箱舟J をテーマにコンペ

第20回建築環境デザイン コンペティション 〈主催:

東京ガス骨量訟 の課題は[ 温暖化地球lこおけるノアの箱

舟J。来るべき地球温暖化時代をいかに生きぬくか、

ｪｾ お克・建築・設備などあらゆる技術の粋を集めた「現

代版ノアの箱舟j のあり方を追求した提案を求める。

登童数帝切 2006年 9月15日(金)ー当日消印有脅かー

http:/ /eee. tokyo-gas. co. j pより登録

作品締切 2006年10月16日(月)

提 出 図 面 中 判 ケ ン ト 紙 1枚。表現自由。平面・配

置・断面 ・設備システム図とその基本的

考え方の、透視図もしくは模型写真、簡

単な説明文など。縮尺は自由。

提出方法応募作品裏面に登録票を貼付し、下記へ。

例漸建築社内童事関東境デザインコンペティ

ション」係 TEL  03- 3811 -71 01 

干113-8501 東京都文京区湯島2-31-2

審 査 委 員 伊 東 豊 雄(伊東豊雄建築設計事務所)

鎌田元康慎京大学大学院初受)

北川原温 (東京萎術大学樹受)

小島一浩 (CAt パートナー)

中島正人 (山下設計幸丸行役員副本社長)

中村光男 ( 日建設計代表取締役社長)

キ拙映ー (竹中工務庖取締役富| 件土長)

学力検査(筆記+ 口述) 2006年 9 月27日(水)10: ＳＰ ｾ＠

試験場/ 京都工芸繊堂大学

出願資格 ・手続き・書類そのほか詳細は、京都工芸繊 賞

I成 雅 昭 (東京ガス都市エネルギー事業部長)

金 最 優 秀 賞 1点150万円

維大学URL (http://www.ki t. ac.jp) に掲載中。 優秀賞 3点各50万円、佳作10点各20万円

36 謹篠と社会 ・2∞6.8



i nf ormat i on 

「夏かう秋へ誘われる世界j 展 さよな5ナム・ジュン・バイク展 「大熊喜英の建築- 和のまなざし- J展

上村松園 ・松筆 ・淳之 1  司 会期 ＲＰＰＶ 年 Ｖ 月 ＱＰ 日 Ｈ 土 Ｉ ｾ ＱＰ 月 Ｙ 日 Ｈ 月 Ｉ 戦後、利現住宅の一つのスタイルをつくりあげた建築

の三代の作品にみ る、 1  1  :  ｏｏｾ＠ 19 :  00 (水曜日は21 :  00まで) 家・大熊喜英 Ｈ ＱＹＰＵｾＱＹＸＴ Ｉ を 、 ギ ャ ルリー・タイ

祝日を除く月曜日休館 セイで紹介してしる。入場無料。夏から秋へと移りゆく

季毛布の美しさを、本画

約25" 字、と下絵 ・素描

約10点、で展観する。

会 場 ワタリウム美術館 T E L 03-3402-3001 [ " 大熊スタイルj と呼ばれる、庶民的で素朴な民家の

東京都渋谷区神宮前3-7-6 味わいに新しい技法や材料を取り入れた木造住宅を提

入 館 料 大 人1.000円、25歳以下の学生800円 示した大熊喜英は、一方で大成建設設計部に勤めるイ

.  '  

会 期 2006年8月8日(火)

- 10月1日(日)

10 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 

月曜休館

「人聞は間違いをする自由をもたなくてはね。それは ンハウスの建築家として大型のフ。ロジェクトも手がけ

とても大事なことだん でいた。そして父は国会議事堂の設計者・大熊喜手目。

(9/ 18は開館) 上村淳之( 秋映> 1997年

会 場 松 伯 美 神 融 T E L 0742-4ト6666

奈良市登美ヶ丘2- 1- 4

入 館 料 高 校生以上大人800円、小中生400円

展 示 上 村 松 園ー虫の音、楊貴古己新後

上村松筆ー鹿寄せ、金魚釣、月夜、朝大ほか

上村淳之ー膏粟のt頁、熱国月明、水辺ほか

なお、 8 月12日(土) 14時から館長・上村淳之氏により、

解説か、予定されている。

韓国に生まれ、東京へ移住し、東京大学文学部美学・

美術史学科を卒業。 ドイツで20世紀音楽を学び、ニ

ューヨークで音楽、哲学、思想を語る。1993年に第

45回ヴ‘ ェネチア ・ビエンナーレにて金獅子賞を受賞。

2006年 1月、マイアミの自宅で逝去。

作品に「ニューキャンドルJ [ " ボイスを送るJ ["ユ ラ

シアン ・ウ ェイHキャンドルTvH時は三角形j など。

本展では、 T Vモニターを初めて使用した初期の作品、

マルチチャンネルの大娃} かりなインスタレーション作

品、ロボ ッ 卜T V、 ドローイング、絵画作品など約150

余点、を展示する。

2006イタリア・ポ口一二ャ国際絵本原画展

イタリアのポ口一ニャで毎年聞かれる「児童図書見本 館で今年も原画展か開峯される。同展では特別陳列と

市J に併設された「イラストレーションコンクールJ Iふ

5点 1組とし、う応募; 条件を

満たせば、プ口、アマにか

かわらず審査を受けられる

公募展で、今年は世界59カ

して、 2005年ス ロヴ7 キアで開催された「プラティ

スラヴ? 国際絵本原画展」グランプリ受賞のアリレ

ザ ・ゴルドウズィヤン ( イラン、1976年生まれ) の

作品も展示される。

会期 ＲＰＰＶ 年 Ｘ 月 ＱＹ 日 Ｈ 土 Ｉｾ Ｙ 月 ＲＴ 日 Ｈ 日 Ｉ

国2.544名のイラストレー 10:  ＰＰｾＱＷＺ＠ 00 水曜日イ木館

タからの応募があ った。 会 場 西 宮 市 大 谷 記 念 美 術 館

日本人27名を含む16カ国92 西宮市中浜町4-38 T E L  0798-33- 0164 

名のイラストレーターが入 阪神「香櫨閏J 駅下車、西へ徒歩 6 分

選 し、西宮市大谷記念美術 入 館 料 → 宣800円、高大生600円、小中生400円

[チャッピイの家j 今井彩乃 (日本) 招待券希望者は日本建築協会 (T E L 06-6946-6981) へ。

遠藤秀平・藤本壮介「ニュージ‘ オメトリーの建築」展

本展は、オリジナル図面、写真、模型などの資料によ

って、大熊喜美の住宅作品を仔細に検討する。

会 期 2006年 7 月24日(月)- 10月6 日(金)

ＱＰＺＰＰｾＱＷＺＰＰ 土日祝日と Ｘ Ｏ ＱＴｾＸ Ｏ Ｑ Ｘ は休館

会場ギャルリー・タイセイ (新宿センタービル)

東京都新宿区西新宿ト25- 1

彫刻家・大河内久子個展

ステンレスや配管パイプなどの建築素材から立体空間

を創作する大河内久子さんが、秋に大阪と東京で個展

を開く 。

大河内さんは京都市立芸術大学工芸科陶磁器専攻に在

学中、陶芸の世界にオブジェを導入した故 ・八木一夫

氏に師事した。卒業後、彫刻へと創作活動は移り 、「浮

遊するパイプJ (1991年・市川ビル)、 「天空への飛朔J

(1999年・大板府堺市立斎場)、 「線の詩J (2003年-

RIS E  88) などパブリ ックな場で作品を見ることがで

き、日本建築協会の会誌「建築と社会J 2006年 3 月号

Cal l ery:欄でも作品の一端を紹介している。

それぞれの手法で新しい幾何学を展開する遠藤秀平氏 作品にS L OWT E C T UR E醒井 (2002)、S PRI NGT E C ・大阪ー画廊ぶらんし ゅ

と藤本壮介氏のインスタレ ションを展示し、新しい T UR E  O- Rus h天白 (2005)、2006年の大阪城公圏内 会期 Ｒ ∞ Ｖ 年 Ｙ 月 Ｖ 日 Ｈ 水 Ｉｾ Ｙ 月 ＱＶ 日 Ｈ 土 Ｉ

空間が会場で{ 棋惑できる「ニュージオメトリーの建築 のG RAVI T E CT URE大阪城など。 11 ＺＰＰｾＱＹ Ｚ ＰＰ＠ (最終日は16: 00まで)

ｾ も うひとつのモダ ニ ズムをめざして ｾｊ 展カ明催中 。 ・慈 制 扮一一 1971年生まれ。東京大学工学部建築学 9/11 (月) は休み

フ.口テーュ スしているのは建築史家の五十嵐太郎氏。 科卒業。2000年に藤本壮介建築設計事務所を設立。 釦墨画廊ぶらんし ゅ T E L  072-76ト2626

会 期 ＲＰＰＶ 年 Ｗ 月 Ｑ Ｕ 日Ｈ土 Ｉｾ Ｙ 月 Ｓ 日 Ｈ 日 Ｉ 作品と して聖台病院幸府高棟 (1999)、しじま山荘 (2002) 池田市天神1-5-16

ＱＱ ・ ＰＰｾＲ Ｑ ・ ＰＰ 会期中無休 など。青森県立美体調設計競技優秀賞 (2000)、邑楽 阪急電車「石橋J 駅西口下車、徒歩 3分

会 場 K P Oキリ ンプラザ大阪 6階 町役場E宣言十競技街午 (2002)、安中劇克アー トフォー . 東京一酉福ギャラリーー

T E L  06- 6212-6578 ラム国際コンペ最優秀賞 (2003)、J I A新人賞2004など。 会期 ＲＰＰＶ 年 ＱＰ 月 ＲＶ 日 Ｈ 木 Ｉｾ ＱＱ 月 Ｔ 日 Ｈ 土 Ｉ

大阪市中央区宗右衛門町7- 2 自分自身と現代の世相をユーモアた っぷりに表現する "  :  ＰＰｾＱ＠ 8:  00 (最終日は16 ・00まで)

入 場 料 → 宣300円、学生200円、中学生以下無料 セルフポートレイ卜の写真家・還田知子さんの関西初 日・月休廊 (11 /3は開館)

・遠藤秀平一一1960年生まれ。京都市立芸術大学大学 の個展 [ " MASQUE RA D EJ も同所で開催される。 会 場 酉 福 ギャラリー T E L 03-541 ト2900

院修了後、 石井修/ 美建設計事務所を経て、 1988年遠 K P Oキリンプラザで同時開催の「ニュ ジオメトリ 東京都港区南青山2-6-12 アヌシー青山 1階

藤秀平建築研究所を設立。コルゲート鋼板やコンクリ ーの建築j 展と [ " MAS QUERADEJ 展の共通招待券 地下鉄営団鍋卦濃 ・半蔵門線・都営大江戸線

ー卜を用い、立面レベルで新しし、空間の形式を展開。 希望者は 日本建築協会 ( TEL 06-6946-6981 ) へ。 ["青山一丁目J 駅下車、徒歩 6分
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i nf or mat i on 

「アルベルト・ジ‘ ャコメッティ」展

針金のように細長い人物彫刻で知られるアルベルト・

ジャ コメ ッ ティ Ｈ ＱＹＰ Ｑ ｾ Ｑ ＹＶＶ Ｉ が 、 彫刻と絵画の双

方でわき 目もふらす取り組み続けたのは、人物を「見

えるがままにj 表そうとL づ試みであ った。

パリのアルベルト& アネ ット・ ジ‘ ャコメッティ財団と

の共催で聞かれる兵庫県立美術館の展覧会では、同財

団の所蔵品をはじめ140点近くの作品を展示する。

同展では、 日本人哲学者 ・

矢内原伊作 Ｈ ＱＹＱＸ ｾＱＹＸＹＩ

との交流にも焦点を当てる。

{ ヤナイハラI } 1960年

A.&A ジャコメッティ財団、パリ

Phot o by  Mar c Domage/  c F  ondati on 

Al bc l' to  et  Anet t e Gi acomett i ， Par-i s  

c) A DA GP， Pal' ;s  &  S P DA， 

Tokyo， 2006  

会期 ＲＰＰＶ 年 Ｘ 月 Ｘ 日 Ｈ 火 Ｉｾ ＱＰ 月 Ｑ 日 Ｈ 日 Ｉ

10  :  ＰＰｾ Ｑ Ｘ＠ :  00 Ｈ 金曜・土曜は ｾＲＰＺ 00)  

月曜休館 (9/ 18は開館、翌9119は休館)

会場兵庫県立美術鵡・企画展示室

神戸市中央区脇浜海岸通ト1-1

阪神電車「岩屋J 駅下車、南へ 8分

観 覧 料 寸 宣1，200円、大高生900円、中小生500円

構 成 G洋司期/ キュビスム、シュルレアリスムを経

て一一一スイスに生まれ、パリに住むジャコメ

ッティの青年期から 30代前半までの足取り。

①モテ、j レたちーテsィエコ、アネ ットを中心に

札幌スタイル2006 ・デザインコンペティション作品募集

“Desi gn For  Li fe 北国の生活をデザインする" をテ

ーマに、札幌市は標記コンペを開催する。

「衣J r食J r住j の 3部門で生活アイテムのデザイン

を公募し、受賞者にはビジネスや商品化の機会を与え

ようというもの。

募集期間 ＲＰＰＶ 年 Ｗ 月 Ｑ Ｐ 日 Ｈ 月 Ｉ ｾＹ 月 ＲＲ 日 Ｈ 金 Ｉ 必着

応募資格全国の個人団体、企業。資格は問わず。

募集部門製品化を前提としたデザイン

• r衣 トー衣料、衣料雑貨、アクセサリー

ビオ卜ープ管理士資格試験

• r食」一一食器、キ ッチン道具、食 辛l物

• rf封一一家具、 インテ リア小物、照明

応 募 先 「札幌スタイル2006 ・デザイン コンペティ

ション」作品係 ( 干060- 0063 札幌市中

央区南 3 条西 6 丁目 セザール札幌301 )

応募要項、応募用紙はh廿p:l l www. c it y. sapporo. j pl

keizai l sapporo- st ylel 、または札幌スタイル2006 ・

デザインコンペティション実行委員会事務局 (札幌市

経済局産業企画内、 T E L 011 - 211 - 2372) へ。

日本インシュレーション展示会

ビオトープ管理士には「計画j と「施工J の 2部門が 鉄骨耐火被穫板をはじめとする「ソノライ ト系けい酸

あり 、さらに難易度によ って 1級と 2級に区別されて

いる。平成17年度は、 1級 ・2 級あわせて473名が合

格した。

側) 日本生態系協会は、平成18年度ビオトープ管理士

聞各調貴を 2006年9 月24日( 日) に実施するに当たり、

受験申し込みの受付を始めた。

受 付 2006年 8 月12日 (土) ー消印有効ー

会 場 札 幌、東京、金沢、名古屋、大阪、広島、福

岡など 15会場で試験を実施

受験料 1 級13，000円、 2 級9，000円

「受験の手引き J ( 1部800円) が別に必要。

全国主要書庖で販売中

申込み 担唱日本生態系協会のホームページ (h口p:l l

www. ecosys. or . j p/eco- japan/) へ。

カルシウム製品J の生産 ・販売 ・施工を行っている 日

本インシュレーションは、「機能材が生み出す新 しし、

デザインj をキーワードに耐火 ・不附オ料を実糊莫型

を中心lこ展示する。また、特F朱意匠の施工例として、「プ

ラタブティ ック青山庖j のひし形ブレースも展示する。

その他、最近注目されている石綿の調査 ・加里に関す

る展示も行う。

会期 ＲＰＰＶ 年 Ｘ 月 ＲＹ 日 Ｈ 火 Ｉｾ Ｘ 月 ＳＰ 日 Ｈ 水 Ｉ

10:  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 

会 場 O M Mビル 2 階展示F ホール

大阪市中央区大手前 1 - 7  - 31  

地下鉄、京阪電車「天満橋」駅

問合せ 日本イ ンシュレーショ冷欄西支社 (宮崎)

T E L  06- 6633- 7322 

一一委アネ ッ ト、弟テーィ エコ、母アネ ツ夕、 RE PORT くArt Court  Frontior  2006 #  4  >  

晩年の作品に登場するカロリーヌの存在。

①ヤナイハラとともに一一パリ留学中の矢内

原伊作 Ｈ ＱＹＱＸｾＱＹＸＹ Ｉ とジャコメ ッ ティ 。

任遣問の構成と変奏一人物、静物、風景、ア

トリ工一一ージャコメ ッティの仕事の広がり 。

招待券希望者は日本建築協会 (T E L 06- 6946- 6981 ) へ。

「レプリカ展 真似るは学ぶ」

様々な素材感と幾千年の風合いまでも写しとる複製。

作られた当初の状態を綿密な調査、繰り返される推理

と実験によ って復原する模造。これらは二次資料とし

て多くの↑ 導物館で活躍している。

OA Pアートコート 1 F  (大阪市北区) にあるアート ギャラリートークでは、それぞれの推薦者と出展作

コートギャラリーで、 “未来へ続く現代美術" をス口 家との息のあ った トークが、作品を初めて 自にした参

ーガンに推薦者と作家でつくりあげる展覧会 r Art 加者にも分かりやすい解説となり 、作品の魅力を十分

Cour t  f ront i er2006 Ｃ Ｔ ｊ が ＲＰＰＶ 年 Ｖ 月 Ｑ Ｓ 日 Ｈ 火 Ｉｾ に引き出してくれた。

7 月 1 日 (土) まで開催された。開催期間中の 6 月 最後は、 中田泉さんの作品 rUK I MONOJ (虫柄の

17日 (土) と6 月24日 (土) には、推薦者と出展作 着物) を身にまと ったP E S E P E S Eによるアフ リカ ン

家によるギャラリートークも行われた。 ミュ ージックに合わせて参加者もおもいお もいに踊

美術界の第→ｾｾで活躍中のアーテイスト 、 キュレー り、会場はし、っきにt努初〉太陽のように熱く盛り上が

タ一、コレクタ一、ジャ ーナリストが今回推薦したの った。 (K. K )  

は、関西在住でこれからを期待される対企真言さん・

INA Xギャラリー大阪には、本物でもなく 、にせもの 加賀1劇建さん ・寄神りく

でもない レプリカ資料約30点、制作過程の資料や道 さんなど若手作家12名

具など約200点、が展示される。入場無料。 である。絵画、写真から

会期 ＲＰＰＶ 年 Ｖ 月 Ｒ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ Ｘ 月 ＱＸ 日 Ｈ金 Ｉ ＱＰ Ｚ ＰＰ ｾ ＱＸＺＰＰ＠ インスタレーション、パ

水曜日 、 Ｘ Ｏ Ｑ ＲｾＸ Ｏ ＱＷ は休館 フォーマンスなど様々な

会場 INA Xギャラリ ー大阪 T E L 06- 6733- 1790 分野の作家たちは、みな

大阪市中央区久太郎町4- 1- 3 伊藤忠ビル 1 階 各々の作品にメ ッセ ジ

出品 「メソポタミアの蔚壷l の樹脂製型取りと原品、 を込め、エネルギーに溢

樹脂製「三角縁神獣鏡 ｪ 、 ｾ意太子孝養像 ｊ (複 れた力強い作品を出展し

製)、 脱活乾漆造 I聖観音菩薩坐像J ほか た。 寄神りく× 井村靖子 虫柄の着物を着た rUK I MONOJ
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第 1 回通常総会

主公- ^- -

il il c，.'2J;;' 

6 月21日 (水) 16:  05- 16 :  33 

出席者佐野会長ほか919名 (1，937口 委 任 状 含 む)

場 所 O MM地 下 1階ギ ャラリー

議 事 ( 1 ) 平成17年度事業報告書 ( 案) の件

( 2  ) 平成17年度収支決算書 (案) の件

( 3  ) 役員選任の件

講演会

「大大阪の時代/ 歴史と文化を活かした都市づくりへj

6 月21 日 (水) 16:  50- 18:  00 

場 所 OMMビル地下 1階ギ ャラリー

講 師 橋 爪 紳 也

参加者 47名

会員交流懇親会

6 月21日 (水) 18:  00- 20 :  00 

場 所 O MMビル20階 東 天 紅

参加者 41名

理事会

第 1 回通常理事会

6 月7 日 (水) 15:  00- 15 :  40 

出席者佐野会長ほか44名 (委任状含む)

場 所 OMM地 下 11潜ギ ャラリー

議 事 ( 1 ) 平成17年度事業報告 (案) の件

( 2  ) 平成17年度収支決算報告 (案) の件

(3 ) 役員選任の件

( 4  ) 会議等の開催について

第 1 回臨時理事会

6 月22日 (木) 16:  3 5 - 16  :  45 

出席者佐野会長ほか51名 (委任状含む)

議 事 ( 1 ) 会長選任の件

( 2  ) 役付役員選任及び会長職務代行の件

( 3  ) 常設委員長並びに常任理事委嘱の件

( 4  ) 理事の会務分掌の件

評議員会

第 1固定時評議員会

6 月7 日 (水) 14 :  0 0 - 14 :  40 

出席者佐野会長ほか36名 (委任状含む)

議 事 ( 1 ) 評議員会正副議長互選の件

日 本 建 築 協 会

月間の動き

( 2  ) 役員候補者選任の件

報 告 ( 1 ) 平成17年度事業報告 (案)

( 2  ) 平成17年度収支決算報告 (案)

|  編集委員会

第 3 回編集委員会

6 月 4 日 (水) 18 :  30- 20 :  40 

出席者設楽委員長ほか 4 名

議 事 ( 1 ) 7 月号「設計図が「伝えるものJ 特集報告

( 2)  8月号「建築物の安全 ・安心」特集の企画

( 3 )  9 月号「第53回青年技術者」特集

( 4 )  10月号施工材料特集の企画

( 5 )  11 月号格造特集の企画

( 6 )  11 月号伊丹産耳目紛小特集の企画

( 7)  12月号「私の空間作法j 特集報告

( 8 )  1 月号京都支部特集の報告

( 9  ) 作品作風、広告企画の報告

(10) 収支状況報告

(11 ) 日本建築協会のとる べき方向

第 3 回構造分科会

6 月 1 日 (木) 18:  00- 20 ・00

出席者中塚幹事ほか 6 名

議 事 ( 1  )  r構造の頁」の企画

( 2 )  11 月号精進特集の企画

第 3 回設備分科会

6 月 7 日 (水) 18:  00- 20 :  00 

出席者赤津幹事ほか 3 名

議 事 ( 1 ) 設備分科会委員の補充

( 2  ) 来年の設備特集号

( 3 )  r設備の頁J の企画

( 4  ) “ 設計事務所に役立つ測定機器" シリース

頁の検討

第 3 団施工材料分科会

6 月15日 (火) 17:  00- 18 :  30 

出席者平野訴事ほか 5 名

議 事 10月号特集「セキ ュリテ ィj について

第 3 固法令分科会

6 月7 日 (水) 14:  00- 15 :  45 

出席者野村訴事ほか 6 名

殺 事 ( 1 ) 委員の交代と補充

( 2 )  r法令コ ーナ 」の企画

( 3 )  8 月号法令特集の企画

( 4  ) 情報交換

【平成18年 6 月分}

第 3 回作品作風小委員会

6 月22日 (木) 19:  00- 20 :  00 

出席者井上副委員長ほか 4 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

( 2  ) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

( 3 )  r  galleryJ 掲 載 報 告 予 定

第 3回広告企画小委員会

6 月14 日 (木) 17:  0 0 - 18  :  00 

出席者設楽委員長ほか 5 名

殺 事 ( 1 ) 7 月号「設計図が伝えるもの」特集報告

( 2 )  8 月号「建築物の安全・安心」特集の企画

( 3 )  9 月号「第53回青年技術者」特集

( 4 )  10月号施工材料特集の企画

( 5 )  11 月号伊丹産業側小特集の企画

( 6 )  2007年 2 月号広告企函小委員会担当特集

の企画

( 7) 単発広告企画の報告

(8  ) 広告の経過報告

( 9  ) 収支状況報告

出版委員会

第 3回出版委員会

6 月15日 (木) 18:  00- 19 :  00 

出席者上原委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) < プ口のノウハウ > と特装本の経過報告

( 2 ) 進行中のテーマについて

( 3  ) 出版記念講演会について

建材委員会

第 1回避材委員会

6 月22日 (火) 17:  0 0 - 18  :  00 

出席者松原委員長ほか 6 名

議 事 ( 1 ) 検討会開催について

( 2  ) 取り上げる材料の基準 田情報収集 ・掲載方

法について

( 3  ) 工場見学会について

( 4  ) 材料協会との意見交換会について

( 5  ) 委員の増員

入 会 者 (敬称略)

〔個人正会員〕

家 崎 雄 司 大 高 秀 一 吉 良 圭 史

制斜圭薗輯合計画) (1時次林組) (鹿島建盤柑)

小 松 慎 二 松 森 織 江 森 雅 章

Ｈ ｾｴ 日 ＱＱ 段計 Ｉ Ci ti 巨畑t童察事揖所) (，W 弁連指股計事務所)

- 悶 悶 " . ポスターカタログパンフレヲト. ・砲を李‘ 往史.

組I t 文字画像データ処理

崎 恥 Dh! i tal  

轡 山 剛 蹴 似 弘

のぷ［じたｾ
VCI 〆， ，、7

. メディア" 鍵 S Pフランヱンクコンワルテインタ.1T' . J 1h. ーション.

web:及びメディアコンテンツ企個師j 作、

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

司 取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

W e  have hope  

本 社 干530∞43 大阪市北区天満 1- 9・19

lel : ( 白 )6351-7271( 代) fax: (06) 6352-7479 

第二ピル 〒臼D∞43 大阪市北区天満 1-1 1-8

l el : (邸)6351-0128( 代) fax:  ( 郎) 6351-0208 

東京支社 引0 5 - WJ 4 東京都港区新編6- 17- 2

lel: (03) 3433-5211 ( 代) fax: ( 閃) 5776-7733 

:  (旧祉名ナニワ印刷刷、 日本データネット側

建築と社会 ・2∞6.8 39 



空調・衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

O K U.J U  

組朝日工業社

クオリティ& コストパフォーマンス

三日芸37ム ｾｾロ冨田毘
メタルシステム天井

本社 ・本 l吉 東 京 都港区浜，j t 師n - 25- 7 屯話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪 市 淀川 区 加 ね 1- 58- 59 -'0: ｾＱ［Ｐ Ｖ＠ ( 6302)  2270 

支 l苫 北 海道/ 東北/ 北l拘束/ 機 浜/ 名古屋 /rl "'悶/ 九州 問主社オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5 T自3番7号 〒530-0倒7

TEL( 06)6312-4131  FAX(06)6312- 7998 

東京 九 州 南 九 州 ・名古屋 上海

内外積創作パネル システム天井・間仕切

電気・空調・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

・D ヲイヲシ械式会社

C H OY O 

人がいる多彩なフィールドで、

新しい緩界に挑戦していますe

本省・大師本社 干 ＵＵＰ Ｍ ＰＰＰＲ 大阪市西区江戸地 ｬ 丁目 Ｙｾ 昨 ＲＵ 号 電，活(06) 6441-8231

東 京 本 社 〒102- 0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 常 詰 (03)326ト 8231

支 社 名古屋 ・縮問

宜 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大 宮 千 葉 ・繍 浜 金 沢 - j官邸 ・神戸 ・天 理 岡 山 ・

広島 Ｎ ｾ松熊本

営 業 所 帯 広 函 館 背 森 秋 田 ・盛 岡 前 橋 ・長野 ・静問 ・盛田 - (11 宮山 ・

福井 徳山 ・松山 高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那加1

出 張 所 旭川 ・福島 ・川 崎 松 江 ・徳島 ・下関 ・長 崎 大 分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354- 0044 埼玉県入間郡三芳町大字北本井390番地 電話( 0492) 58- ]511 

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0- 0 0 0 5 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 2 - 4 (朝 日 ビ ル )

T E L  0 6(6 3 8 5)  1  3 6 1  (代;) F AX  0 6(6 3 8 5)  1 0 5 0  

空気調和設備 / " X '¥ 産 業 設 備

給排 水 設備 (  / : ¥ 1  水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーー可 環 境 施 設

三 機 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務執行役員関西支庖長 丸 岡 敏 峯

関西支底 大阪市淀川区宮原3-4-30 ニッセイ新大阪ピル

本 社 点京都中央区 H本橋室町2-1-1 日本橋三井タワー

地球環境を守り、100年建築に貢献する

ｎｾ ‘ εＺｅ 且ー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

http: // nacl j p E- mai l : sc@nac l. coj p 

本 部 営 業 部 〒560- 0036 大 阪 府豊 中 市 蛍 池 西 町2丁目 7番 26号 NACL t -IJ，2 階

T E L  ( 06)6843- 1235  ( 代) F AX  ( 06)6853- 1632 

東 京 事 務 所 〒 11 ト 0051 東 京都 台東 区 歳 前2丁目 7- 2 東 京NACLt - l J，

T E L  ( 03) 3862- 0978 (代) F AX  (03)3862- 7098 

デンカC S Aファミリー製品

- TニJ nCS A (膨張 |協 和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・噴きニ ｊｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ｊｮ 守 Ｓ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ 品一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
・ヨ ｾＺＮＢｮｅｓ Ｈ 土質安定用急硬材 Ｉ 地盤補強用薬注入

・望号ニJ nI I OOO(製 品 用 超 高 度 聞 材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

浜 宗 産 業 株 式 会 社

T E L 本 社 ・京 都 ・京 丹 後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

光 洋 物 産 株 式

A

Q

玄
社 東 郷 化 成 株 式 会

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 0 6) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

T E L 大 阪 ( 06) 6 2 5 2 - 6 0 0 0  

40 



2000 mを超える建築物の

確認・検査はG B R Cヘ

陸聖書情論露呈議ヨ

業務内容 :

・ 建築確認，検査

・ 住宅性能評価

・ 住宅金融公庫工事審査及びフラッ ト35 検査業

務

l時隅駈言幸司

業務内容:

・ 建築基準法に基づく性能評価， 型式適合

認定，型式製造者認証

・ 品確法に基づく特別評価， 住宅型式性能

認定，型式住宅部分等製造者認証

• 21 世紀都市居住緊急促進事業技術評価

業務区域 :

. 建築技術安全審査( 高さ 6 0 m以下で大臣

認定を要 しない建築物の構造安全審査)

近畿 2 府 4 県，愛知県，福井県，岐阜県，三重県，

岡山県，広島県，山口 県，福 岡県

・ 既存建築物耐震診断等判定事業 (延べ面積が

1000 ni を超える非木造)

主な対象建築物 :

・ 高さ 31 mを超える建築物

・ 延べ面積が 2000 ni を超える建築物

( 近畿 2 府 4 県のみ)

・ 技術評価や技術審査を受ける建築物

・ 建築防災計画評定を受ける建築物

・ 建築防災 計 画 評 定 ( 防災計画書の審査)

・ 新 しく開発された技術の性能証明等

( 財〉日本建築総合試験所建築確認評定センター

〒540- 0024 大阪市中央区南新町ト2- 10 フルサトビル 4F

建築確認検査課 TEL: 06- 6966- 7565 FAX :06- 6966- 7680 性能評定課 TEL :06- 6966- 7600 FAX :06- 6966- 7680 

http: //www. gbrc . or . jp 

0 適 確 ・ 柔 軟 ・ 迅 速 ・ 工 寧 υ

業務区域 大阪府 ・兵庫県 ・京都府 ・奈良県・和歌山県・滋賀県

業務範囲 高さ6 0 m以下の全建築物 ・建築設備 ・工作物・建築確認 ・中間検査

完了横査 ・住宅性能評価 ・住宅金融公庫 ・住宅性能保証再委託

業務時間 月曜~土曜日 ( 日曜日、祝祭日を隙< )

9  :  ＰＰｾ Ｑ Ｗ Ｚ＠ 0 0  

業務揚所大阪市中央区北浜 3 丁目 1- 21 ( 松崎ピル 6 F )  

T E L  :  0 6 - 6 2 31  - 1  9 5 0  F AX :  06 - 6231  - 1  9 51  

E- Mai l :  info@ni kkaku.c o m UR L :  ht t p・//www. ni klくa k u.c o m
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あらゆるニーズに対応する

文化シャッターの防火防煙シリーズ

園

文化シャツヲー
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都市と暮らしの安全を守るうえで、ますます重視される防災シャッター。

文化シャッターは、常に課せられたテーマに真 撃に取組み、防災設計

と快適空 間づくりに新しい提案をしていきます。
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防火( 防煙) 区画がポールレスの

スッキリ空間に!

- 新開発の 〈ポールレスシャッタ一》は、

固定式であったガイドレール中柱を

可動・ 2 つ折り方式で天井内に収納。

- 従来の防火( 防煙) シャ

ッターではじやまなガイ

ドレール中柱をなくして、

使い勝手のよいスッキリ

としたフロアスペースを

実現します。

通常時は ¥ 

ガイドレール用

:  中柱は天井内に

収納されて J  

¥、 います。 "

シャッター ¥、

降下とともに

ガイドレール用 !  

中柱が作動

しますo '  

業界No. 1 のコンパクト化を実現!
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- 天井納まりの制約を少なくするため、

シャッターケース高さを極力小さく

することをコンセブトに開発。

・ピッチ6 2 mmの新スラット ( F・66)

を採用し、従来型防煙シャッターの

約1/ 2 のケース高さで業界N O.1の

コンパクト化を実現。

・はさまれ事故防止のために障害物

感知装置( 当社独自開発のコードプ

ーリ式) を装備しても、ケース高さ

寸法は変わりません。

mm 
290 

天井納まり

文化シャツヲー株式会社

関西支社営業推進部干5 4ト0 0 5 2 大阪市中央区安土町ト7- 20 トヤマピル中央館8 F TEL. 06 (6 2 6 4)  0 6 1 8  

UR L  http: //www. bunka- s. co. j p E- mai l :  kandeve@mai l. bunka- s. co. j p 

03379- 8  雑誌


